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  序幕

  

  　カチッ。カチッ。

  　薄暗い室内に、マウスのクリック音が虚むなしく響く。

  　防音加工が施された白い壁。分厚いファイルで埋め尽くされたガラス張りの本棚。部屋の中央には会議用の細長いテーブルが配置され、周囲をホワイトボードと安物のパイプ椅い子すが取り囲む。一切の無駄が省かれたこの部屋は、高校校舎の三階で、資料室と会議室という二つの顔を生徒たちに提供していた。

  　カチッ。カチッ。

  　季節は秋。空は赤と青を練り混ぜた黄たそ昏がれの色に染まり、日没前の残光が生活感のない室内を淡く儚はかなく照らし出す。晩秋の明かりに浮かび上がるのは、無機質なクリック音と、制服を着た男子生徒の細い影。

  　ここは私立歌劇学園の生徒会室。部屋の片隅で黙々とパソコンを操作する彼の名は、二年Ａ組出席番号三番「加か賀が雅まさ弥や」。生徒会副会長の肩書きを持つ、無骨な黒縁眼め鏡がねが印象的な美青年である。

  　カチッ。カチッ。

  　仏頂面で雅弥は黙々とマウスを操作する。画面に映し出されるのは複数の女子生徒の顔写真。次々と表示される個人情報を目で追いながら、雅弥はちらりと机に視線を落とした。

  　開封された一通の封筒が、机の上に無造作に置かれている。

  　何を思案しているのか。雅弥はしばし手紙を見つめてから、再びマウスを動かして――。

  　ガチャ。

  　何の前触れもなく部屋の扉が開いて、雅弥は無表情のまま画面のウィンドウを閉じた。

  　何食わぬ顔で手紙を机の下に隠すと、雅弥は眉まゆ一つ動かさずに入り口へと視線を向ける。そこで彼は、部屋に入ろうとしていた一人の美少女と目が合った。

  　十月の肌寒い夕暮れに、彼女はなぜか夏物の浴衣ゆかたを身に纏まとっていた。

  　耳にかかった長い髪を優雅に掬すくい上げ、お嬢様らしい楚そ々そとした足取りで歩きながら、浴衣の美少女は澄み切った瞳ひとみで雅弥を見つめ、柔らかな表情で声をかける。

  「いやらしいサイトでも見ていたのですか？」

  「第一声がそれですか」

  　冷静に受け答えしながら、雅弥は眼め鏡がね越しに美少女を見つめる。

  　緩くウェーブのかかった艶つやのある髪。生まれたての陶磁器のような穢けがれのない純白の肌。長いまつげがよく似合う穏和な瞳。美しさと親しみ易さが同居した、卵形の優しい輪郭。姿勢よく伸びた背筋と、固い着物の上からでもそれとわかる豊かな胸のふくらみ。澄んだ声音は聞くだけで心を落ち着かせる、不思議なマイナスイオンを纏った女性……。

  　見み目め麗うるわしき美少女の名は「由よし井い玉たま緒お」。私立歌劇学園の現役生徒会長である。

  「会長、そんな格好で寒くはないのですか」

  　さりげなくパソコンの電源を落としながら、雅弥は可か憐れんな生徒会長をやんわりとたしなめる。見る者を心安らかにさせる容姿から「癒いやしの生徒会長」「歌劇学園最後の良心」などと呼ばれ親しまれている生徒会長は、残念なことに後輩である副会長から注意を受けることが多々あった。

  「ドラマの衣装合わせをしていたものですから。どうですか。この浴衣、似合いますか」

  　季節外れの浴衣を着たまま、玉緒はその場でくるりとターンして見せる。玉緒から浴衣の感想を求められて、雅弥は改めて彼女を頭のてっぺんから足の爪つま先さきまでじっくりと観察した。

  「……下駄の鼻緒が切れかかっています」

  「あら、本当ですね。さすがは雅弥さん。ひょっとして女性は足首からチェックするタイプですか？」

  「女性の脚線美に目が行くのは男の本能です。無論、浴衣美人のうなじや鎖骨も捨て難いですが」

  「まあ、変態さんですね」

  　にこやかに微ほほ笑えまれて、雅弥は指先で黒縁眼め鏡がねを押さえながら立ち上がった。

  「脱いでください」

  　雅弥がクールに命令する。命令された玉緒はにこやかに微笑んだまま、かすかに小首を傾かしげた。

  「……下駄ですよ？」

  「ああ、はいはい。下駄を脱げばいいんですね」

  　言われた通り、玉緒は鼻緒の切れかかった下駄をその場で脱いだ。雅弥は机の引き出しから紐ひもとはさみを取り出すと、無言で玉緒に歩み寄り、彼女の足元に跪ひざまずく。

  　片方だけ裸足はだしになった玉緒が、パイプ椅い子すに腰を下ろして素足をぶらぶらさせる。玉緒の足元では、クールな眼鏡男子が手際よく鼻緒を直していた。

  「器用ですね」

  「たいしたことはありません。やり方さえ知っていれば誰だれでもできます」

  　手を動かしながら雅弥が淡々と受け答えする。

  　愛想が悪くて、ぶっきらぼうな口ぶりで、だけど女性のために下駄の鼻緒を手際よく修理する二枚目の眼鏡男子。そんな雅弥の格好よさに見とれたのか。彼の細くしなやかな指の動きを見ながら、玉緒は自然と口を開いていた。

  「雅弥さんは、どうして彼女を作らないのですか？」

  　加賀雅弥は言うまでもなく女子によくモテる。だが、不思議なことに彼が特定の女性と交際しているという噂うわさが流れたことは、これまで一度としてなかった。それどころか、女子と一緒にいる時間よりも、男友達である「会あい澤ざわ拓たく海み」と一緒にいる時間のほうが圧倒的に長いほどである。

  　そして、玉緒は衝撃の事実に気がついた。

  「ひょっとして雅弥さんは会澤拓海さんのことを……。そうですか。いえ、愛の形はいろいろですから、そういう恋愛があってもいいと思います。人が人を好きになるのは自然の摂理。雅弥さんの場合、そのお相手がたまたま同性だっただけであって……」

  「真顔で冗談を言うのはやめてください」

  「冗談？」

  　玉緒はキョトンとした表情を見せた後、「ええ、冗談ですよ。もちろん冗談ですとも」と不自然なほど強い口調で相あい槌づちを打った。そんな美人生徒会長の発言にも慣れたものなのか、雅弥は無愛想を貫いたまま黙々と作業を続ける。

  「……では、雅弥さんは男性よりも女性のほうが好きなのですね？」

  「無論です。俺は男よりも女のほうが好きです」

  「そうですか。それを聞いて安心しました」

  　なぜ俺が女を好きだと知って会長が安心するのか。そんな疑問を抱きながら、雅弥は何気なく顔を上げた。

  「……では、私のような女はどう思いますか？」

  　いつの間に椅い子すを下りていたのか。玉緒は床に膝ひざをつき、四つんばいの体勢になって雅弥に身を寄せていた。玉緒の端正な顔が間近に迫って、さしもの雅弥も驚きに身を引いてしまう。

  「会長、いったい何を……」

  「雅弥さんは、私のことがお嫌いですか？」

  　猫のように音もなく擦り寄りながら、玉緒が鼻にかかった声を漏らす。なぜだか玉緒の顔を直視できなくて、雅弥は咄とつ嗟さに視線を下へと向けた。そうして浴衣ゆかたの襟えり元もとから垣かい間ま見みえる豊かな胸の谷間に視線を固定した雅弥は、とても健全な男の子だった。

  「雅弥さん」

  　玉緒は両手で雅弥の手を包み込むと、自分の左胸へと導いた。浴衣の薄布越しに、雅弥の手のひらが羽毛のような柔らかさを感じ取る。雅弥の手が柔らかいものを包んでいるのか、柔らかいものが雅弥の手を包んでいるのか……。

  「私の鼓動がわかりますか？　雅弥さんと二人きりになって、こんなにも胸が高鳴っているのがわかりますか？」

  　囁ささやきながら、玉緒がかすかに頬ほおを紅潮させる。だが、ここまでされても雅弥には彼女の胸の鼓動がよくわからなかった。なぜなら、玉緒以上に自分の胸が激しく高鳴っていたから。


  [image: ]


  「雅弥さんは、私のことがお嫌いですか？」

  　濡ぬれた瞳ひとみで問いかけられて、雅弥は無言で首を振る。

  「では、私のことは」

  　玉緒の吐息が近づいてくる。彼女の甘い囁ささやきを聞きながら、雅弥は玉緒の胸に手を当てたまま息を吸い込み……。

  「俺は」

  　ゴクリと唾つばを飲み込み、雅弥はついに肝心の台詞せりふを口にする。

  「俺はずっと会長のことを」

  「こんにちは～！」

  　ばーん！　突然、生徒会室の扉が勢いよく開かれた。

  　石化する雅弥をよそに、どかどかと足音をたてて数人のスタッフが室内に乱入する。テレビカメラと一緒に現れた制服姿の女の子は、右手にマイクを持って、左腕につけた「歌劇学園放送部」と書かれた腕章をこれ見よがしに掲げて見せた。

  「おっとぉ！　これはとんでもない現場に遭遇してしまったかも～！」

  　とても背の低い、一見すると小学生かと見間違いそうなほど小柄な腕章少女が、会長の豊かな胸を鷲わし掴づかみにしている破は廉れん恥ちな副会長を指さしながら、カメラ目線で訴える。

  「人けのない放課後の生徒会室！　密室で繰り広げられる情事！　会長の愛の告白に、クールな副会長は何と答えるのか！　さあ、カメラのことは気にせず続きをどうぞ！」

  　腕章少女が振り返ったとき、雅弥は四つんばいの体勢で地面に突っ伏していた。

  　起き上がる気力のない雅弥を見て、腕章少女は満面の笑顔でカメラ目線。

  「というわけで、『学園カゲキ！』放送部どっきり企画、加賀雅弥編をお送りしました！　大・成・功！」

  　腕章少女がカメラに向かって勝利のブイサイン。

  　その裏で、雅弥は屈辱に床を舐なめながら息も絶え絶えに言葉を絞り出す。

  「どうりで、こんなことをするなんて会長らしくないと思ったんです」

  「申し訳ありません。私は気が進まなかったのですが、どうしても断りきれなくて」

  　落ち込む雅弥を見て、玉緒がしょんぼりと肩を竦すくめる。

  　なぜだろうか。玉緒が暗い顔をしていると、こちらが罪悪感を覚えてしまう。だからつい、雅弥は会長を甘やかすように言ってしまった。

  「会長が気に病む必要はありません。与えられた仕事を確実にこなすのは、歌劇学園の生徒ならば当然の行為です。悪いのは会長ではない。こんな悪趣味な企画を考えた人間だ。まったく、いったい誰だれがこんなどっきり企画を提案したのか」

  「三年Ａ組の水み無な月づき杏きよう子こさんですよ」

  「あいつか」

  　先輩をあいつ呼ばわりして、いつも冷静な雅弥が珍しく怒りの炎を瞳ひとみに宿す。

  　そんな怒れる雅弥の肩にそっと手を置いて、玉緒は彼女らしい慈愛に満ちた声で囁ささやいた。

  「でも、どうかこれだけは信じてください。私は本当に雅弥さんのことが大好きですから」

  「俺は会長のそばに一年近くいますが、いまだに貴方あなたという人がよくわかりません」

  　そう簡単に誤魔化されてなるものかと、冷めた眼まな差ざしを向ける雅弥。そんな彼の頭を優しく撫なでながら、今の発言が皮肉だと気づかない玉緒は愛に満ちた笑顔でつぶやいた。

  「そうですね。他人を理解するのは容易ではありません。人は、自分自身だって理解できない生き物なのですから」

  

  　三年Ａ組出席番号二十三番、歌劇学園第十代生徒会長、由井玉緒。

  「慈愛の人」「癒やしの生徒会長」「歌劇学園最後の良心」……多種多様な異名を持つ彼女は、歌劇学園でもっとも多くの生徒に愛されている女性だった。



  


  第一幕　月曜日

  

  「ところで、生徒会長ってどういう人なんですか？」

  　十一月に入ったばかりのとある月曜日。多くの生徒たちで賑にぎわう学生食堂で、冴さえない顔をした少年が、何の前置きもなくそんな質問を口にした。

  　美人の生徒会長に興味津々な彼の名は、二年Ａ組出席番号一番「会あい澤ざわ拓たく海み」。私立歌劇学園に通う極めて平凡な男子生徒である。

  　どのくらい平凡かというと、美男美女揃ぞろいで有名な歌劇学園にあって「優しそう」以外に褒ほめるポイントが見つからない容姿であり、自己主張の激しい歌劇学園にあって「言われなければ何もしない」という消極的な姿勢を貫き、個性を磨く場である歌劇学園にあって「あんまり目立ちたくないなぁ」と平然と言い放ち、周囲から「心配しなくても目立ってないよ」と太鼓判を押されるほど存在感の薄い男であった。

  　そんな優しいだけが取り得の少年が、珍しく年上の女性に興味を示したことに、質問された黒髪の女子生徒は驚きを隠し切れない。黒髪の少女は真正面に座る拓海をまじまじと見て、それから彼の隣に座っているショートカットの美少女をまじまじと見て、ニヤリと不敵に微ほほ笑えんだ。

  「拓海が女子を気にするなんて珍しいね。ひょっとして玉たま緒おに惚ほれた？」

  「げほっ、げほっ」

  　斜はす向むかいに座っていたショートカットの美少女が、黒髪少女の歯に衣きぬ着きせぬ物言いにむせ返る。

  　ボーイッシュを絵に書いたような短髪少女の名は、二年Ａ組出席番号十番「橘たちばな九く月がつ」。陸上をこよなく愛するスポーツウーマンであり、拓海とは相思相愛を公言して憚はばからない恋人同士である。

  　そんな熱愛関係にあるはずの彼氏が、ほかの女に興味を示している。見過ごせない現実に九月は咳せき込みながら拓海を睨にらみつけた。可愛かわいい恋人に睨まれて、拓海は大慌てで首を振る。

  「違うよ！　雅弥が『俺には会長がよくわからない』って嘆いていたから。あの雅弥がそこまで言うなんてどんな人なのかと思って」

  　クラスメイトであり親友でもあるクールな生徒会副会長を引き合いに出して、拓海は必死に無実をアピールする。彼の釈明に納得したのか、ようやく咳せきが収まった九月は改めて黒髪の少女に目を向けた。

  「雅弥がそこまで言うなんて、会長ってそんなにとんでもない変人なんですか？」

  「九月はもうちょっとオブラートに包む表現を覚えたほうがいいと思う」

  　苦笑いしながら黒髪の少女が応じる。昼食に使うフォークで空中に円を描きながら、彼女は謎なぞの美人生徒会長について舌も滑らかに語りはじめた。

  「玉緒の噂うわさなら二人も聞いたことぐらいあるでしょ。一言で言って噂どおりの人物だよ」

  　嬉き々きとして語る黒髪少女の名は、三年Ａ組出席番号十八番「水み無な月づき杏きよう子こ」。九月たちより一年先輩であり、「学園屈指の美少女」と称されるほど美麗な容姿の持ち主である。

  　が、細かいことには拘こだわらない大おお雑ざつ把ぱな性分で、他人のあられもない噂話を学校中に広めるのが三度の飯より大好きという、とても残念な性格の持ち主でもあった。ちなみに友人は多いが恋人はいない。重ね重ね残念である。

  「玉緒は誰だれにでも優しくて、いつでも慈いつくしみの笑顔を忘れず、常に愛情を持って人に接するような、生まれついての善人なのよ。この学校で玉緒ほどの良識人はほかにいないね。うん」

  　それは会長に良識があるという意味か。それとも会長以外はみんな非常識という意味か。

  　大勢の生徒で賑にぎわう昼休みの学食で、拓海、九月、杏子の三人はテーブルを囲んで賑やかに雑談を交わしていた。これに、この場にはいないピンクの怪獣を含めた計四名が、二年Ａ組が主催するテレビドラマ「きぐるみん」の主要メンバーである。

  「玉緒ほど誰からも愛されている人間を、私はほかに知らないね」

  　玉緒とはクラスメイトでもある杏子が、善良な生徒会長を手放しで褒め称たたえる。杏子の率直な見解を聞いた九月は素直に感心した。

  「杏子先輩が一言も悪口を言わないなんて、玉緒先輩ってよほどの善人なんですね」

  「……なんか引っかかるのよね」

  　遠回しに違う意味を訴えられている気がして、どうにも釈然としない杏子だった。

  「でも、雅弥が玉緒のことを『わからない』って言いたくなる気持ちもわからなくはないけどね」

  　一転して苦々しい顔つきで、杏子が謎なぞ多き生徒会長について新たな事実を語り出す。学園きっての善人である生徒会長に、果たしてどのような秘密が隠されているのか。

  「ここだけの話だけど、玉緒の善人面って実は全部演技だと思うのよね」

  「つまり、善人のふりをしているってことですか？」

  　拓海の言葉に頷うなずくと、杏子は人差し指を突き立てて訳知り顔で語りはじめた。杏子が「玉緒は善人のふりをしている」と確信する、その根拠とは！

  「だって玉緒は京都出身なのよ。表向きは人がよさそうなふりをして、腹の中で打算が渦巻いているのは京都人の特徴でしょ。むかしからよく言うじゃない、京都の人間は腹黒いって」

  「言いませんよ。どうしてそんなに京都を敵に回したいんですか」

  　拓海に真っ向から否定されて、杏子は「ちっちっちっ」と舌を鳴らしながら人差し指を左右に振る。

  「わかってないね。だいたい美人で性格もいいなんて、そんな完かん璧ぺき超人いるわけないっつーの」

  「単なる妬ねたみにしか聞こえませんが」

  「あるいは負け惜しみとか」

  　核心を突く拓海と九月のＷツッコミを、杏子は余裕の笑みで受け流す。独自の論理展開で「玉緒腹黒説」を唱える杏子へ、しかし拓海は真剣な面持ちで反論した。

  「そう言う杏子先輩だって、美人で皆から好かれているじゃないですか。綺き麗れいで性格もいい人なんてたくさんいますよ」

  　貶けなされることには慣れていても、褒ほめられることには免疫のない杏子。後輩から真顔で持ち上げられて、柄にもなく赤面してしまう。

  「な、なに恥ずかしいこと言ってくれちゃってるの。まいったなぁ、もう。そりゃ私は確かに美人だけど、こう見えて性格は最悪なんだから」

  「美人で性格が悪いって一番ダメな組み合わせですよね」

  　九月のツッコミに、顔を洗うネコよろしく両手を丸めて目元を隠す杏子。恥ずかしがっているはずなのに、ふざけているようにも見えるのがいかにもいい加減な杏子らしい。

  　にゃんにゃんと両手を動かして照れる杏子を見ながら、九月は吐息交じりにつぶやいた。

  「どうして杏子先輩って、こんなひねくれた態度ばっかりするのかな」

  「そこが杏子さんの可愛かわいいところですよ」

  　どこからか声が聞こえて、九月はすぐさま周囲に目を配る。ようやく見つけた声の主は、杏子の背後に立ってにこやかに微ほほ笑えんでいた。

  「初めまして、由よし井い玉緒と申します。いつも杏子がご迷惑をおかけしています」

  　噂うわさをすれば影。突如現れた美び貌ぼうの生徒会長が優雅に頭を下げる。背後からの声を聞いて、杏子はネコパンチで顔を隠したまま「え？」とつぶやいた。

  　固まっている杏子の肩に、玉緒がそっと手を添える。びくんと杏子の体が震えて、彼女はネコパンチを構えたまま、恐る恐る背後の美女を振り返った。

  「た、玉緒？」

  「はい」

  「……どのへんから話聞いてた？」

  「そうですね。京都の人間は腹黒い、あたりからです」

  　にっこり。

  「……最初からじゃん……」

  　背中を丸めながらネコパンチで懸命に顔を隠す杏子。そんな恥ずかしがり屋な友人の手首を、玉緒はしっかりと握り締める。

  「では杏子さん。参りましょうか」

  「ま、参るって、どこへ？」

  「まあ、忘れてしまわれたのですか？　今日は昼休みに番組の打ち合わせをする約束です。なのにいつまでも姿を見せないから、私が捜しに来たのですよ」

  「ソウイエバソウデシタ……」

  　渋々といった面持ちで、杏子は昼食もそこそこに席を立つ。呆ぼう然ぜんとする拓海と九月に「ゴメンネ」と両手を合わせて、杏子はそのまま、笑顔の玉緒に引きずられるようにして学食を去って行った。

  「あの杏子先輩が手も足も出ないなんて、さすが歌劇学園の生徒会長は一味違うわね」

  　九月がつぶやいて、まったくもって同感の拓海は力強く頷うなずいた。
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  「ヒゲ仙人！　ヒゲせんに～ん！」

  　ＣＧで作られたカラフルな部屋で、膝ひざ丈たけのワンピースを着た女の子が両手を口元に当てて叫んでいる。長い髪を左右に垂らした、桃色のリボンがトレードマークの女の子「ユズ」は、番組進行役である老人の名を大声で連呼していた。

  　ひゅううう。風切り音とともに雲に乗って登場したのは、禿はげ上がった頭と、体の下半分を覆い尽くす真っ白なヒゲが印象的な二頭身の老人。アニメーションで描かれた老人の名は「ヒゲ仙人」。夕方に放送されている五分間番組、「なるほどかげき」の名物進行役である。

  「なんじゃ、ユズ。またわからないことがあるのか？」

  「うん！　教えてヒゲ仙人！」

  　五分間番組「なるほどかげき」は、質問者であるユズと物知りなヒゲ仙人の掛け合いによって、様々な知識を視聴者に提供する情報番組である。

  「私が暮らしている『歌劇市』について、教えてヒゲ仙人！」

  「ほほう、歌劇市について知りたいのか。自分の町を知るのは良いことじゃ。よかろう、今日は歌劇市の歴史について教えてしんぜよう。ひげひげほげほげあんじゃらホイ！」

  　ヒゲ仙人が怪しさ満点の呪じゆ文もんを唱えると、空から四角い何かが降ってきた。ＣＧ部屋の中央に落下してきたのは、一枚の巨大な顔写真。ロマンスグレーの髪と威圧的な目つきが特徴的な壮年男性の顔写真を見て、ユズがわざとらしく声を上げる。

  「あ、この人知ってる！　安やす原はら慎しん一いち知事だ！」

  「その通り。この安原氏が、歌劇市をはじめとする『ＫＡＧＥＫＩプロジェクト』の発案者じゃ。言わば歌劇市の生みの親じゃな」

  「たしか安原知事って元俳優なんだよね？」

  「よく知っておるのぉ。俳優から政治家に転身した安原氏は、何歳になっても映画を愛する心を忘れなかった。そこで彼は、斜陽産業とまでいわれていた日本映画界の復権を目指して一大プロジェクトを……」

  「しゃよう、ってなーに？」

  「辞書を引きなさい」

  　本筋に関係ない話には冷たいヒゲ仙人だった。

  「知っての通り、歌劇市は日本でもほかに類を見ない、ドラマ・映画の製作に特化した町じゃ。歌劇市では事前に簡単な申請をしておけば、どこでも好きな場所で自由に撮影が行える。その便利さから、今では日本で製作されるドラマの半数以上が歌劇市で撮影されるようになったのじゃ」

  「すごーい！　だから歌劇市は、あっという間に大都市になれたんだね」

  「ところが、歌劇市も軌道に乗るまでは苦難の連続だったんじゃよ」

  　ヒゲ仙人の体がカクカクと不自然に揺れて、画面中央にあった安原知事の写真が裏返った。変わって映し出されたのは、閑散とした商店街の街並み。

  「世間では少子高齢化が叫ばれはじめ、過疎化に悩む村は『どうにかして若者を村に呼び戻したい』と躍起になっておった。そんな村々に安原氏は声をかけたのじゃ。ＫＡＧＥＫＩプロジェクトに参加すれば、町は活性化されて若者がどんどん集まってくると。安原氏に賛同した町村は、間もなく合併されて一つの町になった。それが『歌劇市』の始まりじゃ」

  「つまり、知事は甘い言葉を囁ささやいて、騙だまして土地を奪い取ったんだね！」

  「ところが、プロジェクトを実現するには、町全体を一から作り変えるほどの大規模工事が必要じゃった。その予算額は安原氏の想像を遥はるかに超え、そこに景観やプライバシー保護を訴える住民らの反対運動が重なって、計画は一時中断を余儀なくされたのじゃ」

  「作っておいて『見通しが甘かった』って言い出すなんて、政治家は無責任だよね！」

  「映画やドラマを誘致するも思うように収益は得られず、結局、歌劇市がＣＳ放送に参入するまでの数年間、市の財政はずっと赤字続きのままだったのじゃ」

  「でも、そんな失敗したテーマパークみたいに悲惨な町が、どうして人口二十万人もの大都市になれたの？」

  「うむ。それには大きく分けて二つの理由がある。一つ目は、二○○○年初頭に始まった構造改革の影響じゃ」

  　ヒゲ仙人の体がカクカクと揺れて、今度は「構造改革特別区域」と太字で書かれたテロップが画面下に出現した。

  「構造改革特別区域。通称『特区』。簡単に言うと、限定した地域でのみ特定の事業を支援する制度じゃな」

  「うーんと……よくわかんない」

  「つまり、今まではいろんな法律や条例によって制限されていた仕事を、特区の中では好き勝手にやっていいと国が認めたのじゃ」

  　ものすごく語弊のある説明を交えながら、ヒゲ仙人がカクカクと体を揺らす。直後にテロップが画面の上へと移動して、新たな単語が下から上へと流れていった。「農業特区」「医療特区」「リサイクル特区」「ＩＴ特区」「カブトムシ特区」……。

  「この時代、日本中では様々な特区が生まれては消えていった。法律や税制面で優遇されたこれらの事業は、あるものは成功して町興しに繋つながり、あるものは失敗して多額の借金を町に残したのじゃ」

  「わかった！　歌劇市もその特区になったんだね！」

  「その通り。放送芸術特区として国に認められた歌劇市は、それまで以上に自由に、そして大きなスケールで街づくりを推進できるようになった。特区となったことで、場所、時間、さらには法律的な問題までも超越した撮影が可能となり、『歌劇市でも作れる』から『歌劇市でなければ作れない』と放送事業者に認知されるようになったのじゃ」

  「事業のために法律を捻ねじ曲げるなんて、権力者はやることが違うね！」

  「折りしも世間は市町村合併ブーム。特区化の成功で波に乗った安原氏は、歌劇市の潤じゆん沢たくな資金を背景に、周辺の町や村を次々と吸収合併していったのじゃ」

  「金の力で言うことを聞かせるなんて、ワンマン知事の本領発揮だね！」

  「……ユズはさっきから安原氏にやたらと厳しいのう。何か恨みでもあるのかの？」

  「ううん。私は安原知事のこと、だーい好きだよ！」

  　両手を頭上で大きく広げて、幼い少女がやり手の知事を賞賛する。頭に巨大な玉の汗を浮かべたヒゲ仙人は、「まあ、よいわ」とつぶやいて、すぐに話を戻した。

  「こうして巨大都市となった歌劇市は、文字通り『どんな映画でも撮影できる』だけの規模と権限を持つようになった。なかでも、歌劇市のシンボルともいえる有名な施設が……」

  「歌劇学園！」

  　ユズの叫びに呼応するようにヒゲ仙人の体がカクカクと動いて、テロップが裏返る。次に表示されたのは、学校の外観を撮影したカラー写真。写真の下には白抜きの文字で「歌劇学園」と記されていた。

  「この歌劇学園こそが、歌劇市が成功したもう一つの理由じゃ。市が出資しているＣＳ専門チャンネル――『ＫＡＧＥＫＩチャンネル』が成功を収めたのは、ひとえに歌劇学園が製作したテレビ番組が大人気となったからじゃ。その番組の名が」

  「学園カゲキ！」

  　スカートが捲まくれるのも気にせず、ユズが小さな体でぴょんぴょんと飛び跳ねる。

  「知ってるよ！　『学園カゲキ！』は歌劇学園の生徒を主人公にした学園ドラマを放送してるんだよね。私も毎週欠かさず見てるもん！」

  「『学園カゲキ！』からは数多くのスターが輩出され、いつしか歌劇学園は未来の大スターを目指す若者たちの聖地となったのじゃ」

  「毎年たくさんの人が歌劇学園を受験してるんだよね」

  「うむ。今年の競争率は過去最高の十二・五倍。この狭き門を突破した歌劇学園の生徒は、まさしくスターの卵たちじゃ！」

  「すごーい！　もっと歌劇学園のことを教えて！」

  「よかろう……と言いたいところじゃが、そろそろ時間じゃの。今日の話はここまでじゃ」

  「えーっ」

  「そうかそうか。では次回は歌劇学園の歴史について、もっと詳しく教えようかの」

  「わーい！」

  　大おお袈げ裟さに喜びながら、ユズが両手を上げてぴょんぴょんと跳ね回る。と同時に、スタッフロールが画面下を右から左へと流れはじめた。

  「それではまた次回、会おうかの」

  　ヒゲ仙人がカクカクとした動きで挨あい拶さつをして、ユズが元気一杯に視聴者へと手を振る。スタッフロールが一通り表示された後、画面右下に短い一文が表示された。

  『つづく』
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  （あのユズが、まさか俺よりも年上だったとは）

  　生徒会副会長である加賀雅弥は、「シークレットブーツ」と殴り書きされた木製みかん箱の上に立っている少女を眺めながら、一昨年放送された「なるほどかげき」の内容を思い出していた。

  　昨年、とある企画で「歌劇学園に詳しい新入生」という役柄を与えられた雅弥は、歌劇市について勉強するため「なるほどかげき」という情報番組を、それこそ穴が開くほど繰り返し視聴したのだが……。

  （何度見ても俺より年上とは思えないな）

  　雅弥の目に映るのは、身長一四○センチ弱の愛らしい女の子。華きや奢しやで小柄な体形は小学生と言われても遜そん色しよくがなく、実際、歌劇学園の制服を着ていなければ誰だれも高校生とは思わないだろう。髪を左右に分けてピンク色のリボンで結んだ幼顔の少女は、しかし紛れもなく雅弥より年上の十八歳、高校三年生だった。

  「それじゃ、歌劇学園放送部の新しい企画について説明するね♥」

  　シークレットブーツ兼みかん箱の上にすっくと立って、童顔にもほどがある十八歳が愛らしく会議の開始を宣言する。頭のリボンを揺らしながら「えっへん」と胸を張る幼女の名は、歌劇学園放送部副部長、三年Ｄ組出席番号二十番「安やす原はら柚ゆず雪き」。

  　雅弥を含めた数名の学生は、柚雪の呼びかけに応じて校内の進路指導室に集結していた。不吉な名前を持つこの部屋は、憂ゆう鬱うつな呼称とは裏腹に、放送部が打ち合わせの場として利用することでも知られている。

  　放送部を代表して場を仕切っていた柚雪が、遠い過去に思いを馳はせるように、みかん箱の上で虚空を見上げる。

  「事の起こりは一年前。とある番組が日本中で一大ムーブメントを巻き起こしたところから始まります。その大人気番組の名は、ＢＳカゲキ！」

  　柚雪が語る「ＢＳカゲキ」とは、昨年放送された人気テレビ番組の略称である。

  　歌劇市が出資しているＣＳ放送チャンネル――「ＫＡＧＥＫＩチャンネル」から全国へと発信されたＢＳカゲキは、チャンネル内の歴代最高視聴率を叩たたき出すほどの怪物番組となった。その人気は凄すさまじく、同番組の主人公だった「会澤拓海」は、一気に次代のスター最有力候補へとのし上がったほどである。本人がそれを望んでいたかは別にして。

  「でも、ＢＳカゲキは内容がすっごく過激だったから、視聴者の反発も激しかったんだよね。特に一番問題視されたのが――」

  　柚雪はチョークを掴つかむと、「う～～～ん」と唸うなりながらみかん箱の上で背伸びをして、黒板の上のほうに文字を書きはじめた。会議参加者は一様に「無理しないで低いところに書けばいいのに」と思ったが、そのような妥協は柚雪のプライドが許さないらしい。

  　カツ、カツ、カツ。チョークの音が黒板に響き、白い線の組み合わせは、やがて一つの文章を作り上げる。

  『拓海がかわいそう』

  「これが最終回間際になって山のように寄せられた、視聴者からの意見ですっ！」

  　持っていたチョークを黒板に叩たたきつけて、会澤拓海が憐あわれな生き物であると強調する柚雪。

  　事実、ＢＳカゲキが終盤に悲劇的な展開を見せたことで、主人公である拓海に同情的な意見が多数寄せられた時期があった。その反動で、拓海を苦しめていた他の番組出演者は軒並み好感度が急降下する憂き目にあったほどである。

  　特にＢＳカゲキの監督でもあった教師の有あり坂さか古こ都と乃のには、一時期ファンレターの文面の九割が抗議と脅迫と「死ね」で埋め尽くされていたという伝説までもが残されている。

  「そこで私たち歌劇学園放送部は考えまっした！」

  　不自然な場所に「っ」を入れながら、チビッコ放送部員は黒板に平手を叩きつける。

  「会澤拓海を苦しめたＢＳカゲキ関係者にどっきりを仕掛けて、その無様な姿を全国に晒さらしちゃえば、ＢＳカゲキに不満を持っていた視聴者は大喜びするはずわっしょい！　その名も『ＢＳカゲキリベンジ』！　これが今回のどっきり企画の骨子ですっ！」

  　わっしょいって何だ？　疑問に思う雅弥をよそに、チビッコの熱弁を聞いた関係者の間からまばらな拍手が湧わき起こる。ぱち、ぱち、ぱち。

  　今現在、進路指導室で柚雪の話を聞いているのは、放送部の男子二名、放送部とは無関係なはずなのに当然のような顔で座っている水無月杏子、そしてどっきり被害者である加賀雅弥と、もう一人……。

  　雅弥が流し目で横を見ると、そこには笑顔で拍手を送る生徒会長・由井玉緒の姿があった。

  　まばらな拍手に頷うなずきながら、日本語がいまいち下手な放送部員・柚雪は再びチョークを手に取り、木箱の上で爪つま先さき立だちになる。背伸びした柚雪の足がぷるぷると震えているのを、雅弥は決して見逃さない。

  「俺が代わりに書きましょうか？」

  　背の高い黒板に四苦八苦する柚雪を見かねて、雅弥が親切に声をかける。手助けを申し込まれた柚雪は、木箱の上で振り返ると、いきなり両目を吊つり上げて雅弥に食ってかかった。

  「これは私の仕事なのっ！　私と黒板の一対一の勝負なのっ！　邪魔しちゃやだっ！」

  　みかん箱の上でじたばたと両手を振って、柚雪は近づく雅弥を追い払う。

  （……駄々っ子？）

  　子供のように駄々をこねる上級生を見て、雅弥はかける言葉が見つからない。柚雪はぴょんと木箱を飛び降りると、自分より遥はるかに背の高い雅弥の背中を押して、座席へと強引に追い返した。

  　力ずくで邪魔者を排除した柚雪が、「ふんっ」と鼻息も荒くみかん箱によじ登る。唖あ然ぜんとする雅弥が見守る前で、柚雪と黒板、一対一の勝負は再開された。

  「今回の『ＢＳカゲキリベンジ』では、三人にどっきりを仕掛けるからね。最初のターゲットである加賀雅弥の醜態はすでに収録ずみ。残るターゲット二人を騙だまし終わったら、すみやかに全国放送して晒さらし者にしちゃうからね」

  　爪つま先さき立だちでぷるぷると両足を震わせつつ、日本語の下手な柚雪が黒板に新たな文字を書き上げる。彼女が黒板に記したのは、どっきりのターゲットとなる三人の名前だった。

  　①加賀雅弥

  　②有坂古都乃

  　③橘九月

  　チョークを置いた柚雪が、ぱんぱんと手を叩たたいて指についた粉を払い落とす。振り返った彼女の表情は、高い位置に文字を書き切った満足感で満たされていた。雅弥のような背の高い人間には、背の低い柚雪の達成感がいかんとも理解し難いが。

  「この三名に順次どっきりを仕掛けますですよ～。それと、最初の犠牲者になったまーくんには後の二人を騙す手伝いをしてもらうから。よろしくね♥」

  「まーくんとは俺のことですか？」

  　勝手に仇あだ名なをつけられて、雅弥が仏頂面のまま言葉を返す。直後、柚雪に「もちろん♥」と無邪気に答えられて、雅弥は反論する気力も失うせてしまった。

  　一通り説明を終えた柚雪は「以上でぇす」と締め括くくって、小さな頭をペコリと下げた。発表を終えて安心したのか、気の抜けた表情で柚雪は最後に一言付け加える。

  「それから、企画発案者である水無月杏子に放送部を代表して感謝します。杏子！　面白い企画を提案してくれてありがと～」

  　お前が諸悪の根源か。

  　雅弥が怨おん念ねんのこもった視線を向けるが、杏子は素知らぬ顔で、なぜか選挙前の政治家のごとく「どーもどーも」と周囲に愛想を振り撒まいていた。「厚こう顔がん無む恥ち」という単語が雅弥の脳内をリフレイン。

  「それじゃ、みんなで古都乃ちゃんを騙す作戦を考えよっか」

  「ほえほえ」という擬音を頭上に浮かべつつ、チビッコ放送部員がみかん箱から飛び降りる。

  「次のターゲットは古都乃ちゃんだけど、どんなどっきりを仕掛けたらいいカナ？　アイデアのある人、手をあげて～」

  　なぜか「カナ」だけカタコトの柚雪が、明るく意見を募集する。そんな童顔十八歳の呼びかけに応えたのは、意外にも雅弥だった。

  「柚雪先輩に質問があります」

  「なーにー？」

  　頭上に「ほえほえ」という擬音を浮かべながら、愛くるしい笑顔で首を傾かしげる柚雪。こんな十八歳の愛らしさにマニアックなファンは興奮するというから、世の中は侮れない。

  　雅弥は一瞬言葉に詰まってから、気を取り直して話を続けた。

  「古都乃先生を騙だます役は、いったい誰だれが担当するのですか？」

  　雅弥の素朴な疑問に、柚雪はテーブルに両手を投げ出しながら目をぱちくりさせる。

  「それはこれから決めるつもりだけど。どうしてそんなこと聞くのカナ？」

  「俺は幼い頃ころから空手をやっていて、今でも歌劇市内にある道場に通っています」

  　いきなり関係のない話が始まって、その場にいた全員が一斉に雅弥へと注目する。視線を一身に集めて、雅弥は無表情のまま話を続けた。

  「その道場には古都乃先生も通っていて、毎日キックボクシングのトレーニングに励んでいます。本人はプロポーションを維持するためだと言っていますが、道場のオーナーが『俺と一緒に世界を獲とらないか』と熱心に口説いているのを先日目撃しました。そんな古都乃先生を怒らせた人は、きっと大変なことになるでしょう。それで、誰が古都乃先生を騙すのですか？」

  　しーん。水を打ったように静まり返る進路指導室。放送部新企画「ＢＳカゲキリベンジ」、さっそく頓とん挫ざの危機であった。

  「くっくっくっ、その程度で怯ひるむとは不ふ甲が斐いないやつらだぜ」

  　どこからともなく男の声が聞こえてきて、柚雪たちは一斉に周囲を見回す。やおら部屋の入り口が勢いよく開かれて、一人の男子生徒が姿を現した。

  「話はすべて物陰で盗み聞きさせてもらった！　古都乃先生を騙す役目は、この俺、二年Ａ組出席番号四番、唐から木き亘わたるに任せてもらおうか！」

  「……」

  「なんだ加賀、その憐あわれな生き物でも見るような目は！　言いたいことがあるならはっきり言ってみろ！」

  「いや、すまない。何となくオチが見えた気がしたものだから」

  「オチって言うな！」

  　ムキになって叫ぶ彼こそ、（自称）未来の大スターであり、（自称）加賀雅弥の永遠のライバルでもある童顔の美少年、唐木亘。

  　小柄ながらも愛あい嬌きようのある顔立ちと、バイタリティ溢あふれる行動力で固定ファンを持つ彼は、人呼んで「不幸に魅入られた男」。やることなすことすべてが裏目に出る性分で、これまで余計なことに首を突っ込んでは散々痛い目にあっている。そんな苦難の歴史があるにもかかわらず、懲りずにチャレンジを繰り返す彼こそ、学園一のポジティブシンキングの持ち主だった。

  「古都乃先生へのどっきりは俺に任せろ！　必ず成功させて、加賀雅弥よりも俺のほうが人を騙す能力に長たけていると世間に知らしめてやるぜ！」

  「そんな才能を世間に知らしめて嬉うれしいのか？」

  　雅弥が冷静に尋ねるが、残念ながら自分の世界に浸っている亘の耳には届かなかった。

  　そんな白けた空気が漂う中、唯一温かい拍手で亘を迎え入れたのは、生徒会長の由井玉緒だった。

  「誰だれもが嫌がる役目に率先して挑戦するその姿勢、とてもご立派だと思います。ですが、古都乃先生を騙だます役目には危険が伴うのも事実。それを部外者である貴方あなたに強要するわけには……」

  「か、会長が俺の心配をしてくれるなんて、感激です！　任せてください会長！　会長が喜んでくれるなら、俺は地雷原でスキップだってしてみせる！」

  「そうですか。そこまでの覚悟があるのならば、私からはもう何も言いません。頑張ってください。私は貴方を応援しています」

  「任せてください！」

  　憧あこがれの美人生徒会長に応援されて、有頂天になった亘は親指で力強く自分を指さした。己の名誉のため、何より玉緒の期待に応えるため、亘は高らかに宣言する。

  「見ていてください！　会長のために、必ずや古都乃先生を騙してご覧に入れます！」

  　気合いに満ちた後輩を死地へと送り出して、玉緒は笑顔で拍手をしながら……そっと雅弥に耳打ちした。

  「ところで、あの騒がしい方は誰なのですか？」

  　一人で浮かれている亘を見て、同情せずにはいられない雅弥だった。

  

  　風に吹かれて、イチョウの葉がヒラヒラと地面に舞い落ちる。

  「秋だねぇ」

  　夕ゆう闇やみに染まる森の奥深く。宙を舞う黄色い落ち葉を見上げながら、制服姿の水無月杏子は感慨深げにため息をついていた。

  　木枯らしに踊るイチョウの葉。夕暮れの空を見上げて黒髪をなびかせる美少女。その組み合わせは美しい調和を生み、まさしく絵になる景色を作り上げていたが……。

  「杏子先輩。今度は何を企たくらんでるんですか？」

  　物憂げに空を見上げていた先輩へ、防寒具を着込んだ拓海が声をかけた。「物思いに耽ふけっている」を「悪巧みをしている」と受け取られて、杏子は目つきも悪く後輩を睨にらみつける。

  「あのねえ、秋の夜長に美少女がため息をついてるんだよ。恋に悩んでるのかな、ぐらい思わないわけ？」

  「杏子先輩に限ってそれはないでしょう」

  　正直者の後輩に即答されて、杏子の目が不機嫌そうに吊つり上がる。

  　大きなため息をつきながら杏子が正面を向くと、そこでは木造二階建ての古い建物が、撮影用の照明機材によって青白くライトアップされていた。

  　黒髪の美少女・水無月杏子がいる場所は、学園の敷地内にある雑木林の真っただ中。夏は緑が生い茂り、秋は紅葉で埋め尽くされるこの地に隠された木造の建物は、学園七不思議にも数えられている有名な心霊スポット。

  　その名も、歌劇学園旧校舎。

  　歌劇学園の偉い人が「学園ドラマには寂れた旧校舎が付き物だ」と言ったために建てられたという曰いわく付きの木造校舎は、山奥で人知れず荒廃していた廃屋をわざわざ学校の敷地内に運び込んで「旧校舎っぽく」改築したという逸品である。

  　ここ歌劇学園では、連日様々なドラマの撮影が行われている。この日も、怪獣の着ぐるみを着た女子高生が活躍するテレビドラマ「きぐるみん」の撮影が、心霊現象が似合う夜の旧校舎で行われる手て筈はずとなっていた。

  　ちなみに本日撮影に参加するのは、ドラマの準主役である会澤拓海。レギュラー出演者である橘九月と水無月杏子。そして主役の怪獣役を務める赤あか城ぎ逢あ由ゆ……なのだが、

  「逢由、遅いね」

  　不気味にライトアップされた旧校舎を見上げながら、出演者の一人である九月がつぶやく。どうやら怪獣の準備に手間取っているらしく、出演者たちは冷たい秋風に晒さらされながら「怪獣待ち」という理不尽な空き時間を漫然と過ごしていた。

  　ちなみに本日収録するドラマのストーリーは、

  「ひょんなことから旧校舎を探検することになったタクミたち四人。オカルト大好きなキョウコが怪談で皆を怖がらせていると、そこに本物の幽霊が現れて……」

  　という、きぐるみんらしいドタバタコメディとなっている。あらすじにある通り、今回は幽霊役としてゲスト出演する人物がいるのだが、その件については後述とする。

  「……はぁ」

  　今にも幽霊が出そうなオンボロ校舎を前にして、杏子はもはや何度目かもわからないため息を吐き出した。やたらとアンニュイな気配を漂わせている杏子へ、共演者の拓海が心配そうに声をかける。

  「杏子先輩？　さっきからため息ばかりついて、何か気になることでもあるんですか」

  「気になること？」

  　鸚おう鵡む返がえしにつぶやいて、杏子は威嚇するように拓海を睨にらみつけた。先ほどまでの物憂げな雰囲気から一変、杏子は両目を吊つり上げて金切り声で言い放つ。

  「お前だお前！　さっきから九月と二人で何やってんのよ！」

  「何って、寒いから二人でコートに包くるまって温まっているだけですけど」

  　杏子が指さす先では、厚手のロングコートを着込んだ拓海が、恋人である九月をコートの内側に入れて、密着するように抱き合っていた。肌寒い秋の夜長に、恋人である二人は一着のコートに包まって互いを温め合っている。

  「離れろ、このバカップル！」

  　杏子に罵ば倒とうされて、拓海と九月は鼻が触れ合いそうな至近距離で見つめ合う。

  「どうする、九月。杏子先輩はあんなこと言ってるけど」

  「えー、でも寒いのは嫌だな。このまま拓海のそばにいたいよ」

  「そうだね。こうしてるとあったかいもんね」

  　人目も憚はばからずラブラブオーラを振り撒まくバカップルに当てられて、杏子は奇声を上げながら喉のどを掻かき毟むしる。ムキーッ。

  「あああああイライラする！　人前でいちゃいちゃしやがって！」

  　地団駄を踏みながら怨おん念ねんじみた台詞せりふを吐く杏子。黙っていれば美少女なのに、すっかり鬼の形相である。

  　そんな恋愛と縁遠い先輩を憐あわれに思ったのか、九月は同情心を込めてつぶやいた。

  「だったら杏子先輩も入りますか？　拓海の腕の中はとっても温かいですよ」

  「入らねーよ！」

  「まあ、入りたいって言っても入れてあげませんけどね。ここは私専用なんで」

  「むかつく！　マジむかつく！」

  　ピンク色のオーラを撒き散らす九月へ、杏子は負け惜しみにしか聞こえない罵ば声せいを繰り返す。

  　拓海と九月が付き合いはじめて一年が過ぎたが、彼らのバカップルぶりは日に日に磨きがかかるばかりで、衰える気配は一向に見られなかった。そんな桃色空間に延々と付き合わされる杏子にしてみれば、落ち葉を眺めながらため息の一つもつきたくもなるというものだ。

  「世の中って不公平だわ。男友達は多いのに誰だれとも恋に発展しない私みたいなのがいるかと思えば、見ているだけで腸はらわたが煮えくり返るようないちゃいちゃラブラブバカップルも存在する。ああああ、恨めしい恨めしい。お前らの幸せを私によこせ！」

  「ただの妬ねたみにしか聞こえんな」

  　凜りんとした声が聞こえて、杏子は不満げに下唇を突き出しながら振り返る。いつからそこにいたのか、杏子の背後には白い着物を身につけた長身の美女が立っていた。

  　突如現れたこの美女こそ、歌劇学園の名物女教師・有坂古都乃。

  　その左ひだり襟えりを前に出した純白の衣装は「死に装束」と呼ばれるもので、額につけた三角巾と合わせて、古都乃が幽霊役としてドラマに参加する事実を強調していた。

  「そんなに男にモテたいのなら、もう少し色気なり愛あい嬌きようなりを振り撒いてみてはどうだ」

  「余計なお世話です」

  　恩師からのありがたいアドバイスを杏子は不機嫌な声で一いつ蹴しゆうする。もっとも、平然と男友達の家に泊まって徹夜で麻雀マージヤンに興じるような男らしさを持つ杏子に、今さら愛嬌がどうこう言われても手遅れとしか答えようがないけれど。

  「そういう古都乃先生だって独り身じゃないですか」

  「私は仕事が恋人だ」

  　堂々と言い切るキャリアウーマン古都乃。そんな違う意味で男らしい彼女を、杏子は憧あこがれと憐あわれみが混ざり合った眼まな差ざしで観察する。

  　外見は二十代後半。外国人モデルのように均整のとれた肢し体たいは、細身ながらも強い存在感を放っている。いつも頭の高い位置で結んでいる髪を、今日はストレートのロングヘアに変えて、吊り目がちの鋭い瞳ひとみでどこか遠くを眺めている。

  　その表情がどことなく不安そうに見えるのは、杏子の気のせいだろうか。

  「先生、今日は髪型が違うんですね」

  「ん？　ああ、これはカツラだ。今日の出演は急に決まった話なのだが、さすがは歌劇学園だな。頼んだら衣装やカツラがすぐに用意された」

  　なぜだろう。いつも凜りんとしている古都乃の口調が、今日はやけに弱々しく感じられる。不審に思った杏子は何気なく古都乃の視線を辿たどって、その先に見えるライトアップされた旧校舎に目を留めた。

  　――ほほう。

  　杏子の口元が邪悪に綻ほころんだ。

  「それにしても、旧校舎って何度見ても不気味な建物ですよね。今にも幽霊が出てきそうで。先生もそう思いませんか？」

  「ん？　あ、ああ、そうだな。それにしても撮影はまだ始まらないのか」

  　古都乃がそわそわと視線を泳がせる。青白くライトアップされた旧校舎から目を逸そらす古都乃を見て、杏子は密ひそかにほくそ笑んだ。

  　有坂古都乃は幽霊が苦手。

  　それは、ＢＳカゲキリベンジの企画会議で話題に上った古都乃の弱点だった。正直に言って、杏子は今の今まで半信半疑だったのだが……。

  「古都乃せんせぇ」

  「ん。なんだ、きゃ―――っ！」

  　振り返った古都乃が、下から懐中電灯で照らされた杏子の顔を見て、絹を裂くような悲鳴を上げる。男勝りの古都乃が女らしい悲鳴を上げたことで、調子に乗った杏子はライトアップされた顔でさらににじり寄った。

  「古都乃先生は知ってますかぁ？　昔、この辺りは墓地だったそうですよぉ。そのせいか旧校舎では幽霊が頻繁に目撃されて、今では人が寄り付かなくなったとか。いつしかこの場所は学園七不思議に数えられ――」

  「く、くだらん。だいたいこの辺りが墓地だったなどと聞いたことも……」

  「わっ！」

  「きゃ―――っ！」

  　杏子に大声で驚かされて、普段なら何事にも動じない古都乃が腰砕けになって地面に尻しり餅もちをつく。涙目になった恩師を見て、杏子の背筋をゾクゾクと快感が駆け上がった。

  「そういえば知ってますかぁ。この辺のイチョウ並木は別名『迷いの森』とも呼ばれていて、過去に何人もの生徒が行方不明になってるんですよぉ。そうして消えた生徒たちは旧校舎に魂を吸い取られ……」

  「やだやだやだ！　聞きたくない！」

  　杏子の怪談話に、古都乃は両手で耳を塞ふさいでいやんいやんと首を振る。普段の凜りんとした姿からは想像もつかない乙おと女めチックな反応に、杏子は「このギャップは萌もえる！」と喜びに打ち震えた。

  「そうそう。つい最近も、旧校舎の窓辺で二人組の人影が目撃されたんですよぉ。きっと迷いの森で死んだカップルの亡霊ですねぇ」

  「な、なななな何をバカなことを。ぼぼぼ亡霊なんて、い、いいいるわけがない」

  「あー、そっかー。古都乃先生はこれから一人で旧校舎に入ってスタンバイするんだよね。怖がらせてごめんね。幽霊の話をしていると本物が寄ってくるって言うから、せいぜい気をつけてくださいね。うふふふ」

  　杏子に脅かされて、古都乃は青い顔で地べたに座り込む。内心では「幽霊役など引き受けるのではなかった」と後悔しているに違いないが、そこは歌劇学園教師のプライドか、泣き言だけは最後まで口にしなかった。これが有坂古都乃のプロ根性。

  　そんなやせ我慢が見え見えな古都乃に、杏子は「こんなチャンスは二度とないかも」とさらなる追い討ちを決意する。ドＳ杏子は悪魔の子であった。

  「ほらほら、あんたたちも黙ってないで何か言っちゃいなよ。こんなチャンスめったにないよ」

  　黙り込んでいる拓海と九月へ、杏子がここぞとばかりに発はつ破ぱをかける。「一緒に古都乃先生をびびらせようぜ」と持ちかけられて、拓海は苦笑いしながら腕の中にいる九月を見た。

  　九月の顔は、真っ青になっていた。

  「あれ？　ひょっとして九月もオバケが苦手――」

  「そうだ！　私、手紙を出さなきゃいけないんだった！　ねえ拓海、今からポストに投函しに行くから付き合って！」

  「それはいいけど。手紙っていつも書いてるあの人に？　だったら別に撮影が終わった後でも……」

  「よし行こう！　今行こう！　すぐ行こう！」

  　なぜか大声で連呼して、拓海のコートを引っ張る九月。こうして一心同体の二人は一着のコートを共有したまま、迷いの森（イチョウ並木）の奥深くへと消えていった。

  　呆あきれ顔の杏子が見守る中、二人の声が徐々に遠ざかっていく。

  「ど、どどどうしよう、拓海。旧校舎がそんな怖いところだったなんて、私、全然知らなかったよ。オバケとか出たらどうしよう」

  「大丈夫だよ。僕がそばにいるから、九月は何も怖がらなくていいよ」

  「拓海、お願いだから、旧校舎にいる間は私の手を握っていてね」

  「わかったよ。ほら、これでいい？」

  「うん……ありがと」

  　一つのコートに包くるまったまま、男女の影がそっと寄り添う。そんな仲なか睦むつまじいバカップルを見送りながら、杏子は横を向いて「けっ」と吐き捨てた。

  「ちょっとは人目を憚はばかれ。お前らなんて、銀ぎん杏なんを踏んづけて足が臭くなってしまえ！」

  「どういう呪のろいだ、それは」

  　吐き捨てる杏子へ、ようやく立ち直った古都乃がツッコミを入れる。杏子はすぐさま振り返ると、懐中電灯で自分の顔を真下からライトアップした。

  「そういえば先生、知ってますか？　夜の旧校舎では死体が廊下を徘はい徊かいしているという噂うわさがあって……」

  「わー！　わー！」

  　耳を塞ふさぎながら奇声を上げる古都乃と、「ひひひひひ」と笑いながら相手の視界に回り込むライトアップ杏子。不毛な怪談話は、撮影が始まる直前まで続いたという。

  

  「くっくっくっ。古都乃先生よ、俺の姿を見て恐怖に泣き叫ぶがいい！」

  　人気のない旧校舎内で、闇やみに潜む影が不気味に肩を揺らしている。ボロボロの衣装を身に纏まとい、顔に土気色の特殊メイクを施して「歩く死体」になりすました彼こそ、古都乃にどっきりを仕掛けると宣言した命知らずな快男子、唐木亘であった。

  　物陰に身を潜めながら、唐木〝腐った死体〟亘はターゲットである古都乃の到着を今や遅しと待ち構える。

  「それにしてもさすがは歌劇学園だぜ。先生のキックボクシングを封じるための着物も、手間のかかる俺の特殊メイクも、あっという間に用意してくれた。準備は万全。もはや古都乃先生には、泣きながら俺に許しを乞こう以外に道は残されていない。ふはははは！」

  　ギシ、ギシ、ギシ。

  　床の軋きしむ音が聞こえてきて、亘は大慌てで口を閉じる。廊下の曲がり角に身を潜め、そっと顔を覗のぞかせると、白い着物姿の美女が遠くに見えた。

  「うう、杏子があんな話をするから……。くそっ、早く終わらせて私は帰るぞ」

  　いつもは堂々と胸を張って歩く古都乃が、今は背中を丸めて所在なげに視線をさまよわせている。初めて目にする弱気な古都乃に、ゾンビ亘は顔がニヤけるのを抑えきれない。

  （いける、今なら古都乃先生に勝てる！）

  　足音に耳を澄まして、ゾンビ亘は物陰から飛び出すタイミングを見計らう。

  「さあ、恐怖に慄おののき、泣きながら跪ひざまずいて俺に許しを乞うがいい。今こそまさに下克上のとき！」

  　近づいてくる足音に身構えて……三、二、一、今だ！　勝利を確信して、ゾンビ亘は物陰から飛び出した。

  「ぶるあぁぁぁぁ！」

  「きゃ―――っ！」

  　突如現れたゾンビを前に、古都乃が絶叫する。その女らしい嬌きよう声せいに感動を覚えながら、亘は更なる恐怖を与えようと両手を上げて古都乃に襲いかかった。

  　幽霊が出ると評判の廃校舎で、暗くら闇やみからいきなり飛び出したゾンビ男が、怪しい叫び声で威嚇しながら、両手を上げて不気味に迫り来る。その限界を超えた恐怖を前にして、古都乃の頭の中は一瞬にして真っ白になった。

  「いやああああ！　来ないでえええ！」

  　そしてハイキック一いつ閃せん。

  　強烈な一撃を側頭部に受けて、亘の体は壁へと叩たたきつけられた！　木製の壁はトランポリンのように亘の体を跳ね返し、反動で床を三回転して、廊下の反対側に叩きつけられて、ゾンビはようやく動きを止めた。

  　はあ、はあ。古都乃の荒い息遣いが暗闇にこだまする。古都乃の動きを制限するはずの着物は、襟えりが肩まではだけ、裾すそは振りぬいた足が太ふと腿ももまで露あらわになっていた。もちろん、そんなあられもない格好を気にかける余裕など今の古都乃には微み塵じんも残されていない。
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  　涙目の古都乃が、叩たたき伏せられた怪奇ゾンビ男をそっと見下ろす。……死んだか？

  「い、いたたた……」

  「ひっ」

  　ゾンビが頭を押さえながら起き上がろうとして、古都乃は恐怖のあまり息を呑のんだ。

  　限界を超えた恐怖が古都乃から理性を奪い去る。混乱した彼女は正常な判断力を失い、生存本能に従って衝動の赴おもむくままに行動を開始した。

  　すなわち、殺やられる前に殺れ！

  　ギラリ。古都乃の鋭い眼光が闇やみ夜よに怪しく輝いた。

  　夜の旧校舎に、ゾンビの悲鳴がこだまする……。

  

  「なんだ？」

  　校内を歩いていた雅弥は、どこからか聞こえてきた「トラックにひき殺されたウシガエルの断末魔の叫び」のような奇声に、思わず足を止めてしまった。

  「……気のせいだな」

  　旧校舎のほうから断続的に聞こえてくるウシガエルの断末魔の叫びをあえて無視して、雅弥は薄暗い廊下を歩き出す。日が暮れてすっかり暗くなった窓の景色を横目に見ながら、無愛想な生徒会副会長は足早に生徒会室へと歩を進めていた。

  「俺としたことが、アレを置きっぱなしにしてしまうとは」

  　独り言をつぶやきながら、雅弥は人目を避けるように足音を殺して廊下を進む。

  「誰だれかに見つかる前に回収しなくては。特に会長にだけは絶対に見られたくない」

  　蛍光灯の下を歩きながら雅弥は思い返す。先日、生徒会室でどっきりを仕掛けられたとき、持っていた手紙を咄とつ嗟さに机の下へと押し込んだことを。

  　――会長に見つかる前に、何としてもあの手紙を回収しなくては。

  　ようやく目的地である生徒会室の前へと到着した雅弥は、周囲に人ひと気けがないことを確認して、物音を立てないようそっと扉を開いた。

  　……部屋の中で、玉緒が手紙を読んでいた。

  「か、会長！」

  「あら、雅弥さん。ちょうどいいところに来てくださいました。実は生徒会室でおかしな手紙を発見したのですが、これはどういう……」

  　玉緒が言い終わるより早く、雅弥は手紙を奪い取ろうと大おお股またで彼女に歩み寄っていた。無言で迫る後輩に圧倒されたのか、問答無用で手首を掴つかまれた玉緒は、咄嗟に数歩下がって……。

  「きゃっ」

  　バランスを崩して、雅弥の体を巻き込んで背後へと倒れ込んだ。倒れた拍子に背中を床に打ち付けて、玉緒の呼吸が一瞬止まる。倒れた拍子に閉じた目をゆっくりと開くと……目前には雅弥の整った顔が迫っていた。

  　玉緒は、雅弥に組み敷かれる格好で、生徒会室の床に押し倒されていた。

  　男に手首を掴つかまれたまま、仰向けに倒れている玉緒。

  　女の手首を掴んだまま、四つんばいの格好で彼女を押さえつける雅弥。

  　人ひと気けのない夜の学校で、冷たい床に押し倒した男と、なす術すべもなく押し倒された女。両者は互いの息がかかりそうなほど間近で見つめ合ったまま、しばし微動だにしなかった。

  　常に冷れい静せい沈ちん着ちやくな美男子として有名な雅弥は、この状況下で……パニックに陥っていた。

  　どうしてこんな体勢になっているのか。なぜ自分は会長を押し倒しているのか。混乱した頭で理解できることは、目の前に玉緒の顔があって、艶のある彼女の髪が放射状に床に広がっていて、甘い香りが彼女の肌から漂っていて。

  　――玉緒の唇は、綺き麗れいなピンク色をしていて。

  「雅弥さん」

  　ピンク色の唇が彼の名を呼んで、雅弥はようやく夢から覚めた。

  「申し訳ありません」

  　冷静に答えて、雅弥は何事もなかったように立ち上がる。すぐに倒れている玉緒へと手を差し伸べると、彼女は迷うことなく雅弥の手を取った。

  「いったいどうしたのですか？」

  　雅弥の手を借りて立ち上がった玉緒が、不思議そうに首を傾かしげる。ついさっき押し倒されたばかりなのにまったく動じていないのは、雅弥に気を使っているからなのか。

  （いや。おそらく、俺のことを信用しているからだ）

  　雅弥を信頼しているから、どんなときでも安心して接することができる。「歌劇学園最後の良心」と謳うたわれる玉緒から無上の信頼を受けて、雅弥としては誠意で返すほかに術はない。

  　だから雅弥は恥を忍んで、この愛すべき女性にありのままの事実を打ち明けることにした。

  「すみません。手紙を取り戻そうとして我を忘れてしまいました」

  「手紙？　ひょっとして、この手紙は雅弥さんのものなのですか？」

  　真実を知った玉緒は、手に持っていた手紙を見て、それから慌てて頭を垂れた。

  「私ったら、そうとは知らず勝手に読んでしまって」

  「いえ、部屋に置きっぱなしにしていた俺の責任です。会長に非はありません」

  　封筒には宛あて先さきも、差出人の名前すらも記されていない。差出人不明の手紙を生徒会室で発見したら、生徒会長としては当然中身を確認するだろう。それが理解できたから、雅弥としては会長を責める気には到底なれなかった。

  　ただ、どうしても気になったので、雅弥は何気ない素振りで聞いてみる。

  「ところで、会長は手紙をどこまで読みましたか？」

  「どこまで？」

  　質問された玉緒は少しだけ考える仕草を見せてから、にこやかに微ほほ笑えみ、答えてくれた。

  「最初の一行が『久しぶりね。突然こんな手紙が届いて雅弥は驚いてるかな』から始まって、『テレビで雅弥の活躍をいつも見てるよ』『私も歌劇学園の生徒だったから懐かしい』という話題になり、手紙の差出人が暮らしていた当時の歌劇市の風景や、歌劇学園での思い出話になりました。出演したドラマのこと。初めての一人暮らしのこと。やがて話は学園を中退したことに及び、『私との約束は気にしなくていいよ』『雅弥は雅弥のやりたいことをやればいい』と続き、『突然の手紙で驚かせてごめん。最後に雅弥にちゃんと伝えておきたかったから』となって、『ありがとう』の一言で締め括くくられました。署名は『蓮はす見み睦む月つき』となっていて――」

  「つまり全部読んだのですね」

  「……すみません」

  　抜群の記憶力を無意味に発揮した玉緒が、咎とがめられてしょんぼりと肩を竦すくめる。雅弥は深呼吸をして気持ちを落ち着けると、玉緒を責める気がないことを示すため、謎なぞの手紙について正直に語りはじめた。

  「この手紙は、俺の幼おさな馴染なじみから届いたものです」

  「幼馴染？　恋人ではないのですか？」

  「ちがいます！」

  「そんなに強調しなくても……」

  「いえ、すみません。会長には誤解されたくなかったものですから」

  　言ってしまってから「口が滑った」とばかりに眉み間けんに皺しわを寄せる雅弥。しかし何も気づいていないのか、玉緒はきょとんとしたまま雅弥の次の言葉を待っていた。

  「睦月……手紙の女性とは、七年もの間ずっと音信不通でした。この七年間、一度も会っていないのです。それが突然このような手紙が届いたので、どうしても気になって」

  　そこまで話を聞いて、玉緒の脳裏に閃ひらめくものがあった。そういえば生徒会室で雅弥にどっきりを仕掛けたとき、彼はパソコンで何かを調べていた。

  「ひょっとして、学校のパソコンで調べていたのは手紙の彼女に関することですか？」

  　会長の意外な鋭さに雅弥は驚きを隠し切れない。会長に悟られないよう注意を払っていたつもりだが……。歌劇学園の良心は、自分のことよりも他人のことばかりよく見ている。

  「その通りです。睦月はかつて、歌劇学園に在籍していました。そこで学校のデータベースを調べれば、睦月の情報が得られるのではと思ったのですが……」

  　未来の大スターが集う歌劇学園では、生徒の個人情報はそこいらの企業よりも遥はるかに厳重に管理されている。生徒会役員とはいえ一生徒でしかない雅弥が「歌劇学園卒業生の個人情報」などという宝の山に接触するのは、至難の業わざと言っても差し支えない。

  「結局、睦月については一般公開されているプロフィール程度の情報しか得られませんでした。それも今から七年前の情報ですから、果たしてどれだけ役に立つか」

  「それでも調べずにはいられなかったのですね」

  　雅弥の無駄な努力を笑うことなく、玉緒はどこまでも真しん摯しに語りかける。

  「そういうことでしたら、もっと早く言ってくださればよかったのに」

  　勝手に学校のデータベースに侵入したことを咎とがめもせず、玉緒は同情とも愛情とも受け取れる穏和な眼まな差ざしを雅弥へと向けた。

  「打ち明けてくだされば、私も睦月さんを捜すのを手伝いましたのに」

  「そんなこと、会長に言えるはずがありません」

  「どうしてですか？」

  　玉緒に問われて誤魔化しきれないと思ったのか、雅弥はさりげなく黒縁眼め鏡がねを押し上げた。

  「初恋の相手を未練がましく捜しているなんて、恥ずかしくて言えるはずがありません」

  「まあ♥」

  　なぜかちょっと楽しそうに、玉緒が明るく相あい槌づちを打つ。

  「雅弥さんにも可愛かわいいところがあるのですね」

  　明るくからかわれて、雅弥は後頭部が見えそうな勢いで横を向き、あからさまに目を逸そらした。そんな雅弥の照れ隠しが楽しいのか、玉緒は腰を曲げて雅弥の視界に回り込むと、おもむろに人差し指を立てて見せた。

  「わかりました。この件は私と雅弥さんの、二人だけの秘密です」

  　悪いた戯ずらっぽく微ほほ笑えみながら、玉緒は自分の人差し指にキスをした。「秘密」を暗示する仕草を見せながら、玉緒は穏やかに言葉を結ぶ。

  「ですから雅弥さん。私にも、睦月さんを捜すお手伝いをさせてください」

  「それは……。でも、どうして会長が俺を手伝ってくれるのですか。睦月と俺が再会できたところで、会長には何の利益もないのに」

  「人は利益だけで動くものではありませんよ」

  　雅弥の問いかけに、玉緒はさも当然のように頷うなずいてみせる。

  「雅弥さんが困っているのなら、力を貸したいと思うのは当然のことです」

  　おそらく雅弥も、玉緒が困っているのを見かけたら進んで力を貸すだろう。それは損そん得とく勘かん定じようではない、人として当然の行為。

  　だって、雅弥は玉緒のことが――。

  　雅弥の目を見据えながら、玉緒は愛に満ちた声で囁ささやく。

  「前にも言ったでしょう。私は、雅弥さんのことが好きなんですよ」
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  　――それは、とある夏の夜の出来事。

  

  「あ～あ、サイアク」

  　陽気な笛の音が響く神社の境内で、花柄の浴衣ゆかたを着た少女が石段に座り込んでいる。

  　夜の神社を彩るのは、鼓膜を震わせる太鼓の音と、闇やみ夜よを照らすオレンジ色の裸電球と、綿菓子の出店から漂う甘い香りと、幸せそうに笑いあう親子の笑顔。

  「……はぁ」

  　ポニーテールの髪を揺らしながら、少女は片方の手に巾着袋、もう片方の手に鼻緒の切れた下駄を持って憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。

  　年の頃ころは十四、五歳。明るい性格の表われか、ぱっちりと開かれた瞳ひとみは意思の強さを感じさせる。そばかすがチャーミングな少女は、段差に座り込んだまま鼻緒の切れた下駄をぶらぶらと所在なげに揺らしていた。

  「せっかくの夏祭りなのに。お父さんは仕事で来れないし、一人で夜店に来たら下駄の鼻緒が切れちゃうし。なんなのよ、もう！」

  　頬ほおを膨らませる少女は、足元を歩く一匹の蟻ありに愚痴をぶつけていた。少女は引っ越してきたばかりでまだ近所に友達がおらず、足元を歩く蟻以外に愚痴を言う相手がいなかった。

  「あ～あ、こういうときドラマならかっこいい男の人が通りかかって、ささっと鼻緒を直してくれるんだけどな～」

  「どうした。鼻緒が切れたのか？」

  　いきなり声をかけられて、少女は期待を込めて蟻から目を離した。顔を上げた少女が見たのは、茶色の渋い浴衣を着た、首に巻いた手ぬぐいがよく似合う、無骨な黒縁眼め鏡がねが印象的な――小学生の男の子だった。

  「なんだ、子供か」

  　落胆を隠そうともせず、少女は蟻へと視線を戻す。

  「見せてみろ」

  　少女の無ぶ礼れいな態度を気にも留めず、着物姿の少年がぶっきらぼうに手を差し出す。目の前に突き出された小さな手の平を見て、少女は再び蟻から視線を上げた。

  「見せるって、何を？」

  「下駄」

  　必要最低限のことしか口にしない無愛想な男の子。その淡白さに呆あつ気けに取られながらも、少女は言われた通りに鼻緒の切れた下駄を差し出した。壊れた下駄を受け取って、少年はその場でしゃがみこむと、手ぬぐいの端を歯で噛かみ締めて一息に引き裂いた。

  　千切れた手ぬぐいの切れ端を使って、手際よく鼻緒を直していく少年。あっという間に修復されていく下駄の様子に、少女は息をするのも忘れて見入ってしまう。

  「応急処置だ。後でちゃんと直してもらえ」

  　それだけ言うと、無愛想な少年は直した下駄を少女の足元に置いた。少女が下駄に足の指を通すと、不思議と鼻緒が切れる前よりも自分の足にぴったり合っているような気がした。

  「ありが……」

  　少女が顔を上げたとき、着流しの少年はすでに歩き出していた。慌てて少女は立ち上がり、少年を追いかける。

  「ちょっと君！」

  　呼び止められて少年が立ち止まる。振り返った彼の瞳ひとみはひどく冷めていて、冷血な印象を少女に抱かせた。無愛想で、妙に大人じみていて、近寄り難い雰囲気で……なのに、そんな彼のことが気になって仕方がなかった。

  「お礼がしたいんだけど。君、一人？」

  　少女に尋ねられて、少年は小さく頷うなずく。

  「じゃあ私が何か奢おごってあげる。リンゴ飴あめとチョコバナナ、どっちが好き？」

  「…………チョコバナナ」

  　その一言が恥ずかしかったのか、それまで無表情だった少年が、わざとらしく視線を逸そらした。それが何だか面白くて、少女は元気よく片手を上げる。

  「りょーかい！」

  　少年の手を引いて、少女はチョコバナナの屋台へと走り出す。

  　地面を這はっていた蟻ありは、いつの間にかいなくなっていた。

  

  「……タチバナか」

  「え？」

  　境内に座り込んでチョコバナナにかじりついていた少年が、不意に何事かつぶやいた。おそらく無意識に言葉が出たのだろう。隣に座ってチョコを舐なめていた少女が驚いた顔をすると、彼はばつが悪そうに目を伏せてしまった。

  「その着物、橘柄だな」

  　ぶっきらぼうな物言いで少年が言い繕つくろう。少女は自分が着ている花柄の浴衣ゆかたを見て、それから改めて少年の顔を覗のぞき込んだ。

  「この浴衣の柄、『橘』っていうの？」

  「知らないのか。そこにみかんの実のような模様があるだろう。それが橘だ」

  　説明されて、少女はまじまじと自分の浴衣を眺めた。紺色の浴衣には、白い花に混ざって、みかんの実とその周囲を囲む葉の模様があしらわれている。それが橘柄と呼ばれることを、少女はこのとき初めて知った。

  「へえ～、そうなんだ。いきなり橘って言うから、私の名前を知ってるのかと思って驚いちゃった」

  「お前、橘という名前なのか？」

  「昔はね。今は違うけど」

  　屈託のない少女の笑顔を見て、少年は不満そうに片方の眉まゆを吊つり上げる。「言ってる意味がわからない」と無言で訴える彼に、少女は苦笑いしながら持っていたバナナを口に咥くわえた。

  「両親が離婚したのよ。私はお母さんに引き取られたから、それで苗字が変わったの」

  「そうか。つまらないことを聞いて悪かった」

  　ふてぶてしい態度のまま、少年は無表情に謝意を告げる。そんな彼の冷めた振る舞いに、少女は反感どころか逆に好意すら抱いてしまった。冷たい態度というよりも、「こういうときどう振る舞えばいいかわからない不器用な子」という風に見えたから。

  　少女は大きな瞳ひとみでまじまじと彼を見た。不釣り合いなほど大きな黒縁眼め鏡がね、首に巻いた白い手ぬぐい、着流し風の茶色い着物。そのどれもが、彼の大人びた雰囲気にとてもよく合っている。

  「いい着物だね。似合ってるよ」

  「そうか」

  　どうやら少年は素直に「ありがとう」と言えない性分らしい。声をかけるたびにいちいち目を逸そらす彼の仕草が可お笑かしくて、少女はついつい絡んでしまう。

  「首に手ぬぐいってのも粋でいいよね。橘柄なんて呼び方を知ってたり、下駄の鼻緒を手際よく直したりして、ひょっとして君は和服に興味があるのかな？」

  「別に和服が好きなわけじゃない」

  　即答されて、少女は意外そうに目を丸くする。てっきり和服が好きだから、粋な着こなし方や鼻緒の直し方に詳しいと思ったのに……。

  　少女の疑念を察したのか。何も言われていないのに、少年は言い訳がましく言葉を続けた。

  「着物に詳しいと女にモテると思ったから。だから勉強しただけだ」

  　女にモテたくて着物を勉強した。そう正直に告白する少年。かたや正直に告白された少女は、彼の回答があまりにも意外だったのでさらに大きく目を見開いてしまった。

  「そんなに女の子にモテたいの？」

  「悪いか」

  「悪くはないけど……。あ、ひょっとして」

  　ニヤけた笑みを浮かべながら、少女は年下の彼の顔を覗のぞき込む。

  「君、好きな女の人がいるんでしょ。その人が着物好きで、彼女の気を引きたいから努力してるんだ。どう、図星？」

  「……」

  　少女の追究から逃れるように、少年は上半身を大おお袈げ裟さに曲げてあからさまに目を逸そらした。予想が的中したと確信して、少女はさらにニヤけた顔で彼の視界の先へと回り込む。

  　少年が体を曲げて後ろを向く。少女が反対側から回り込んで彼の顔を覗のぞき込む。

  　顔をそむけてもそむけても少女が視界に入ってきて、ついに少年は諦あきらめて肩を落とした。

  「しつこいぞ、お前」

  「ねえ、図星だった？　図星だったんでしょ？」

  「あまり人の心にずかずかと入り込むな。そういうやつは嫌われる」

  「あ、そーだ。私、デジカメ持ってるから。記念に写真撮らない？」

  「お前、通知表に人の話を聞かないって書かれるタイプだろ」

  　少年の皮肉をまるっきり無視して、少女は巾着袋から愛用のデジカメを取り出す。そのまま彼の肩に手を回して、力ずくで顔をこちらへと向けさせた。逃げようとする少年を腕力で押さえつけながら、少女はカメラを持った手を思い切りよく上へと伸ばす。

  「ほらほら、表情が硬いよ。笑って」

  　何なんだこの女は。

  　強引に体を密着させられて、少年は仏頂面のまま、それでも律儀にカメラへと顔を向けた。

  「はい、チーズ！」

  

  　――賑にぎやかな祭りの夜。

  　シャッター音とともに、二人の最初の思い出が切り取られた。
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  「睦月さん、消灯の時間ですよ」

  　ベッドの背もたれに寄りかかってぼうっとしていたパジャマ姿の女が、若い女性看護師の声に反応して顔を上げる。どうやらウトウトしていたらしい。女はぼやけた意識のまま、台座の上に置きっぱなしになっているノートパソコンに視線を落とした。

  　パソコンの壁紙になっている黒縁眼め鏡がねの少年が、仏頂面で彼女を見ていた。

  「何かいいことでもあった？」

  　普通の人ならば見落とすであろう彼女の微妙な表情の変化を読み取って、若い看護師が明るく声をかける。彼女の表情が読み取りにくいことには理由があった。大病院の個室を占領している彼女には、一目でわかる外見的特徴があった。

  　久しく散髪していない不自然に伸びた髪。日焼けとは長らく無縁の青白い肌。栄養不足で痩やせ細った枯れ木のような手足。焦点の定まらない灰色に濁った瞳ひとみ。

  　そして、顔の下半分を覆い隠す巨大なマスク。

  　生気のない濁った瞳と顔半分を覆う白いマスクのせいで、慣れない者には表情がまったく読み取れない。それでも担当である看護師は、彼女がいつになく楽しい気分でいると敏感に感じ取っていた。

  「わかった。彼氏のことを思い出していたんでしょう？」

  　看護師が茶化すと、彼女は目を閉じて、ゆっくりと左右に首を振った。「彼氏」と言われて嬉うれしそうな、でもどこか寂しそうな、そんな仕草だった。

  「消灯時間だから、パソコンは片付けてね」

  　注意されて、女は濁った目で画面を見つめる。壁紙の少年と目が合って、ほんの少しだけ目を細めて……それから、パソコンの電源を切ろうと右手でマウスを握った。

  　スローモーな動きでマウスをクリックして、開きっぱなしだったファイルを順に閉じていく。そうして最後のファイルを消そうとして、女の指がピタリと止まった。

  　最後に残されたのは、何の変哲もない、ただの文書ファイル。

  　画面に表示されたファイル名を、彼女は虚うつろな瞳ひとみでじっと見つめる。

  「睦月さん？」

  　聞き慣れた看護師の声が聞こえてきて、止まっていた彼女の指がようやく動きはじめた。

  　白いマスクの女が最後に閉じた、一編の文書ファイル。そのファイル名は、

  

  　彼と私の物語。



  


  第二幕　火曜日

  

  「行方不明の睦む月つきさんを捜す方法ですが、私の考えを聞いていただけますか？」

  　耳触りのいい、玉たま緒おの柔らかな声が生徒会室に響き渡る。

  　人影もまばらな早朝の学校。生徒会長の由よし井い玉緒と副会長の加か賀が雅まさ弥やは、二人きりの生徒会室で秘密の会合を開いていた。二人が交わす密談の内容は、雅弥の幼おさな馴染なじみ「蓮はす見み睦月」についてである。

  「まずはこれを見てください」

  　そう言って玉緒がテーブル上に広げたのは、歌劇市の地図。玉緒が用意した地図を眺めた雅弥は、まずところどころに記されている赤い×印に注目する。

  「これは賃貸アパートがある場所に印をつけたものです。見ての通り、歌劇学園に近づくほどアパートの絶対数は増えていきます」

  　玉緒が指摘した通り、歌劇学園を中心にして放射状に散らばっている×印は、学園に近づくほど数が増えて、遠のくほど数が減っていた。

  　それはそうだろう、と雅弥は思う。歌劇市のアパートやマンションにとって、一番のお得意様は歌劇学園の生徒である。地方出身者が多い歌劇学園では、毎年百人前後の新入生が一人暮らしを開始する。新入生が部屋を選ぶ条件として「学園に近いこと」をあげるのは当然であり、結果として学園の近くにアパートが集中するのは当たり前と言えば当たり前な話だった。

  「この地図では、七年前に生徒を受け入れていたアパートに印がつけてあります。おそらくこの×印のどこかに、睦月さんは居を構えていたはずです」

  　説明されて、ようやく雅弥は玉緒の意図を理解した。つまり玉緒は、七年前に歌劇学園の生徒だった睦月が、当時暮らしていた住居を特定しようとしているのだ。

  「睦月さんが住んでいた場所に行けば、きっと彼女のことを覚えている人がいるはずです。同じアパートの住人、大家、商店、ご近所様……可能性はいくらでもあります」

  　雅弥は、これ以上学校のデータベースから情報を得るのは難しいと考えていた。睦月から届いた手紙は差出人の住所はおろか消印すら押されておらず、彼女の行方を知る手がかりにはならない。そうなると残された手段は地道な聞き込みしかなく、「睦月の知り合いに話を聞こう」という玉緒の提案は理に適かなっているように感じられた。

  「いいと思います。それでいきましょう」

  「はい」

  　雅弥に認められて、玉緒は嬉うれしそうに目を細める。そんな褒ほめられて上機嫌の生徒会長へ、有能な副会長は無表情に問いかけた。

  「それで、具体的にどうやって睦月の住居を特定するのですか？」

  「え？」

  　……しばし沈黙。見つめ合う二人。

  「ですから、無数にある×印の中から、どうやって睦月が住んでいた場所を特定するつもりですか？」

  「ええと」

  　笑顔のまま口ごもる玉緒は、明らかに目が泳いでいた。

  　褒めて損した。

  　雅弥がそんなことを思っている間に、さまよっていた玉緒の視線が置きっぱなしになっていた宛あて名なのない封筒へと向けられた。それは雅弥に届けられた、睦月からの手紙。

  「そういえば睦月さんからの手紙には、彼女から見た当時の歌劇市の風景が記載されていましたね。そこから住所に関するヒントは得られないでしょうか？」

  　いそいそと手紙を拾い上げ、地図上に広げる玉緒。彼女の期待通り、文面には睦月の住所をにおわせる意味深な記述がいくつか残されていた。そのうちの一つを玉緒は人差し指でなぞり、読み上げる。

  「ここに『門限を破って玄関に鍵かぎをかけられたとき、木の枝を伝って窓から部屋に入った』という思い出が記述されています。ここからわかることは、睦月さんはとてもお転てん婆ばだったということですね」

  「その感想は正しいと思いますが、住所を探る参考にはなりません。この文面から読み取るべきは、彼女が住んでいたアパートには門限があって、少なくとも二階以上の建物だったということです。一階の部屋に入るのに木に登る必要はありませんから」

  「門限？　ですが、夜遅くなると部屋に入れなくなるアパートなど聞いたこともありません」

  「学生向けの賃貸住宅ならば絶対にないとは言い切れません。あるいは下宿など、大家と共同生活をするタイプなのかも」

  「そういえば生徒の中には、親戚の家に居候している方もいらっしゃいますね。なるほど、それは盲点でした。さすがは雅弥さんです」

  　しきりに感心する玉緒を見て、雅弥は「なぜ俺が場を仕切っているのだろう」と、いつの間にか立場が逆転している現状に首を捻ひねってしまう。

  　そんな雅弥の困惑など気にも留めず、玉緒は次の文面を指でなぞりはじめた。

  「手紙には、庭の木について『秋に実がなるのを楽しみにしていた』とも書いてあります。桃栗三年柿八年。果実が実るほどならば、さぞや立派な木なのでしょう」

  「待ってください。手がかりをまとめます」

  　雅弥は懐から生徒手帳を取り出すと、「門限がある」「二階建て以上の建物」「庭には大きな木」とここまでの情報を書き記した。歌劇市の地図には何百という×印が記されており、雅弥はこの中からたった一軒を見つけ出さなくてはならないのだ。たとえ些さ細さいな情報でも、手がかりが多いに越したことはない。

  　さらに手紙の検分を続けながら、雅弥は何気なく地図上の×印へと視線を移す。

  　……考えてみれば、歌劇学園の生徒に開放されたアパートをすべて洗い出すのは、単純だが根気のいる作業である。それをたった一晩でやり遂げた玉緒の地道な労力に――雅弥のために尽力してくれた事実に、彼は強い感謝の念を抱いた。

  「これを一晩で作り上げるのは大変だったでしょう。ありがとうございます」

  　淡々と、しかし彼なりの感謝を込めて、雅弥はお人よしの会長に謝辞を述べる。雅弥からねぎらいの言葉を受けて、玉緒は照れたようにはにかんだ。

  「そんな、気になさらないでください。これはほとんどが杏きよう子こさんの調べた情報ですから」

  「なるほど、杏子先輩が調べた……。え？　誰だれですって？」

  　雅弥に質問されて玉緒が口を開きかけた、そのとき！　閉ざされていた生徒会室の扉が勢いよく開かれた。

  「おーっす！　二人ともこんなところにいたんだ。ＢＳカゲキリベンジの打ち合わせで　みんなとっくに進路指導室に集まってるよ。二人も早く来なさいな」

  　威勢よく登場したのは、噂うわさの人物・水み無な月づき杏子だった。持ち前の遠慮のなさでずかずかと部屋に上がりこんだ杏子は、テーブルに広げられた地図を見て「おっ」と声を上げる。

  「これが例の『初恋の彼女』を捜すための地図だね。手がかりが少なくて雅弥も大変だよね～。ま、私も協力してあげるからさ。頑張って捜しなよ」

  　ぽんぽんと、杏子が気安く雅弥の肩を叩たたく。馴なれ馴れしい先輩に冷やかされた雅弥は、キリキリと首から上だけを動かして玉緒を睨にらみつけた。

  「……会長。ひょっとして、睦月のことを杏子先輩に話したのですか？」

  「はい。こういうとき杏子さんの情報網はとても頼りに……。あの、ひょっとして何か問題ありましたか？」

  「昨日、『睦月のことは二人だけの秘密にしよう』と約束しましたよね？」

  　雅弥の平坦な声に、玉緒は笑顔のまま凍りつく。固まる玉緒を見据えながら、雅弥は杏子の眉み間けんに人差し指を突きつけた。

  「それもよりによって、こんな口から先に生まれてきたような女に喋しゃべるなんて！」

  「ちょっと雅弥。いくらなんでもそれは失礼じゃない？　私が誰だれ彼かれ構わず言いふらすような、そんな節操のない女に見えるって言うの？」

  「見えます」

  「断言しやがった！」

  「では聞きますが、睦月のことは誰にも喋っていないのですか？」

  「えーと。それじゃ、私は先に進路指導室に行ってるから」

  「しゅたっ」と片手を上げて、颯さっ爽そうと生徒会室を出て行く杏子。陸上部に所属するだけあって、逃げ足の速さは天下一品である。

  　杏子の後ろ姿を見送った雅弥は、改めて、笑顔のまま固まっている玉緒を睨みつけた。

  「……ごめんなさい」

  　笑顔を凍りつかせたまま、玉緒は深々と頭を下げた。

  

  「おはよう、雅弥。初恋の相手を捜してるんだって？」

  　睦月捜しの作戦会議を終えて、さらに進路指導室でどっきりの打ち合わせをすませて、ようやく自分の所属クラスである二年Ａ組に辿たどり着いた雅弥は、待ち構えていた同級生の橘たちばな九く月がつから開口一番そう挨あい拶さつされた。

  「でもさ、余計なお世話かもしれないけど、思い出は思い出のままにしておくべきだよ。ほら、再会したらすっかり変わっていて幻滅したなんてよく聞く話だから。余計なことはしないで、思い出は綺き麗れいな形で残しておくべきだと思うな」

  　しかもいきなり睦月捜しを全否定されて、雅弥は無言のまま九月の横を素通りする。

  「おはよう、雅弥。初恋の相手を捜してるんだって？」

  　自分の席についた雅弥は、待ち構えていた親友の会あい澤ざわ拓たく海みから明るく挨あい拶さつをされた。

  「あのさ、僕がこういうこと言うのも何だけど、初恋の思い出はそのままにしておいたほうがいいと思うよ。過去を蒸し返してもいいことはないって言うか……」

  　身につまされることでもあったのか、拓海までもが持論を展開して雅弥の活動を全否定する。「どうしてそんなに俺の邪魔をしたいのか」と不満を抱く雅弥は、あえて話の途中で親友の助言をぶった切った。

  「ところで拓海。今日の昼食はどこで食べる予定だ？」

  「え、お昼？　九月と一緒に学食で食べるつもりだけど」

  「そうか。ならば、たまには俺と一緒に昼食を食べないか」

  　柔和で人懐っこい拓海と、冷淡で近寄り難い雰囲気の雅弥は、正反対のタイプでありながら学園の誰だれもが認める親友同士である。昼食を共に過ごそうと提案されても別段おかしいことは何もないのだが……。

  　……何かあったのかな？　雅弥の態度になぜだか拓海は違和感を覚えていた。とはいえ、親友の誘いを邪険にできるほど彼は冷たい人間ではない。あっさりと頷うなずいて、

  「いいよ。じゃあ、昼休みに学食で」

  「いや、屋上で食べよう」

  「屋上？　どうして？」

  　驚きをもって聞き返されて、雅弥は顎あごを引き、眼め鏡がねのレンズに光を反射させながら返答した。雅弥が屋上で食事をしたいと申し出た、その理由とは！

  「実は早起きして弁当を作ったのだが、間違えて量を作りすぎてしまった。一人では食べきれないので、よかったら俺の手料理を一緒に食べてくれないか？」

  「なによ、その片思いの相手に内緒で弁当を作ってきたけど恥ずかしくて素直に言い出せない純情な女子学生みたいな言い訳は」

  　答えたのは、会話に強引に割り込んできた九月である。自作の愛妻弁当で拓海を誘惑する雅弥を見て、九月は心なしか頬ほおを引きつらせていた。

  　そんな三角関係のただ中にいる拓海はといえば、

  「雅弥が弁当を作るなんて珍しいね。それじゃ、お言葉に甘えてご相伴にあずかろうかな」

  　親友の厚意を何の疑いもなく受け入れていた。さすがは、自分が騙だまされていることに一年もの間気づかなかったという伝説の持ち主。疑うことを知らない彼の人の好さは並大抵ではない。

  「では昼休みに屋上で食べるとしよう。もちろん九月も一緒に」

  「そ、それはいいけど」

  　拓海とワンセットで扱われた九月が、頷きながら雅弥の顔を注視する。九月から突き刺さるような視線を感じて、目もく論ろ見みがあって二人を誘っていた雅弥はかすかに表情を硬くした。

  「……ねえ雅弥。一つだけ言わせてもらってもいい？」

  　緊張する雅弥へ、九月は真剣な表情で語りかける。

  「やっぱりさ、初恋の人と再会してもろくなことはないから。捜すのはやめたほうがいいよ」

  　話が振り出しに戻った。

  　昼休みの間もずっと俺は同じことを聞かされる羽目になるのか？　行動を全否定する九月を前にして、今から気が滅入る思いの雅弥だった。

  

  「遠慮なく食べるがいい」

  　その日の昼休み。雅弥は屋上の一角にビニールシートを敷いて、三段重ねの重箱をこれ見よがしに並べていた。

  「これ全部、雅弥が一人で作ったの？」

  　割り箸ばしを受け取った九月が、正月のおせち料理にも似た豪勢なおかずの数々に目を丸くする。まさか昼の弁当に重箱が出てくるとは思っていなかったのだろう。色とりどりの食材を前にしても、九月はなかなか手が出せずにいた。

  「無論だ。全部俺一人で作った」

  「でもまだ少し温かいよ。まるでついさっき作ったばかりみたい」

  「そんなことはない。これは俺が今朝早起きして作ったものだ」

  　断固として言い張る雅弥。まさか拓海たちを屋上へ連れ出すエサとして、玉緒に頼んで調理実習室で弁当を作ってもらったなどとは口が裂けても言えない。

  　――本日の雅弥の使命。それは、ＢＳカゲキリベンジの次のターゲットである橘九月に接近して、彼女の弱点を探り出すこと。効果的などっきりを仕掛けるための、事前の情報収集が雅弥に与えられた任務だった。

  「あ、これ美お味いしい！」

  　おかずに手をつけた九月が、予想以上の美味しさに感嘆の声をあげる。つられて拓海も箸を動かして、たちまち二人は雅弥を称たたえる言葉を連呼しはじめた。

  「雅弥がこんなに料理上手だなんて知らなかったな」

  「料理のできる男の人ってポイント高いわよね」

  「この卵焼き、梅干しが練り込んであるんだね。さっぱりしていて美味しい。ほら、九月も食べてみて」

  「うん。じゃあ、食べさせてくれる？」

  「食べさせるって……えっと、それじゃ、あーんして」

  「あーん」

  　ぱく。もぐもぐ。

  「ほんとだ、美味しい！　お返しに拓海にも食べさせてあげる。はい、あーんして」

  「あーん」

  　ぱく。もぐもぐ。

  「うん、すごく美お味いしいよ。さすが、雅弥は何をやらせても完かん璧ぺきだね」

  「……そうか。喜んでもらえて俺も嬉うれしい」

  　ハートマークを飛ばしまくる二人に釈然としないものを感じながら、実は自分では何も作っていない雅弥が曖あい昧まいに頷うなずく。

  　時折殺意を覚えるほど仲なか睦むつまじい二人に手料理をすすめながら、雅弥はさりげなくフェンスの向こう側へと視線を向けた。雅弥の座っている位置からは、向かいの棟にある生徒会室の様子がよく見える。

  　生徒会室では玉緒が昼食後のティータイムを満喫していた。距離があるのでさすがに表情までは読み取れないが、それでも生徒会室にいる人間が何をしているか――「本を読む」「携帯メールをする」程度ならばはっきりとわかる。

  　こちらから見えるということは、向こうからも見えていることを意味する。窓辺で幸せそうにほうじ茶を啜すすっていた玉緒は、雅弥の視線に気づいて顔を上げた。窓越しに雅弥と目が合って、玉緒はテーブルにお茶を置くと、胸の前でぐっと拳こぶしを握り締める。

  （調査活動、頑張ってくださいっ！）

  　遠い場所からエールを送られて、雅弥はどうしたものかと困ってしまった。こうしてクールな生徒会副会長は、美び貌ぼうの生徒会長のマイペースさにいつも悩まされるのだ。
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  　そんな雅弥の苦悩など気づきもせずに、九月は美お味いしいおかずに舌鼓を打ちながら、何の脈絡もなく話題を切り替えた。

  「ところで雅弥は、部屋のどこにエロ本を隠してるの？」

  「唐突にもほどがあるな」

  「歌劇学園で最もクールな男」という評判にふさわしい、見事な鉄仮面ぶりで言い返す雅弥。いきなりこんな質問をされてもまったく動じないあたり、やはり彼は只ただ者ものではない。

  「突然どうした。なぜそんなことを知りたがる」

  　雅弥が抱いた当然の疑問に、九月は質問したときと打って変わって、はっきりしない態度でモゴモゴと唇を動かした。

  「別に理由なんてないけど、ただちょっと、人に見せたくないものって部屋のどこに隠すのかな～って思っただけ。そういうわけだからさ、雅弥も正直に言っちゃいなＹＯ」

  「そういうわけ」がどういうわけなのかさっぱりわからないが、ともかくラップ調で答えを強要されて、雅弥は仕方なく、しかし眉まゆ一つ動かさずに返答した。

  「我が家はそういったものにはオープンな家庭だったからな。当たり前のようにリビングのこたつの上に置きっぱなしにしていた」

  「雅弥って、漢字の漢と書いて『おとこ』と読ませる側の人間よね」

  「ありがとう。その褒ほめ言葉はわりと嬉うれしい」

  　淡々と礼を述べる雅弥。質問する相手を間違えたことに気づいた九月は、動揺する素振りすら見せない雅弥を前にして、大きなため息をついてしまう。

  「私、ずっと勘違いしてたわ。隠しておいた本が母親に見つかって机の上にこれ見よがしに置かれるのって、男子なら誰だれもが体験する通過儀礼みたいなものだと思ってた」

  「母親に見つかる、か。たしかに我が家ではそういうことはなかったな。そもそも、今時そんなベタな経験をしているやつなど少数派ではないのか？」

  　答えながらふと横を見た雅弥は、そこで顔を赤くして俯うつむいている拓海を発見した。

  「……そういう話は、俺よりも拓海に聞いたほうがよさそうだ」

  　雅弥の一言で九月が振り返り、目が合った拓海はあからさまにうろたえる。オロオロと視線をさまよわせる彼をよそに、九月はため息交じりにつぶやいた。

  「拓海にももちろん聞いたわよ。だけど拓海ったら、部屋のどこにエロ本を隠してあるか恋人の私にも教えてくれないのよ」

  「教えるわけないだろ！」

  　顔を真っ赤にしながら叫ぶ純情少年・拓海。

  （拓海。その反応は「部屋にエロ本が隠してある」と白状しているのと同意だぞ）

  　そう思った雅弥だったが、親友の名誉のためにあえて追及はしなかった。代わりに、雅弥は悩める九月へと心強いアドバイスを贈る。

  「ならばいっそのこと拓海の部屋に乗り込んで、エロ本がどこに隠してあるか物色してみてはどうだ？」

  「雅弥～」

  　涙目ですがりつく拓海。素知らぬ顔でそっぽを向く雅弥。そんな二人のやり取りを眺めながら、九月は、

  「うーん。拓海の部屋を家捜ししたいのは山々だけど、残念ながら私って一度も拓海の部屋に入ったことがないのよね」

  「こんな話をされて部屋に入れられるわけないだろ！　だいたい僕だっていまだに九月の部屋に入れてもらったことないよ。お互い様じゃないか」

  「お前たち、本当に一年以上も付き合っているのか？」

  　普段は人目も憚はばからずいちゃいちゃしているくせに、実は意外とプラトニックな愛を育んでいる二人。「部屋に入れる・入れない」論争を繰り広げる両者を見ながら、雅弥は「なぜ俺は二人の恋愛相談に付き合わされているのか」と考えてしまう。

  　九月の弱点を探るのが目的だったはずなのに、会話が面白くてつい話が脱線してしまった雅弥。しかし食事会の目的は、あくまで九月の個人情報を探ることである。己の使命を思い出した雅弥は、身なりを正して改めて九月に質問を投げかけた。

  「ところで、せっかくだから皆で将来の夢でも語り合わないか？」

  「は？　どうしたの。ものすごく強引な話の振り方ね」

  「いきなりエロ本談議を始めた九月に言われたくはないな」

  　真顔で言い返す雅弥。油断するとすぐに話が脱線するので、話を進める雅弥も必死である。九月が不満顔で目を逸そらすのも気にせず、雅弥は本来の目的を完遂すべく話を進めた。

  「お前たちとは長い付き合いのような気がしていたが、実際は知り合ってまだ一年半しかたっていない。そこで、もっと互いのことを知りたいと思っただけだ」

  「ひょっとして、そのためにわざわざこんな昼食会を催したの？」

  　他人を疑うことを知らない拓海が、雅弥の無理矢理な言い訳をあっさりと受け入れる。「お前は本当にいいやつだ」と親愛の握手を求めたくなるのを、雅弥はぐっと堪こらえなければならなかった。

  「よし、では順番に夢を語り合おう。まずは九月から」

  「え、私？」

  　いきなり話を振られて、じっとフェンスの向こう側を眺めていた九月が慌てて前を向く。「何を見ていたのか」と雅弥がフェンスに目を向けるが、彼の瞳ひとみに映ったのは生徒会室でお茶を啜すすっている玉緒の姿だけだった。

  　よそ見をしている雅弥へ、九月は堂々と胸を張り、はっきりとした物言いで答える。

  「私の夢なんて、そんなの決まってるわ。ずばり『マネー』よ。世の中は金、金、金がすべて。私は大金を手に入れるために歌劇学園に進学したんだから」

  「夢も希望もないよね」

  　拓海がツッコミを入れるが、九月は鼻息も荒く胸を張るばかりで悪びれる様子を一切見せない。むしろ誇りを持ってマネーマネー言っているふしさえ感じられる。

  「そういえば去年、一緒に海に行ったときも九月は言ってたね。自分は金のためなら何でもする女だって。九月って見た目によらず金の亡者なんだよね。この守銭奴めっ」

  「やめてよ、照れるじゃん」

  　拓海が陽気に罵ののしって、九月が恥ずかしそうに頭を押さえる。人を小馬鹿にした発言の応酬なのに、この二人がやるといちゃついているように見えるのはなぜだろう。

  「私の夢はそんな感じだよ。で、言い出しっぺの雅弥はどんな夢があって歌劇学園に入学したの？」

  　守銭奴扱いされた九月が、無愛想な同級生に質問を投げ返す。会話のボールを受け取った雅弥は、背筋を伸ばして姿勢正しく九月と向き合った。

  「俺には出演したいドラマがある。演じたい役がある。その日のために、名指しでドラマ出演を依頼されても恥ずかしくないだけの実力と名声を手に入れる。それが今の俺の目標だ」

  「へえ～、意外とまともなのね」

  　意外とはどういう意味だ。雅弥が鋭い眼光で見据えるが、発言者の九月はまるで意に介さず重箱へと箸はしを伸ばしていた。噛かみ合わない二人を気遣ったのか、気配りのできる拓海が和やかに会話を引き継ぐ。

  「『名指しで出演依頼される』ってことは、ひょっとして雅弥にはドラマ出演を依頼してもらえるようなコネがあるの？」

  「コネというほどではない。ただ、知り合いとそういう約束を交わしただけだ」

  「知り合いねぇ……」

  　美お味いしいおかずを頬ほお張ばりながら、九月が含みのある声を漏らす。熱心に箸を動かす九月を見守りながら、雅弥は相棒である拓海に話の矛先を向けた。

  「拓海はどうだ。将来の夢は見つかったか？」

  　かつて拓海は「自分には夢がない」と言っていた。夢がないから、夢を見つけたくて歌劇学園を受験したと語っていた。あれから一年が過ぎて、果たして拓海は自分の夢を見つけられたのか。

  「夢かぁ。ここのところずっと撮影が忙しくて、考えている暇もなかったな」

  　遠まわしに「まだ夢は見つかっていない」と語る拓海。なすがままされるがまま、時の流れに身を任せっぱなしの彼を見て、しかし雅弥は「それも拓海らしい」と思ってしまう。

  　とはいえ、マイペースな拓海も彼なりに焦ってはいるらしい。色とりどりのおかずを眺めながら、拓海は素直な心情を吐露する。

  「九月も雅弥も、ちゃんとした自分の夢があって羨うらやましいよ。歌劇学園にいると何の夢もない自分が情けなく思えてくるから。何でもいいから僕も早く夢を見つけなきゃね」

  「そういう言い方は拓海らしくないな」

  　拓海の独白を受けて、雅弥は冷淡な、しかし彼らしい内側に熱を秘めた声でつぶやいた。

  「夢のある人間は偉くて、夢のない人間は卑しいなどと誰だれが言った。夢がないのは悪いことじゃない。夢があることを言い訳にする人間よりも、夢がなくても必死に努力している人間のほうがよっぽど上等だ。そして拓海、お前は誰よりも努力している」

  　真しん摯しに、真っすぐに、雅弥は親友の目を見据える。

  「だからお前は、もっと胸を張っていい」

  「……いつも思うよ。雅弥が友達でいてくれてよかったって」

  　拓海に真顔でそう返されて、雅弥は反射的に黒縁眼め鏡がねを中指で押さえた。

  　拓海は知っている。雅弥の眼鏡を押さえる仕草は、彼なりの照れ隠しであることを。

  「いいか、拓海。努力だけは怠るな。いつか自分だけの夢と出会ったときに『こんなことならもっと勉強しておけば良かった』と後悔しないよう、今は自分を高めることに力を注げ。夢を見つけるのはそれからでも遅くはない」

  「うん、わかった。そうするよ。雅弥の話はいつもためになるね」

  　親友から感謝されて、雅弥は眼鏡を押さえながら……どこか遠くを見つめるように、ぼんやりとつぶやいた。

  「気にするな。今のは俺の言葉じゃない。今のは、単なる受け売りだ」

  　屋上で秋風に吹かれながら、雅弥は遥はるか遠い過去を思い出す。

  　二人で夢を語り合った、遠い夏の日のことを。
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  　真夏の炎天下。黒縁眼鏡をかけた無愛想な少年と、長髪をポニーテールにまとめた表情豊かな少女が、公園のベンチに座ってカップのアイスを食べていた。

  「なぜ俺はこんなところでこんなやつとアイスを食べているのだろう」

  　バニラアイスに木のへらを突き刺しながら、黒縁眼鏡の少年が腑ふに落ちないといった表情を浮かべている。

  　夏祭りの夜をきっかけにして、少年・加賀雅弥と少女・蓮見睦月は連日連れ立って外出するほどの親密な仲になっていた。もっとも、外出は常に睦月主導で、雅弥は「彼女に引っ張りまわされている」と言ったほうが的確な表現かもしれないが。

  「私にはね、夢があるんだ」

  　何の前置きもなしに、いきなり自分語りを始める睦月。彼女の身勝手な振る舞いにもようやく耐性がついたのか、幼い雅弥はたいして興味もなさそうに「ふぅん」と相あい槌づちを打つ。ああ、アイスが冷たくて美お味いしいなぁ。

  「私の夢は脚本家になること。私の書いた脚本がドラマになって全国に放送されるの。どう？　すごいと思わない？」

  「いいんじゃないか。お前なら面白い話を書けそうだ」

  「そう思う？　やったー、嬉うれしいなぁ」

  　雅弥の適当な相槌を聞いて、睦月はポニーテールを揺らして喜びを表現する。

  　雅弥にしてみれば「面白いやつだから、こいつが書く話も面白いだろう」程度の意味合いしかなかったのだが、さすがにここまで喜ばれると適当な相槌が申し訳なく思えてしまう。

  　せいぜい彼女の気分を害さないよう、雅弥は睦月の自尊心を持ち上げてやることにした。

  「お前には人並み外れた妄想力がある。きっと奇抜な話が書けるだろう」

  「せめて『想像力』とか『個性的』って言ってくれないかな」

  　すっかり気分を害した睦月だった。

  　空になったアイスのカップに木のへらを放り込んで、少女は少しだけ寂しそうに目を伏せる。

  「でもさ、雅弥が頷うなずいてくれただけで私は嬉しいんだよ。今までは脚本家になりたいって話をしたら、『そんなの無理に決まってる』とか『もっと現実を見ろ』とか『夢は叶かなわないから夢なんだ』とか、さんざんなことばかり言われてきたから」

  　否定されてばかりだったから、雅弥が夢を認めてくれたことが素直に嬉しい。

  　彼が頷いてくれた。それだけで、最高に嬉しい。

  　ただ適当に相槌を打っていただけの雅弥は、なぜだか無性に恥ずかしくなって、ぶっきらぼうにつぶやいた。

  「頑張れよ。俺はお前を応援する」

  　どこまでが本心かわからない雅弥の投げやりな口ぶりに、睦月は優しく頬ほおを緩ませる。

  「実を言うとね、もう進路も決めてあるんだ。雅弥は歌劇学園って知ってる？」

  　初めて聞く学校名に、雅弥は無言で首を振る。

  「そっか。歌劇学園ってまだまだマイナーなのかな。でもそのうち絶対有名になるから、今のうちに覚えておいたほうがいいよ」

  　アイスのカップを持ったまま、少女は歌劇学園について熱く語り出す。

  　芸能界での活躍を夢見る若者が日本全国から集う場所。生徒たちは実際に出演者となり、連続ドラマの撮影を経験する。役者だけではなく、監督や脚本家なども育成・輩出している日本一の芸能学校。

  「私、歌劇学園を受験するんだ。歌劇学園出身の脚本家として、華々しく芸能界にデビューしてやるの。それが今の私の目標」

  　夢を語る少女の瞳ひとみは輝いていて、雅弥は素直に彼女が羨うらやましいと思ってしまった。

  　この瞬間、雅弥の心に歌劇学園の名が深く刻み込まれた。睦月が夢見る歌劇学園とはどんなところか、この目で見てみたいと雅弥は思った。

  「そうだ、雅弥の夢を教えて。雅弥は将来何になりたいの？」

  　自分ばかり夢を語って申し訳ないと思ったのか、睦月が話の矛ほこ先さきを雅弥へと向ける。将来の夢を尋ねられた雅弥は、物静かに俯うつむいた。

  「俺には夢がない」

  　雅弥には、胸を張って語れるような夢などなかった。

  　学校で先生に将来の夢を尋ねられたとき、雅弥は思ったまま「夢はない」と答えて、「早く夢が見つかるといいね」と同情の目で見下されたことがあった。どうして子供が「自分には夢なんてない」と答えると、大人は同情するのだろう。「聞いちゃいけなかったか」という顔をして、可か哀わい相そうなものでも見るかのように憐れん憫びんの情を示すのだろう。

  　そんな目で見られ続けたから、いつしか雅弥は「夢がないのは悪いことだ」と思うようになっていた。

  　だから、睦月の前で「夢がない」と告白して、てっきり彼女からも「可哀相」と同情されるのだと思っていた。だって彼女には夢があって、自分には夢がないから。夢のある彼女は偉くて、夢のない自分は卑しい人間だから。

  　それなのに、睦月はいつもと変わらぬ笑顔で言った。

  「そうなんだ。じゃあ勉強をたくさん頑張らないとね」

  「勉強を？　どうして？」

  「たくさん勉強して、いろんな経験を積んでおかないと、未来の可能性は減っていくばかりだから」

  　言葉の意味がわからず雅弥は首を傾かしげる。睦月は困ったように頭を掻かくと、ない知恵を絞って、自分の考えを伝えようと懸命に言葉を紡いだ。

  「『なりたいものがない』ってことは、言い方を変えれば『何になるかわからない』、つまり『何にでもなれる』ってことでしょ？　一つの夢を目指して頑張る人は、努力するほど未来の選択肢が一つに定まっていく。夢を持たない人は、いろんなことを知れば知るほど未来の選択肢が増えていく」

  「夢がないから……可能性は無限大？」

  「そ。夢がないってことは、未来の可能性は無限大なんだよ」

  　喋しゃべりながら、睦月が楽しそうに笑みを零こぼす。

  「夢がある私は何をすればいいかわかるから楽。夢のない雅弥は将来何が役に立つかわからないから大変。だから、いつかやりたいことが見つかったときに後悔しないよう、たくさん勉強をしておかなきゃいけない。せっかく夢がないんだから――可能性が無限にあるんだから、欲張りに生きなきゃ損でしょ」

  「……お前は面白いな」

  　それは雅弥にとって最大級の褒ほめ言葉だったけれど、なかなか人の真意は伝わりにくくて、面白いやつ呼ばわりされた睦月は不満そうに頬ほおを膨らませてしまった。

  　雅弥は、ずっと夢がないのは悪いことだと思っていた。夢がない人間は、夢がある人間よりも劣っているのだと思い込んでいた。

  　夢がない人間は、欲張りな人間。夢がない人間は、未来の可能性が無限大。そんなふうに考えたことなんて一度もなかった。

  　雅弥は空を見上げた。日陰を作っていた木々の隙すき間まから、夏の日差しが差し込んでいた。木陰にいてもよくわかる。今日は雲ひとつない絶好の撮影日び和よりだ。

  「そういえば、睦月はいつもデジカメを持ち歩いていたな」

  「何？　どうしたの、いきなり」

  「たいしたことじゃない。ただ、今この瞬間を無性に写真に残しておきたい気分なだけだ」

  　そう言って、雅弥は微ほほ笑えんだ。睦月は初めて彼の笑顔を見た気がした。

  　なのに、こんな日に限って睦月はカメラを持っていなくて、言い出しっぺの雅弥は生まれて初めてプリクラに挑戦させられるハメに陥った。

  「余計なことを言うんじゃなかった」

  　プリクラのカーテンの内側で、笑顔の睦月に肩を抱かれながら、ハート形のフレームに収まっている自分の姿を見て嘆く雅弥。今さら嘆いたところでもう遅いけれど。

  　シャッターの音がして、二人の思い出がまた一つ切り取られた。
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  「今日は体調がいいみたいだな」

  　病室の扉が開いて、灰色のスーツを着た中年男性が姿を現す。ベッドで点滴を受けていた女は、顔の下半分をマスクで覆ったまま、男を見て嬉うれしそうに目を細めた。彼女の微妙な表情の変化を受けて、中年男は柔らかく微笑みながらベッド脇わきへと歩み寄る。

  「またテレビを見ていたのか？」

  　部屋に備え付けられたテレビを見て、男が苦笑いする。病室の片隅には台座が置かれていて、上には液晶テレビとＤＶＤプレーヤー、下には彼女の持ち物であるＤＶＤソフトの数々が並べられていた。

  「同じ番組ばかり見て飽きないのか？」

  　三脚椅い子すに腰掛けながら、男がからかうように尋ねる。点滴を受けていた女は、ベッドに横たわったまま小さく頷うなずくことで「何度見ても飽きないよ」と意思を伝えた。

  　台座の下には開封されたＤＶＤのケースが転がっている。そのパッケージには、出演者である少年少女の写真と、番組タイトルの通称である「ＢＳカゲキ」の文字が躍っていた。

  「手紙が届いていたぞ」

  　テレビに集中している女へ、中年男は白い封筒を差し出す。封筒の存在に気づいた女は無言で机を指さした。「後で読むから置いておいて」という彼女の意思を汲くみ取って、男は立ち上がり、机の引き出しに手をかける。

  　引き出しには、ヘアバンドで束ねられた何十通もの封筒が収められていた。何度も読み返したのだろう。手て垢あかがついた封筒の山を見て、男は寂しそうに目を細めながら新しい封筒を引き出しの中へと収める。

  「それと、お前が前に言っていた『宝物』も探してくれているそうだ。見つけたら直接お前に手渡すと言っていたぞ」

  　話しかけながら、男は三脚椅い子すに腰を下ろす。先ほどから女は一言も言葉を発していないが、男はそれを気にする素振りも見せなかった。なぜなら男は知っていたから。彼女の顔を覆うマスクの下がどうなっているかを、彼女の素顔がどうなっているかを知っていたから。

  　先ほど「体調がいいみたいだな」と声をかけた男は、自分の言葉に自己嫌悪を覚えていた。彼の見え透いた嘘うそを彼女はどう感じているのか。想像するだけでいたたまれない気分になる。

  　痩やせこけた、骨と皮ばかりの女。筋肉は長い入院生活ですっかり衰え、青白い肌には幾つもの血管が浮き出ていて、肘ひじと手首には青紫色の注射痕こんが無数に点在する。一人で満足に起き上がることもできない今の姿の、いったいどこが元気なのか。男は笑っている自分自身を嫌悪しながら、それでもつらい心情を押し隠して穏やかに声をかけた。

  「たまには手紙の返事でも書いたらどうだ？」

  　離れた場所に暮らしている筆まめな少女を思い出しながら、男は卓上にあるノートパソコンを指さした。

  「字が上う手まく書けないのなら、そこのパソコンを使えばいい。この間も誰かに手紙を書いていたじゃないか。お前から手紙が届けば、あの子もきっと喜ぶぞ」

  　男の言葉に、女はマスクで顔の下半分を隠したまま弱々しく首を振った。

  　頑かたくなな少女の態度に肩を落としながら、男はネクタイを緩めて何気なくテレビへと目を向けた。液晶画面の内側では、ショートカットの元気少女が夏の浜辺を走り回っていた。

  　四角い枠の中で、男友達二人に挟まれて楽しそうに笑っている少女。

  　画面を見ていたたまれない気持ちになった男は、すぐにノートパソコンへと視線を戻した。

  「……わからないな。手紙の返事を書く気がないのなら、いったいノートパソコンで毎日何をしているんだ？」

  　尋ねられても、女は静かに目を細めるばかりで、何も答えてはくれなかった。



  


  第三幕　水曜日

  

  　本格的な冬も間近な十一月の早朝。温かい布団の誘惑を振り切って早起きした雅まさ弥やは、協力者の玉たま緒おとともに、朝の生徒会室で睦む月つき捜しの作戦会議を行っていた。

  「庭に木が植えてあるアパートを探しましたが、それらしい場所は特定できませんでした」

  「俺も門限のある建物を当たってみましたが、それらしい物件は見つかりませんでした」

  　実りのない調査結果を報告しあって、雅弥と玉緒は落胆の表情で見つめ合う。

  　手がかりは無数の×印がついた地図と、消印のない手紙だけ。そこから睦月の住んでいた場所を探し出そうとする彼らは、捜索二日目にして早くも行き詰まっていた。

  　そんな落胆著しい雅弥と玉緒へ、陽気に声をかける元気娘が一人。

  「部屋に閉じこもって嘆いている暇があるなら、外に出て×印の建物を一軒一軒聞き込みでもしてくれば？」

  　寒いのか、室内でコートを着たまま地図を覗のぞき込む彼女の名は、水み無な月づき杏きよう子こ。雅弥の初恋について学校中に言いふらした張本人であり、その責任を取らされて朝早くから睦月捜しを手伝わされている見み目め麗うるわしい乙おと女めである。

  　広げた地図を眺めながら、雅弥は大きく息を吐く。現場へ足を運んで自分の目と耳で確認する……杏子の提案は至極真っ当なものではあったが、何百とある×印を見るにつけ、ヤル気が削そがれてしまうのは致し方ない。

  「せめてもう少し数を絞り込めればいいのですが」

  　雅弥の気持ちを代弁しながら、玉緒は机上に置かれていた消印のない手紙を手に取った。興味を引かれたのか、杏子も玉緒の肩越しに手紙を覗のぞき込む。

  「これが例の手紙だね。どれどれ……。手紙には『窓の外にある木を眺めながら、秋に実がなるのを楽しみにしていた』って書いてあるね。これはヒントにならないかな？　秋に実がなる木と言えば、柿、栗、梨、松茸、秋刀魚、焼き芋、ああ素晴らしき秋の味覚！」

  「それは俺のツッコミ待ちですか？」

  　秋の味覚を片っ端から挙げて「じゅる」と涎よだれをすする杏子を、雅弥は目から冷凍ビームが出そうな勢いで睨にらみつける。食欲の秋に屈した杏子の妄言を聞き流しながら、玉緒は改めて地図に目を落とした。

  「柿や栗の木が庭に植えてある建物ですか。それならばかなり数を絞り込めそうですね」

  　杏子の指摘を真に受けて、萎なえかけていた探求心を奮い立たせる玉緒。健けな気げに頑張る彼女を応援しながら、杏子はさらなるヒントを求めて手紙を黙読する。キーワードは、七年前、歌劇学園の生徒が住んでいた、門限がある建物……。

  「……あ、学生寮」

  　ぽつりと、杏子がつぶやいた。顔を上げた雅弥へ、杏子はたどたどしくも説明する。

  「今思い出したんだけど、もともと歌劇学園には学生寮があったらしいのよ。だけどあるとき何らかの理由で閉鎖されたって……」

  　杏子からもたらされた情報は、実に興味深い内容だった。冷静に考えれば歌劇学園に学生寮はあって当然。むしろ、日本全国から生徒を集めておきながら寮の一つも存在しないほうが不自然に感じられる。

  　おそらく杏子の言う通り、かつて歌劇市のどこかに学生寮が存在したのだろう。さらに言えば、「門限」というキーワードから睦月が寮で生活していた可能性は十二分に考えられる。すぐさま雅弥は机上の地図を指さして杏子に尋ねた。

  「それで、その学生寮は町のどこにあったのですか？」

  「さあ？」

  「学生寮が閉鎖された理由というのは？」

  「知らない」

  「役立たず……」

  　小声で感想を述べる雅弥と、カチンとくる杏子。火花を散らす二人の視線に挟まれながら、おっとりと会話を引き継いだのは玉緒だった。

  「とりあえず、睦月さんの住んでいたアパートを捜すのと同時進行で、学生寮の所在も調べることにしましょう。何かわかったら全員で情報を共有するということで」

  　玉緒が生徒会長らしく仕切ったところで、天井のスピーカーから予鈴が鳴り響いた。

  　明日も生徒会室に集合することを約束して、三人はそれぞれの教室へと向かう。……とは言うものの、ＢＳカゲキリベンジの打ち合わせで、三人とも昼休みには再び顔を合わせることになるのだけれど。

  

  「今日から古こ都と乃のちゃんも会議に参加しま～す。みんな拍手っ！」

  　昼休みの進路指導室で、桃色リボンがよく似合う幼児体形の放送部員・安やす原はら柚ゆず雪きが、アダルトかつナイスバディな女教師・有あり坂さか古都乃に拍手を送る。

  　連日行われている放送部主催のどっきり企画会議。今日はいつもの顔ぶれである柚雪、雅弥、杏子、玉緒に加えて、新たに古都乃を交えての打ち合わせが行われようとしていた。軽く頭を下げて会釈する古都乃は、雅弥と同様にどっきりの被害者を経験してから、協力者に抜ばつ擢てきされた追加メンバーである。

  　ちなみに参加者の一人だった唐から木き亘わたるは、旧校舎でウシガエルの断末魔が聞こえたあの夜からずっと、のっぴきならない事情により学校を休んでいた。唐木亘、短い秋であった。

  「ところで、古都乃先生がここにいるってことは、旧校舎のお化けどっきりは結局あれでオッケーになったの？」

  　いきなりそんなことを言い出した杏子は、お化けどっきりの仕掛け人が返り討ちにあったことで「古都乃へのどっきりは失敗で、いつかやり直しをするのだろう」と勝手に思い込んでいた。

  　そんな杏子の疑問に、放送部員として場を仕切る柚雪が答える。

  「古都乃ちゃんがお化けを怖がる様子はばっちり撮れてるし、あれはあれで面白い結末だったからね。どっきりは中途半端だったけど番組的には全然オッケーだよ」

  「なんだ。せっかく『古都乃先生をお化け屋敷に閉じ込める』とか『古都乃先生にデンジャラスなＤ定食を食べさせる』とかいろいろと作戦を考えてきたのに、全部無駄になっちゃったな」

  「いい度胸だ。後で二人きりで話をしよう」

  　古都乃の刺すような視線を感じて、小さく肩を竦すくめる杏子であった。

  　ちなみに「デンジャラスなＤ定食」とは、歌劇学園学生食堂の名物となっている人じん外がい魔ま境きようなメニューの通称である。Ｄ定食に関する伝説は「調理中のコックの悲鳴が聞こえた」「あの色は言葉では表現できない」「『今日はちょっと手足が痺しびれるかもね』と食堂のおばちゃんに笑顔で忠告された」などなど、枚挙に暇いとまがない。

  　いつからかその人外メニューは「デンジャラスなＤ定食」と呼ばれるようになり、歌劇学園の恐怖の象徴になったという。

  　以上、余談であった。

  「それで、次は誰だれを騙だますつもりだ？」

  　椅い子すの背もたれに肘ひじを預け、豊かな胸のふくらみを強調するように上体を反らす古都乃。自分が騙された直後にもかかわらず、他人を騙す会議に率先して参加する彼女。艶つやのある美女が他者を陥れる算段をする様は、悪の親玉的風格すら感じられる。

  「次のターゲットはこの人だよ～」

  　対して風格など微み塵じんも感じさせない見た目小学生の柚雪が、「シークレットブーツ」と殴り書きされた木箱の上で爪つま先さき立だちになって、両足をぷるぷると震わせながら、黒板に新たな標的の名を書き記す。

  『橘たちばな九く月がつ』

  　黒板に書かれた文字を見て、杏子は正面に座る雅弥へと目線を送る。

  「そういえば昨日の昼休みに情報収集したのよね？　九月について何かわかった？」

  「九月はエロ本に興味があるようです」

  　真顔で答える雅弥を、杏子が目を細めながら睨にらみつける。そんな冷たい視線を飄ひよう々ひようと受け流しながら、雅弥は眉まゆ一つ動かさずに報告を続けた。

  「それと、九月がこよなく愛しているものは金と拓たく海みです。特に拓海に関しては、二人を見ているだけで時折イラッとすることが――」

  「それわかる！　あのいちゃつきぶりを見ていると、たまに九月を張り倒したい衝動に駆られるよね！」

  　多分に私し怨おんを含んだモテない杏子の発言を聞き流しつつ、それまで黙っていた古都乃が真剣な面おも持もちで身を乗り出した。

  「今の話を聞いて思いついたのだが、こんな作戦はどうだろうか」

  　全員の注目を集めながら、参戦したばかりの古都乃が発言する。ＢＳカゲキを手がけたやり手の女監督が提案する、橘九月を騙す作戦とは！

  「橘九月と会あい澤ざわ拓海は学園屈指のバカップルとして有名だ。そこで、拓海がほかの女と浮気するという展開はどうだろうか？　これは九月にすれば相当なショックだぞ」

  　古都乃の提案を聞いて、雅弥の表情がにわかに険しくなった。拓海を巻き込もうとする古都乃のやり口に、雅弥は反論しようと口を開きかけ……。

  「なるほど、拓海に『浮気するフリ』をさせるワケか。いつもいちゃついてる九月にはいい薬だね。その作戦乗った！」

  　雅弥が口を開くよりも早く、明らかに私怨を含んでいる杏子が諸もろ手てを挙げて賛意を示した。雅弥が言葉を失っている間に、柚雪が白いチョークで黒板に書き込む。

  『拓海が浮気』

  「このほかに意見のある人はいないカナ？」

  　あっという間に話を進められて、反論する機会を逸した雅弥は不機嫌な顔で椅い子すに座りなおす。もっとも、感情表現の乏しい雅弥はいつだって不機嫌そうに見えるけれど。

  「あの、よろしいでしょうか？」

  　そんな中、おっとりと手を上げたのは、雅弥の直属の上司でもある玉緒だった。

  「今のお話ですが、あの会澤拓海さんが恋人を騙だます計画に協力するとはとても思えないのですが」

  　会澤拓海がどれほど九月を大切に思っているかは、ＢＳカゲキを見ていた人間なら誰だれもが知るところである。拓海が九月を傷つけるような作戦に協力するとは思えない。したがって拓海に「浮気するフリ」をさせるのは不可能ではないか。それが玉緒の見解だった。

  　力強い援軍を得て、雅弥はここぞとばかりに身を乗り出す。

  「会長の言う通りです。拓海が九月を泣かせるような陰謀に加担するはずがない。むしろ嘘うそのつけない拓海の性格が災いして、九月にどっきり企画を感づかれるのがオチです」

  　拓海は絶対に「浮気するフリ」などやらない。そう言い切って、雅弥は唯一にして最大の理解者である玉緒を見た。玉緒は力強く頷うなずくと、雅弥の言葉を引き継いで、キッパリと言い放つ。

  「つまりこのどっきりを成功させるには、拓海さんに嘘をつかせるのではなく、彼に本気で浮気してもらう必要があるのです」

  「会長!?」

  　話が予想外の方向に進んで、雅弥が声を裏返らせる。珍しく狼ろう狽ばいする雅弥を見て玉緒が不思議そうな顔をするが、彼女が自分の失言に気づくより早く、杏子が机を叩たたきながら立ち上がった。

  「たしかに玉緒の言う通りね。こうなったら拓海を本気で浮気させるしかない！」

  「大喜びで何言ってるんですか！　第一、拓海は浮気など絶対にしません！」

  「ちっちっちっ。甘いね、雅弥。拓海だってしょせんは年とし頃ごろの男の子。頭の中ではエロい妄想が渦巻いているに決まってる。美女に誘惑されれば過ちの一つや二つ犯すこと間違いなし！」

  「九月を騙す作戦会議」だったはずが、いつの間にか「拓海を誘惑する作戦会議」になっていることに、雅弥は動揺を隠し切れない。そんな慌てふためく雅弥へ、一応教師である古都乃は落ち着いた物腰で語りかけた。

  「落ち着け。杏子だって何も本気で浮気させようと言っているわけじゃない。ようは、会澤が浮気していると周囲に思い込ませればいいだけの話だ」

  「そうそう。勘違いされるようなシチュエーションさえ作ってくれれば、あとは私が事実をちょっとだけ捻ねじ曲げた噂うわさを学校中に広めてあげるから」

  「恐ろしいことをさらっと言わないでください」

  　杏子の冗談が冗談に聞こえなくて、雅弥は厳しい目つきで睨にらみつける。何しろ杏子は「歩くゴシップ三面記事」の異名を持つほどの、火のないところに煙どころか山火事を起こすような超弩ど級きゆうワイドショー人間である。杏子が噂うわさを広めるに任せていたら、拓海は間違いなく学園にいられなくなる。

  　拓海を浮気させるべきか否か。両軍の熱いバトルを眺めていた柚雪は、人差し指でこめかみを押さえながら、難しい顔でたどたどしくも黒板にこれまでの概要をまとめた。

  

  【どっきり作戦手順】

  　①美女が拓海を誘惑する。

  　②拓海のエロスがボンバーする。

  　③町中に拓海のエロスな噂が広まる。

  　④九月が「拓海が浮気した」と誤解する。

  　⑤修羅場。

  　⑥「どっきりでした！」ちゃんちゃん。

  

  「うーん、こんな感じカナ？」

  「柚雪先輩。さっさとそれを消してください」

  　全身から怒りのオーラを漂わせながら、雅弥が黒板に書かれた怪しい手順の数々を指し示す。後輩に命令されて、「えー」と不満そうに唇を尖とがらせる柚雪。

  　反抗的な姿勢を貫く雅弥に対して、古都乃はため息交じりに立ち上がると、手のひらをテーブルに叩たたきつけた。

  「加か賀が雅弥！　貴様も生徒会副会長なら、歌劇学園がどういう場所かよくわかっているはずだ。我々の目的は高い視聴率を稼ぐこと。そして、この企画は間違いなく視聴者の興味を惹ひく。このどっきりならば視聴率を稼げるのだ！　この案に反対するのなら、これ以上に視聴率を稼げそうな案を提示してみせろ！」

  　いきなり言われても対案など出るはずがない。怒鳴られた雅弥が歯は噛がみしながら口ごもると、古都乃は腕を組み、鼻で笑うように相手を見下した。

  「思い出せ。ＢＳカゲキでは、貴様も私たちとグルになって会澤を騙だましていたではないか。今さら善人ぶったところでどうなる。我々は、しょせん同じ穴のムジナだ」

  　古都乃の発言を、雅弥は侮辱と受け取った。拓海を無二の親友と信じる雅弥にとって、その言葉は最大級の侮辱に等しかった。雅弥は怒りも露あらわに立ち上がると、そのまま古都乃に詰め寄ろうとして――。

  「雅弥さん」

  　彼の手に柔らかな何かが触れて、雅弥は思わず足を止めた。

  　振り返れば、瞳ひとみを潤ませた玉緒が、興奮する雅弥の手をしっかりと握り締めていた。両手で雅弥の手のひらを包み込みながら、玉緒は静かに首を振る。指先から伝わる玉緒の温もりが、雅弥の熱くなっていた気勢を鎮めていく。

  「……すみません。柄にもなく興奮してしまったようです」

  　玉緒に余計な心配をさせたことを謝罪して、雅弥は椅子に腰を下ろした。

  　落ち着きを取り戻した雅弥は、迂う闊かつな自分を恥じて考えを改める。

  （そうだ。俺がここで暴走してどうする。ここで古都乃先生と取っ組み合いの喧けん嘩かをして何になる。冷静になって考えろ。拓海と九月を守れるのは俺だけだ。俺がここでやるべきことは何か考えるんだ）

  　悩める雅弥を勇気づけるように、玉緒がテーブルの下で彼の手を握り締める。雅弥を元気づけるように、玉緒が優しく指を絡める。そうやって雅弥が彼女の温もりに力づけられている間にも、一癖も二癖もある連中の会議は容赦なく続いていた。

  「問題は誰だれが拓海を誘惑するかだな」

  　黒板を眺めていた古都乃が、「①美女が拓海を誘惑する」という一文を見て、口元に手を当てる。一いち途ずな拓海が誘惑されるほどの美女とは、いったいどんな女性だろうか。

  　古都乃が悩んでいると、わざわざ彼女の視界に入るように杏子が力強く挙手をした。

  「そんな面白、もとい重要な役回り、私がやるに決まってるじゃない」

  　自信満々な態度で、杏子が拓海を騙だます美女役に立候補する。たしかに杏子は外見だけなら学園屈指の美少女ではあるが……。話を聞いていた雅弥は、冷めた声でつぶやかずにはいられない。

  「杏子先輩が男を誘惑できるとは思えませんが」

  「失敬な！　私が本気でアプローチすれば、どんな男だってイチコロで落ちるに決まってるでしょ」

  「杏子先輩に落ちた男を見たことがないのですが」

  「あんだと」

  　的確なツッコミを入れられて、首を九十度に折り曲げて荒々しくガンを飛ばす杏子。美少女にあるまじき振る舞いだ。

  　だが、たしかに杏子レベルの美人でもなければ、堅物の拓海をその気にはさせられないのも事実。古都乃は腕を組み、豊かな胸を寄せて上げながら考える。拓海を誘惑するとしたら、いったい誰が適任か。

  　歌劇学園の女子生徒で、どっきり企画に協力的で、拓海と面識があり、杏子にも劣らぬ美び貌ぼうで、男子を惹ひきつける女性的な魅力があって、重圧の中でも自然な笑顔を作ることができて、アドリブもこなせるだけの演技力があって……。

  　果たしてそんな人物がいるだろうか。悩みながら、古都乃は何気なく前を見た。

  　玉緒と目が合った。

  「……はい？」

  　テーブルの下で雅弥と手を繋つないだまま、玉緒は小さく首を傾かしげた。

  

  「あれ？」

  　放課後の自転車置き場で、自分の自転車を出そうとした拓海が不思議そうに声を上げる。この日、九月がドラマ撮影で急きゆう遽きよ居残りとなったため、拓海は一人寂しく自転車で下校しようとしていた。

  「パンクでもしたのかな？」

  　ハンドルから不自然な振動を感じた拓海が、手押ししていた自転車を止める。後輪を確認すると、今朝空気を入れたばかりのタイヤが見事なまでに潰つぶれていた。

  　どこかでガラスの破片でも踏んだかな？

  　パンクの原因を探って記憶の糸を辿たどってみるが、どうにも身に覚えがない。

  「押して帰るしかないか」

  　潰れたタイヤを眺めながら拓海が落胆のため息をつく。すると、まるで拓海が肩を落とすのを見計らっていたかのように、何者かが背後から声をかけてきた。

  「どうした、拓海。自転車がどうかしたのか」

  　聞き覚えのあるクールな声色に、拓海はすぐさま無愛想な親友の顔を思い浮かべて、苦笑交じりで振り返った。

  「うん。それがどうもパンクしたらしくてさ」

  「まあ、それはお困りでしょう」

  　雅弥だと思って声をかけたら、そこに立っていたのは美び貌ぼうの生徒会長だった。

  　予想外の人物の登場に動揺を隠せない拓海。慌てて付近を見回せば、雅弥は会長の背後に付き従うようにして立っていた。

  「どうして雅弥と会長が一緒に……」

  　言いかけて、拓海は自分のバカさ加減に呆あきれてしまう。生徒会長の玉緒と副会長の雅弥が一緒にいても、何もおかしなことはない。拓海は美び貌ぼうの生徒会長に会釈をすると、改めて雅弥に声をかけた。

  「えっと、雅弥。この辺りに自転車屋ってあったっけ？」

  「商店街まで行かなければなかったと思うが」

  　玉緒がニコニコと微ほほ笑えむ横で、雅弥が淡々と自転車屋の所在について説明する。「なんだか話しづらいな」と思いつつ会長へ愛想笑いを返す拓海。そして愛想笑いに微笑み返しする玉緒。そんな笑顔のキャッチボールを尻しり目めに、雅弥はその場で腰を屈かがめると、潰れたタイヤを間近で観察した。

  「ふむ。どうやらパンクではなさそうだ。何かの弾みでタイヤの空気が抜けただけだろう。ひょっとしたら誰だれかの悪いた戯ずらかもしれない」

  「へえ～。見ただけでパンクかそうでないかわかるなんて、さすが雅弥だね」

  　一目でパンクではないと見抜いた雅弥の脅威の眼力に、人を疑うことを知らない拓海は素直に感心する。

  「……たいしたことではない」

  　そして、なぜか目線を逸そらす雅弥。

  　雅弥の反応に首を傾かしげつつ、ともかくパンクではないとわかった拓海は考える。パンクではないのなら、空気を入れ直せばすむ話だ。どこからか空気入れを調達できれば無事に帰れる。

  　タイヤを睨にらみつけながら、「どこに行けば空気入れが手に入るか」と思案する拓海。そんな彼の思考を読み取ったのか、玉緒がにこやかに声をかけてきた。

  「私の家がこの近くですから、よろしければ空気入れをお貸ししましょうか？」

  「本当ですか！　ありがとうございます。助かります」

  「いえ。困ったときはお互い様ですから」

  　拓海から過分に感謝されて、玉緒は謙けん遜そんするように軽く手を振った。

  「いえいえ、本当に助かります」

  「いえいえいえ、どうぞお気遣いなく」

  「いえいえいえいえ……」

  　誠実な男と親切な女が、互いにお辞儀をしながら感謝の応酬を繰り返す。そんなハートウォーミングなやり取りを、雅弥はなぜか冷めた目つきで眺めていた。

  「では家までご案内します。私についてきてください」

  「はい、よろしくお願いします。……あれ、雅弥は一緒に来ないの？」

  　無言で二人を見送ろうとしていた雅弥へ、拓海は自転車を手押ししながら声をかける。親友に同行を求められて、雅弥はまったく表情を変えることなく即答した。

  「俺はまだ生徒会の仕事が残っている。俺のことは気にせず二人で行くといい」

  「相変わらず忙しそうだね。わかった、それじゃまた明日！」

  　爽さわやかに手を振ると、拓海は何の疑いも抱かずに雅弥のもとを去っていった。自転車置き場に残された雅弥は、拓海と玉緒が楽しげに会話する様を直立不動の姿勢で見送る。

  　追いついた拓海に笑顔の玉緒が声をかけて、拓海もまた笑顔になって玉緒に話しかける。親密な雰囲気で会話のキャッチボールを楽しむ二人を見ながら、雅弥は何とももどかしい気分を味わっていた。

  「あの二人が親密にしているだけで、気分が落ち着かなくなるのはなぜだ」

  　正直者の拓海と善良な玉緒。そんな二人が一緒にいれば、どちらも笑顔になるのは必然。それはわかりきっているのに、二人が仲良くしているだけでなぜか心がざわめいてしまう。

  　雅弥にとって、拓海と九月のカップルは絶対だった。拓海の恋人は九月以外に考えられなかった。だからなのか。これから玉緒が拓海を誘惑するのだと想像しただけで、雅弥は無性に気分が悪くなる。

  「……どうかしているな」

  　つぶやいて、雅弥はその場で回れ右をする。残っている生徒会の仕事を片付けるため、生徒会室へ戻ろうと歩き出す。

  「やばっ」

  　……そこで雅弥は、校舎の陰に慌てて身を隠す黒い影を発見した。無表情に歩きながら、雅弥はまるで初めからそこに行くつもりだったかのように、物陰へと回り込む。

  「杏子先輩？」

  「ひゃうっ」

  　まんまと見つかってしまった杏子が意味不明な奇声を上げる。直後、杏子はなぜか卑屈に腰を折り曲げながら雅弥に向き直った。

  「べ、別に何もしてないって。ええと、いや、ほら、玉緒が上う手まくやれるか心配でさ、友人として陰から見守ってあげようと思っただけだから。あの玉緒がどんな手で男を誘惑するのか後学のために見学しようとか、そういうつもりじゃ全然ないから」

  「つまり野次馬ですね」

  　的確に指摘されて、図星をさされた杏子は両手の人差し指を頬ほおに当てながら「てへ」と笑って誤魔化した。いや、全然誤魔化せていないけれど。

  　ともあれ、杏子の「てへ笑い」にまったく興味のない雅弥は、小さく肩を落とすと、とりあえず実害はないと判断して野次馬根性丸出しの美少女に背を向けた。さっさと戻って生徒会の仕事を片付けよう。そう思いながら歩き出そうとして――。

  　不意に、楽しそうに語り合う拓海と玉緒の姿が脳裏をよぎった。

  「……杏子先輩」

  　いったい自分は何を気にしているのか。なぜこんなにも不安を感じるのか。答えが知りたくて、雅弥は杏子に問いかける。

  「先輩から見て会長は――由よし井い玉緒という女性はどういう人ですか」

  「は？　玉緒の性格なら雅弥もよく知ってるでしょ？」

  　杏子と玉緒は同級生で仲もいいが、玉緒と親しいという意味では生徒会副会長の雅弥も同様である。杏子は質問の意図がわからなくて、あえて質問に質問で返す。

  「どうしたの？　いったい雅弥は玉緒の何を知りたいの？」

  　問われて雅弥は考える。果たして自分は、玉緒の何を知りたがっているのか。

  　思い出すのは、ＢＳカゲキリベンジの企画会議の席でのこと。

  　玉緒は思いのほかあっさりと古都乃の命令を受け入れて、拓海を騙だます役目を引き受けた。雅弥は玉緒を信頼してどっきりに協力すると決めたが、心中は今も複雑である。

  　玉緒は何を考えているのか。玉緒は本当に雅弥の味方なのか。玉緒は拓海を本気で誘惑するつもりなのか。雅弥は知りたかった。もっと深く、玉緒のことを知りたかった。

  「ふーん。要するに雅弥も普通の男だってことか。つまんないわね」

  　雅弥の態度から何かを察したのか、杏子が面白くもなさそうに相あい槌づちを打つ。そのまま眉まゆをひそめて首を振り……何か閃ひらめいたのか、ぱっと表情を明るくした。

  「おっけー。そんなに知りたいのなら、雅弥だけに玉緒の秘密を教えてあげる。いい？　玉緒ってああ見えて実は――」

  　意味深な杏子の語り口に、興味を惹ひかれた雅弥が我知らず顔を近づける。そんな雅弥の態度に気づいた杏子は、開きかけていた軽口を閉ざし、真面目な顔で黙り込んでしまった。

  　じっと、杏子は雅弥の目を見つめる。

  「……ねえ、雅弥」

  　杏子が、常にない重々しい口調で問いかける。

  「玉緒が女子たちの間でなんて呼ばれているか、知ってる？」

  　玉緒の仇あだ名なを尋ねられて、雅弥は思いついた名前を順に上げていく。慈愛の人、癒やしの生徒会長、歌劇学園最後の良心……。清く、正しく、美しく、誰だれからも好かれる善良な生徒会長。そんな美び辞じ麗れい句くの数々で玉緒を称たたえる雅弥へ、杏子ははっきりと首を振った。

  「そんな綺き麗れいなものじゃないよ。玉緒のもう一つの仇名は……」

  　雅弥たち男子生徒が知らないところで、学園の女子たちが勝手につけた玉緒の仇名。男子は知らない、玉緒の隠された一面。玉緒は、同年代の女子たちから陰で何と呼ばれているのか。

  　それは、ただ一言。

  「……魔性の女、だよ」

  

  　会澤拓海にとって、由井玉緒という女性は雲の上の存在だった。

  　まったく面識がないわけではない。玉緒のことは雅弥からよく聞いていたし、彼女と直に会って挨あい拶さつされたこともある。

  　それでも、自身を平凡な小市民だと信じて疑わない拓海にとって、全校生徒の羨せん望ぼうを一身に背負う才色兼備の生徒会長は、自分とは異なる世界の住人としか思えなかった。

  「拓海さんは肉まんとあんまん、どちらがお好きですか？」

  　……だから、学校帰りに二人で買い食いするなど、拓海にとっては想像の範はん疇ちゆうを遥はるかに超えた異常事態だった。まさか全校男子の誰もが一度は憧あこがれる、天女のように清せい楚そで可か憐れんで美しい生徒会長が、僕と一緒にコンビニで肉まんを買い食いするなんて！

  　肉まんとあんまんのどちらを買おうか悩んでいる玉緒を見て、なんとなく夢を壊されたような、でも少しだけ彼女を身近に感じられたような、そんな不思議な感想を抱いてしまう拓海だった。

  「ありがとうございました！」

  　結局、拓海はあんまんを、玉緒は肉まんを買って、店員の元気な挨あい拶さつを背に受けながらコンビニを後にした。木枯らし吹く夕暮れの通学路で、拓海は空気の抜けた自転車を押しながら、年上の生徒会長に奢おごってもらったあんまんにかじりつく。

  「やはり寒い日は中華まんに限りますね」

  　拓海が美お味いしそうにあんこを頬ほお張ばるのを見て、玉緒はゆったりとした雰囲気を纏まといながら幸せそうに目を細めた。

  　――これはこれでいいかも。

  　実は意外と庶民的だった玉緒の素顔に、拓海の緊張の糸が自然と解ほぐれていく。

  　あんこの甘さに蕩とろけながら、拓海は思う。恋人の九月といるときは楽しくてテンションが上がるが、会長と一緒にいるときは気分が落ち着き心が安らぐ。どちらがいいというわけではないけれど、こんなゆったりとした時間もたまには悪くない。

  　会長と一緒にいる時間が、なんだかとても心地いい。

  「美味しい物を食べると、自然と笑顔になりますよね」

  　微ほほ笑えみながらあんまんを食べる拓海を見て、玉緒が嬉うれしそうに頬を緩める。

  「そうですね」

  　いつになくリラックスした気分で答えながら、拓海は隣を歩く玉緒を見つめた。玉緒は肉まんにかじりつこうと小さな口をいっぱいに開いている姿を見られて、照れたように頬を赤く染めた。

  　北風の吹く秋の夕暮れに、まるで二人の周囲だけが暖かな春の空気に包まれているかのようだった。

  　……じーっ。

  　男らしく豪快にあんまんを咀そ嚼しやくしていた拓海は、どこからか視線を感じて、もぐもぐと口を動かしながら周囲を見回す。

  　食べかけの肉まんを持った玉緒が、拓海の横顔をじっと見つめていた。

  　肩が触れ合うほどの至近距離で玉緒に見つめられて、拓海は無性にあんまんが食べづらくなる。そうしてあんまんにかじりつこうかどうしようか迷っていると、当の玉緒が囁ささやくようにつぶやいた。

  「あんまん、美味しそうですね」

  「え？　ええと……食べます？」

  「いいんですか？　すみません、催促してしまったようで」

  　態度は遠慮気味ながらも、目に見えて瞳ひとみを輝かせる玉緒。意外と食い意地が張っている生徒会長に苦笑いしながら、拓海は食べかけのあんまんを手渡しで差し出した。玉緒はあんこのたっぷり詰まったホカホカのあんまんを受け取ろうとして……自分が右手に肉まん、左手に学生鞄かばんを持っていることに気づく。

  　どうしよう、これではあんまんを受け取れない。でも鞄も肉まんも手放すわけにはいかない。悩んだ玉緒は決意をこめて頷うなずくと、そっと拓海の胸に身を預けた。

  　玉緒の髪から漂う甘い香りが、拓海の鼻び腔こうをくすぐる。硬直する彼に体を密着させたまま、玉緒は「あーん」と口を半開きにして、拓海の手に握られたままのあんまんにかじりついた。

  　拓海の親指に、玉緒の柔らかな唇が触れた。

  「ふふ。甘くて美お味いしいですね」

  　拓海の体から離れた玉緒は、あんこの甘さに蕩とろけるように、うっとりと目を細める。

  　玉緒の匂いを思い出して、なぜか背筋がぴんと伸びてしまった拓海は、奇妙にぎくしゃくとした動きで何度も頷いた。

  「お、美味しいですか。そ、それはよかったです」

  　背筋だけでなく、なぜか言葉遣いまで硬くなっている拓海だった。

  　いきなり緊張しはじめた拓海が面白く思えたのか。玉緒は楽しそうに相そう好ごうを崩すと、今度は自分が持っていた肉まんを拓海に差し出した。

  「お返しに、いかがですか？」

  　憧あこがれの先輩が、「食べて」と訴えながら食べかけの肉まんを差し出している。拓海は顔を仄ほのかに赤らめながら、言われるままに肉まんを受け取ろうとして……右手が自転車、左手があんまんを握っていることに気がついた。

  　拓海はおずおずと首を伸ばして、玉緒の手ずからに肉まんへとかじりつく。

  「どうですか？」

  「……美味しいです」

  「それはよかった」

  　まるで自分が褒められたかのように、玉緒が心からの笑みを零こぼす。

  　玉緒から愛情に満ちた笑顔を向けられて、なぜだかわからないが拓海は急激に落ち着きを失い、八つ当たりでもするように持っていたあんまんを猛烈な勢いで食べ尽くした。「がつがつ」という擬音が似合いそうなガサツな食べ方で、残ったあんまんを一気に飲み込む拓海。

  　乱暴な食べっぷりに「まあ」と目を丸くした玉緒は、行儀の悪い拓海の口元を見て……唇の端にあんこが残っているのを目ざとく発見して……。

  　音もなく玉緒の手が伸びて、細く綺き麗れいな指先が拓海の唇に柔らかな感触を伝える。突然唇を触られて拓海が動揺している間に、絹のように滑らかな玉緒の指は、彼の唇をなぞるようにして横へと移動した。

  　玉緒の指がそっと離れて――その指先に黒い塊が付着しているのを見て、拓海はようやく玉緒が口の周りに残っていたあんこを取ってくれたのだと気がついた。「そういうことか」と拓海が安あん堵どしたのも束の間、玉緒はピンク色の舌を出して、中指についたあんこをぺろりと舐なめ取った。

  　あんこの程よい甘さが気に入ったのか、玉緒は蕩とろけるような表情で中指を口に含む。ちゅうちゅうと蝶が花の蜜を吸うように、玉緒は甘い甘い中指を舌と唇で何度も舐なめた。

  　そして拓海は、なぜだか無性に走って逃げ出したい衝動に駆られていた。なぜ逃げ出したいのか、本人にもよくわからないけれど。

  　そのまま、玉緒が美お味いしそうに肉まんを食べ終わるまで、拓海はぎくしゃくとした動きのまま一言も声を発することができなかった。

  「そういえば、拓海さん」

  「は、はい！」

  　名前を呼ばれて、拓海は声を裏返らせながら背筋を伸ばす。過剰な反応を示す拓海が可お笑かしいのか、玉緒は表情を綻ほころばせながら彼の赤く火ほ照てった顔を見つめた。

  「拓海さんは今度の土曜日はお暇ですか？」

  「土曜日ですか？　えっと、特に予定はないですけど」

  「そうですか。では、私と二人きりで水族館へ行きませんか？」

  　自転車を押しながら拓海は考える。休みの日に会長と二人きりで水族館って……ええと、つまり、どういうこと？

  　どうやら緊張の連続で脳がオーバーヒートを起こしたらしい。これがデートの誘いであることに、拓海はなぜか気がつかなかった。明らかに混乱している拓海を見て、玉緒はくすくすと微ほほ笑えみながら、わざと遠まわしに勧誘する。
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  「実は水族館の入場券を二枚いただいたのですが、土曜日に限って誰だれも都合がつかなくて困っていたのです。かといってチケットを無駄にするのももったいなくて……。もし拓海さんの都合がよろしければ、私と一緒に行っていただけると助かるのですが」

  「あ、ああ、なるほど。チケットがもったいないからか。そういうことか」

  　事情を聞いてあっさり納得する拓海。というより、緊張しすぎて裏の裏を考える余裕がない。

  「どうですか。私とご一緒していただけませんか？」

  「で、でも僕なんかと行っても……」

  「私と一緒では嫌ですか？」

  　自転車を押していた拓海の手に、玉緒がそっと自分の手を添える。玉緒の肌の温もりと柔らかさを手の甲に感じて、拓海は咄とつ嗟さに彼女から目を逸そらした。

  「い、嫌じゃないですよ」

  「では私と一緒に行っていただけますか」

  「わ……わかりました」

  　どうにも断りきれなくて、ついに拓海は頷うなずいてしまった。頷いて、玉緒が嬉うれしそうに微笑むのを見て、拓海は胸が痛むのを感じながらも言葉を続ける。

  「でも、一つだけお願いがあります」

  「はい、何でしょう」

  「その水族館に、九月も連れて行っていいですか？」

  　拓海が発した言葉の意味が理解できなくて、玉緒は首を傾かしげる。真意が玉緒に伝わっていないと察して、拓海は詳しく事情を語った。

  「九月が――僕の彼女が、前から水族館に行きたいと言っていたんです。だから、土曜日は彼女を含めた三人で行くということでいいですか？」

  「ええと、入場券は二枚しかないのですが」

  「あと一人分は僕がお金を払います」

  「はあ、そうですか」

  　この状況下でも恋人のことを忘れない拓海の一いち途ずさに、玉緒は返答に困ってしまう。考えをまとめるように、玉緒は食べ終わった肉まんの下紙を几き帳ちよう面めんに折り畳み、それから改めて拓海と向き合った。

  「わかりました。私はご遠慮しましょう。水族館のチケットは拓海さんに差し上げますので、彼女と二人でデートを楽しんできてください」

  　そう言って玉緒は、彼女らしい愛情に満ちた笑顔を浮かべた。

  

  「というわけで、拓海さんにフラれてしまいました」

  　玉緒から爽さわやかに結果報告されて、夕方の進路指導室に集まった仕掛け人一同は（無表情を貫く雅弥を除いて）一様にがっくりとうな垂れてしまった。

  　自転車のタイヤに空気を入れた後、拓海と別れて学校へ引き返した玉緒は、進路指導室で関係各位に残念な報告を行っていた。事の顛てん末まつを伝えられ、作戦の失敗を確信した杏子は頭を抱えてしまう。

  「玉緒にここまでアプローチされながら、『水族館へは恋人も連れて行きます』と言い出す拓海の神経の太さに呆あきれるわ」

  「玉緒もかなり大胆に頑張ってくれたようだが、今回ばかりは相手が悪かったな」

  　古都乃が「拓海にフラれた玉緒」を慰める。古都乃から慰められた玉緒は、一瞬きょとんとした後、思い出したように手を振った。

  「大胆だなんて。私は別に……」

  「いや、みなまで言うな。誰だれも玉緒に魅力がないとは思っていない。お前は恥ずかしいのを我慢してよくやってくれた。ただ今回は少し、いやかなり、相手が朴ぼく念ねん仁じんすぎただけだ」

  「あの、ですから私は……」

  　玉緒が何やら訴えようとしているが、残念ながら作戦失敗に落ち込む古都乃はまるで聞く耳を持っていなかった。会話に割り込もうと四苦八苦する玉緒を遮さえぎって、雅弥がここぞとばかりに発言する。

  「そもそも拓海を浮気させようという作戦自体に無理があったのです。拓海は誠実な男です。あいつが九月を裏切るなど、期待するだけ無駄というものです」

  「誠実っていうか、一いち途ずっていうか、鈍感っていうか」

  　杏子が軽口で茶々を入れるが、雅弥はあえて無視を決め込んだ。杏子の発言をいちいち拾っていたら、いつまでたっても話が先に進まない。

  「そもそも今回の企画は『ＢＳカゲキリベンジ』でしょう？　ＢＳカゲキで騙だまされた拓海の仇かたきを討つのが目的のはずです。それが拓海を騙したのでは本ほん末まつ転てん倒とうではありませんか」

  「それを言われるとつらいね～」

  　全然つらそうではない物言いで、ひっくり返したみかん箱に座り込んだ柚雪が苦笑いを浮かべる。桃色リボンを揺らしながら愛想笑いする柚雪、眉まゆ毛げを八の字にして考え込む杏子、腕を組んだまま沈黙している古都乃を順に見回して、雅弥はあくまでも冷静に語り続けた。

  「拓海は絶対に九月を裏切りません。仮に拓海を騙したところで、それはＢＳカゲキのファンだった視聴者の反感を買うだけです。それでは『ＢＳカゲキリベンジ』の意味がない。九月へのどっきり自体には反対しませんが、そこに拓海を巻き込むことは、やはり避けるべきではないでしょうか」

  「つまらん正論だな」

  　ぽつりと古都乃がつぶやいた。聞き咎とがめた雅弥に睨にらまれて、古都乃は腕を組んだまま大きく肩を落とす。

  「つまらんが……お前の言い分は正しすぎて、ここで反論したら私が悪者にされてしまいそうだ」

  「古都乃先生は十分悪者ですよ」

  「ありがとう。なかなかの褒ほめ言葉だ」

  　雅弥と目が合って、古都乃は不敵に笑う。率先して汚れ役を引き受けている古都乃を見て、「こういう人も組織には必要なのだろう」と雅弥は思った。だからと言って、彼女のやり方を認めるつもりは毛頭ないけれど。

  「いいだろう。加賀の言う通り、会澤を巻き込まない方法を考えるとしよう」

  　結局、一番手強い古都乃が真っ先に折れたことで、会議の流れは一気に雅弥の側へと傾いた。途端に話は「拓海を騙すことなく九月にどっきりを仕掛ける」という方向でまとまっていく。

  「それじゃ、今日は時間も遅いし、話の続きは明日にしよっか。九月ちゃんに仕掛ける新しいどっきりの内容は、各自が次回までに考えてくるってことでいいカナ？」

  　強引に話をまとめて、柚雪は「ぴょん」と木箱から飛び降りる。雅弥が窓の外を見ると、夕焼けで赤みがかった空に一番星が輝いていた。

  「俺としたことが、時間がたつのも忘れて熱弁を振るってしまうとは」

  　拓海と九月のことになるとついムキになる自分自身を戒めながら、会議を終えた雅弥は生徒会室へ戻ろうと席を立つ。このところ睦月捜しとどっきり企画に時間を取られて、肝心の生徒会活動がおろそかになっている。そのせいで、雅弥はこれから残った生徒会の仕事を片付けなければならなかった。

  「あ、そうだ！」

  　突然声を上げた杏子が出口に立ち塞むさがる格好となって、雅弥と玉緒の退室を押し留める。古都乃と柚雪はすでに部屋を退出していて、進路指導室には雅弥、玉緒、杏子の三人だけが取り残された格好だ。

  「忘れるところだった。雅弥に伝えておきたいことがあるのよ」

  　杏子は両足を肩幅に広げると、腰に手を当てて熱っぽく語りはじめた。

  「実は、玉緒が拓海を女の色気でたぶらかしている間に調べておいたんだけど」

  「語ご弊へいのある言い方はやめてください」

  　杏子の冗談に雅弥が素早く反応する。生真面目な雅弥の態度に、杏子は一瞬だけ面白くなさそうに唇を尖とがらせてから、何事もなかったように話を戻した。

  「例の学生寮について、いくつか面白いことがわかったのよ」

  　睦月に関わる話だとわかって、雅弥の目つきが途端に鋭くなった。雅弥の食いつきのよさに満足しながら、杏子はおもむろに右手の指を三本だけ立てる。

  「情報は三つあるんだけど、雅弥は松竹梅のどれが聞きたい？」

  　なぜ学生寮の情報が三つもあるのか。意味がわからない雅弥は、ともかく話の腰は折るまいとして、適当に一つを選択した。

  「では、松をお願いします」

  「おっけー、松ね。ならば教えてしんぜよう。あれは今から七年前、歌劇学園の学生寮には仲のいい女子グループが住んでいました――」

  　とある夏の夜。彼女たちは火気厳禁の学生寮で花火をやろうとして、先生にこっぴどく叱しかられた。そこで女の子の一人がこっそり寮内に花火を持ち込み、部屋にみんなを集めて屋内で花火をやりはじめた。ところが、

  「寮は木造の建物だったから、花火が引火してあっという間に火の海に。このとき一人の女の子が酷ひどい火傷やけどを負ってしまって、結局学校を辞めることに……」

  「ちょっと待ってください。いったい何の話ですか」

  　雅弥に話を遮られて、杏子は「ちっちっちっ」と舌を鳴らしながら指を振る。

  「だから、私は寮がどうして閉鎖されたのか、その理由を調べたのよ。この火事が原因で寮は間もなく閉鎖されたんだって。みんなそう言ってるよ」

  「杏子の言う『みんな言ってる』はアテにならないですよね」

  　お淑しとやかに毒づく玉緒。その意見には全面的に賛成の雅弥だが、ともかく情報は情報として頭の片隅に留めておこうと考える。

  「それで、残り二つの情報とは何ですか」

  「竹と梅、どっちが聞きたい？」

  「……竹を」

  「おっけー。ここだけの話なんだけど、昔、歌劇学園にストーカーが侵入して大騒ぎになったことがあるんだって。それがなんと――」

  　かつて『学園カゲキ！』の熱狂的なファンが、ヒロインの女子をストーカーするという事件があった。犯人は学生寮に忍び込み、ベッドの下に隠れて彼女の帰りを待ち構えていたという。その後、様々な顛てん末まつがあって被害にあった女子生徒は学校を辞めてしまった。

  「これを機に、誰だれでも簡単に侵入できるような防犯設備の整っていない寮は廃止され、学校指定のマンションやアパートに生徒を分散して住まわせるようになった。その結果、部外者が在校生の住所を知ることはできなくなったんだって」

  「待ってください。さっきは寮が閉鎖されたのは火事のせいだと言っていませんでしたか？　閉鎖の理由が先ほどと違っているようですが」

  「そして梅の情報なんだけど」

  　雅弥のもっともな疑問を無視して、杏子は不気味な笑みを浮かべながら、世にも恐ろしい三つ目の情報を語りはじめた。

  「学生寮が閉鎖された真の理由。それはデンジャラスなＤ定食にあったの――」

  　歌劇学園の名物でもある恐怖のＤ定食。その食材として取り寄せた謎なぞの巨大怪生物が、調理場から脱走して大騒ぎになったことがあるという。

  「追い詰められた怪生物は学校の近くにあった学生寮へと逃げ込んで、たまたま通りかかった生徒の頭をパクリと……。怪生物に頭を噛かみ砕かれた生徒は退学を余儀なくされ、血の海となった寮は間もなく閉鎖に追い込まれた……」

  「まあ、なんて恐ろしい」

  　恐怖のあまり顔がん面めん蒼そう白はくになる玉緒。雅弥は純真な玉緒を一いち瞥べつして（しかし何もツッコミを入れることなく）お喋しやべり大好きな杏子を睨にらみつけた。

  「それで、どうして寮が閉鎖された理由が三つもあるのですか」

  「それがね、寮が閉鎖された理由を調べていくうちに三つの推論に行き着いたんだけど、どの話も真実味があってさ。結局、結論を一つに絞り込めなかったのよね」

  「明らかに最後の一つはデマだと思いますが」

  　雅弥が冷めた目つきで熱く杏子を見つめる。そんな二人の傍らで巨大怪生物の恐怖に怯おびえていた玉緒は、思い出したように杏子へと声をかけた。

  「それで、寮があった場所はどこだったのですか？」

  「場所？」

  　質問の意図がわからず小首を傾かしげる杏子。つられて小首を傾げる玉緒。見つめ合いながら頭上にクエスチョンマークを飛ばす二人に代わって、雅弥が冷静に話を引き継いだ。

  「何をとぼけたことを言っているのですか。俺たちは寮の場所を――睦月が住んでいた場所を捜しているのです。寮が閉鎖された理由など、この際どうでもいい」

  「……あ」

  　なぜか絶句する杏子。雅弥の眼光が鋭くなって、杏子は上下左右に視線を逸そらしながら「あーあーあー」と意味不明な発声を繰り返す。

  「あー、寮の場所ね。あー、場所。うん、もちろんそれも調べてるよ。えーと、でもさ、まだ確証がないっていうか、情報をまとめきれてないっていうか。とにかく、明日までには調べておくから。もうちょっとだけ待っててくれる？」

  　忘れてましたね？

  　喉のどまで出かかった言葉をかろうじて飲み込む雅弥は、見かけに寄らず優しい男だった。

  　雅弥に睨にらまれて、杏子は力無く笑いながら自分の鞄かばんを拾い上げ、ゆっくり後ずさりする。

  「さて、そろそろ帰ろうかな。学生寮っていうか、睦月の住んでた場所だよね、睦月の所在を捜してたんだよね。うんうん、ちゃんとわかってるから。ばっちりだから。もうちょっとだけ待っててね」

  　意味不明な言い訳を交えながら出口へと回れ右をした杏子は、そこで唐突に足を止めた。

  （……睦月？）

  　何かが引っかかって、杏子は立ち止まり考え込む。睦月、睦月、睦月……。なぜだろう、その名前が妙に引っかかる。同じ名前をつい最近どこかで見たような……。あれはいったいどこで見たのか。

  「どうかしましたか？」

  　雅弥に声をかけられて、考え込んでいた杏子ははたと我に返った。不自然な愛想笑いを雅弥へ向けて、杏子は何事もなかったように歩みを再開する。

  （ま、いいか。思い出せないのは、きっとどうでもいい内容だからだ。重要な情報じゃないから簡単に忘れるんだ。そうそう、そんなのいちいち気にする必要ないって）

  　何事もポジティブに考える杏子は、自身の貧困な記憶力を「新しい情報を覚えるために古い情報を忘れるのは自然の摂理」と正当化する。忘れることは生きていくうえで必要不可欠な行為！　忘れちゃうことの何が悪い！

  　こうして進路指導室を出る頃ころには、杏子は何が気になっていたのかも忘れてしまった。
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  「おんや～？」

  　自転車で土手の上を走っていた少女が、川岸で蠢うごめく何かを発見して間延びした声を上げる。左右のブレーキを同時に握って急減速すると、少女はポニーテールの髪を揺らしながら、土手の高みで自転車を降りた。

  「おーい、何やってんのー！」

  　自転車が倒れないよう足でストッパーを立てながら、少女は蠢く影へと呼びかける。無む闇やみやたらと元気のいい少女の声が聞こえて、黒い影はひょっこりと頭を上げた。

  「……睦月か」

  　黒縁眼め鏡がねのレンズが夏の日差しを反射する。睦月と呼ばれた少女は眼鏡の輝きに目を細めながら、毎日のように会っている無愛想な小学生――雅弥のもとへと駆け寄った。

  「こんな所で何やってんの？　ザリガニ釣り？　だったら私も混ぜてよ。こう見えても前の学校じゃザリガニ釣りの名人と呼ばれて……」

  「この川にザリガニはいない」

  　生真面目な雅弥が、睦月の冗談に真顔で言い返す。そんな彼の冷たい態度にも慣れたものなのか、睦月は自分の腰ほどもある草花を掻かき分けて、泥だらけの彼へと歩み寄った。こんな雑草だらけの場所で、雅弥はいったい何をしていたのか。

  「わかった！　四つ葉のクローバーを探してたんでしょ！　よっしゃ、私に任せなさい。こう見えても前の学校じゃクローバー探しの名人と呼ばれて……」

  「こんなに背の高いクローバーがあるか」

  　すくすくと育っている雑草を指さしながら、雅弥が無感情に言い返す。

  　最初に会った頃ころは無口だった雅弥も、最近では容赦なく言い返すようになっていた。「日に日に可愛かわいげがなくなっていく」と嘆き悲しむ睦月だが、当の彼女は最初に会ったときから無ぶ礼れい千せん万ばんだったので、彼の可愛げのなさは彼女の影響を受けた結果と考えられなくもない。

  「もったいぶらずに教えてよ～」

  　駄々っ子のように肩を前後に振って、回答をねだる睦月。似合わないぶりっ子を見せつけられて、雅弥は「面倒なやつに見つかってしまった」と全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めてため息をつく。

  「……勿忘わすれな草ぐさを探している」

  「ワスレナグサ？」

  　リリアンやゴム跳びよりも、サッカーや野球のほうが得意な睦月。男勝りな彼女は花にもまるで興味がなく、勿忘草の名前は知っていても、姿形はまったく想像できなかった。

  　いけない。これでは話を広げられない。

  　困った睦月は、自分で質問しておきながら、あえて勿忘草には触れない方向で話を進めることにした。

  「和服の次は花に目覚めたの？　わかった、それも女の子に好かれるための努力でしょ。そこまでしてモテる男になりたいんだ。涙ぐましいね～」

  　ケラケラと明るく笑う睦月。しかし、からかわれた雅弥は彼女を一いち瞥べつしただけで、そのまま何事もなかったように花探しを再開しはじめる。無視された格好の睦月は、つまらなさそうに頬ほおをふくらませてしまった。

  「花ねぇ……。これも例の『好きな人』へのプレゼント？」

  　好きな人の気を引くために、着物の勉強をしたという雅弥。縁日の夜に聞いたその話を思い出して、睦月は意地悪く問いかける。

  　そんな睦月の問いかけに、雅弥は口を閉ざしたまま小さく頷うなずいた。

  　雅弥が素直に肯定したのを受けて、なんとなくつまらない気分になる睦月。へえー。そんなにその子のことが好きなんだ。ふーん。

  　……そして、自分が不機嫌になっていることに気づいて大慌てて首を振る。

  「そうなんだ。雅弥みたいにかっこいい男の子から花なんて贈られたら、その相手はきっと胸キュンだね」

  「そう思うか？」

  　さっきまで無視を決め込んでいた雅弥が、睦月の何気ない一言に顔を上げて反応した。雅弥は相手の女性のことが本当に好きなのだとわかって、睦月は一瞬表情を曇らせて……すぐに過剰なほど明るく声を張り上げる。

  「もちろん！　雅弥から花をプレゼントされて、嬉うれしくない女の子なんていないよ！」

  「そうか。嬉しいか。うん、そうか」

  　無表情な雅弥が喜びを隠し切れずにいる。胸が苦しくなりながら……それでも、雅弥が本当に嬉しそうな顔をするので、睦月はデジカメを取り出さずにはいられなかった。

  　パシャ。

  　シャッター音が響いて、汗だくで草を掻かき分けている少年の姿が切り取られた。

  「また写真か。よく飽きないな」

  　無愛想な顔に戻って、雅弥が普段と変わらぬ冷めた態度を見せる。睦月は白い歯を見せると、愛用のデジカメを高々と持ち上げた。

  「私、写真って大好きなんだよね。だって写真を見れば、楽しかったことをいつでもすぐに思い出せるじゃない？」

  「今は楽しくないような言い方だな。懐かい古こ趣しゆ味みにはまだ若すぎるんじゃないか」

  「難しい言葉知ってるね。雅弥って本当に小学生？」

  　睦月が陽気に絡むが、無愛想な雅弥は黙々と花探しを続けるばかりだった。「ノリわる～い」と不満顔で叫んだ少女は、一つため息をつくとデジカメを持ったまま腰を屈かがめて歩き出す。

  　前屈みになった睦月が目の前を通り過ぎて、雅弥は眼め鏡がね越しに眉まゆをひそめた。

  「何をしている」

  　声をかけられて、睦月は背の高い雑草を掻き分けながら答える。

  「何って、一緒に勿忘わすれな草ぐさを探してあげようかと思って」

  「そんなことは頼んでいない。余計なお世話だ」

  「やせ我慢しなくていいから。一人より二人のほうが見つかる可能性は高くなるよ」

  「誰だれもやせ我慢なんてしていない」

  　背後で文句を垂れる雅弥へ、睦月はおざなりに手を振って応える。どうあっても彼女は花探しを手伝うつもりらしい。睦月の気まぐれに辟へき易えきしながら、雅弥は彼女を多少強引にでも追い払おうと罵ば声せいを浴びせるつもりで頭を上げた。

  　前屈みになっていた少女は、こちらへお尻しりを突き出すような体勢で雅弥の前に立っていた。

  　普段はまるで女を感じさせないくせに、今日に限って彼女はスカートをはいていた。

  「ところでさ」

  　前屈みのまま睦月が振り返って、雅弥は慌てて目を逸そらした。

  「一つ聞きたいことがあるんだけど」

  「なんだ」

  　ぶっきらぼうに答える雅弥。彼が目を合わせてくれないのを不満に思いながら、睦月はしゃがんだ姿勢のままアヒル歩きで近づいてくる。

  「その勿忘草ってさ、どんな形してるの？」

  「知らずに探していたのか」

  　雅弥が呆あきれ顔で彼女を見ると、なぜか睦月は自信たっぷりに「うん！」と頷うなずいていた。真面目に相手をしている自分が馬鹿らしく思えて、雅弥は片手で顔を覆いながらぼやいてしまう。

  「どうして俺はこんなやつのことを、こんなに意識して……」

  「何か言った？」

  「なんでもない。勿忘わすれな草ぐさは、背丈は二、三〇センチ。花は紫色。花びらは五枚。見み頃ごろはだいたい四～六月だといわれている」

  「見頃終わってるじゃない。とっくに夏本番だよ？　もうあまり咲いてないんじゃないの？」

  「だからなかなか見つけられずにいる」

  「あ、うん。ごもっとも」

  　雅弥に睨にらまれて、睦月は曖あい昧まいに頷いてしまう。ぼーっとしている睦月を見て、雅弥は「邪魔するならどっか行け」とか「手伝う気がないならどっか行け」とか「いいからとにかくどっか行け」とか、言ってやろうかと身構えた。

  　正直に言うと、彼はとても恥ずかしかった。好きな人のために泥だらけになりながら花を探す姿なんて、自分らしくないと思っていた。こんな格好悪い姿を、睦月には見られたくないと思っていた。睦月にだけは――。

  「それにしても、君にここまで猛烈にラブアタックされるなんて。花をプレゼントされる女の子が羨うらやましいな～」

  　ひょっとしたら、それはただの軽口だったのかもしれない。

  　しかし、睦月の何気ないつぶやきに雅弥は即座に反応してしまった。

  「勘違いするな。俺が花をプレゼントする相手は女の子じゃない」

  「じゃあ、男？」

  「違う。女の子ではなく、もっと大人の女性という意味だ」

  「大人の女性か。ひょっとして人妻とか？」

  「……たしかに人妻には違いないな」

  「ホントに!?」

  　驚きに目を丸くする睦月。雅弥はため息をつくと、勘違いしている彼女にもわかるよう簡潔に説明した。

  「俺が花を贈りたい相手は、母さんだ」

  「雅弥のお母さん？　ははあ、なるほど。つまり雅弥はマザコン……」

  　雅弥が眼め鏡がね越しに睨にらみつけて、咄とつ嗟さに睦月は目を逸そらす。そのまま彼女は草むらを調べるふりをすると、不自然なほどの大声で独り言を喋しやべりはじめた。

  「ふーん。そうかそうか、お母さんにプレゼントか。親孝行ってのはいいことだよね。うん、そっか、相手は母親か。あー、じゃあ私も勿忘草を見つけて、お父さんにプレゼントしちゃおうかな」

  「……ファザコン」

  　悪態をつかれて、少女は「でっへっへっ」と色気の欠片かけらもない笑みを浮かべた。

  　女らしさを微み塵じんも感じさせない笑顔に呆あきれながら、なんとなく、雅弥は睦月と最初に会った日のことを思い出していた。

  　縁日の夜、チョコバナナを食べながら彼女は自分の身の上話をした。両親が離婚して、今は父親と離れて暮らしていると言っていた。……睦月には今、花を贈るべき父親がいない。

  　他人の家庭の事情を詮索する気はない。自分の家庭の事情を話すつもりもない。雅弥にしてみれば、ただ単にマザコンの少年とファザコンの少女が泥だらけになって、時期外れの花を探しているだけ。

  　ただ、それだけ。

  「ねーねー。こんなところで探すより、花屋さんに行って買ったほうが早くない？」

  「駄目だ。自力で見つけることに意味がある」

  「意地っぱり……」

  　花探しにも飽きてきたのか、睦月は腰を屈かがめたままだんだんと口数が多くなっていた。年上のくせに甘えん坊な少女を冷たく突き放しながら、雅弥はなぜか頬ほおが緩むのを自覚してしまう。

  　一人で花を探していても何も感じなかったのに。睦月がそばにいるだけで、どうしてこんなに楽しいのだろう。睦月の声を聞くだけで、自分はどうして冷静でいられなくなるのだろう。どうしてこんなにも心が豊かになるのだろう。

  　――どうして？

  「雅弥～、勿忘わすれな草ぐさについてもう一つ聞いてもいい？」

  　腰に手を当てて背筋を伸ばしながら、睦月が空を見上げるようにして問いかける。「さっきから探してる時間よりお喋しやべりしてる時間のほうが長くないか？」と思いつつ、雅弥は黙って彼女の話に耳を傾けた。

  　それを聞くのが当然のことのように、自然な口ぶりで、睦月は尋ねる。

  「勿忘草の花言葉って何？」

  　花を探していた雅弥の手が、ピタリと止まった。

  　ぎこちない動きで顔を持ち上げる雅弥。そっと前方を覗のぞき見ると、睦月が不気味なニヤけ顔を浮かべていた。どうやら雅弥のぎこちない態度から、自分の発言が核心を突いたと判断したらしい。

  　そっと中指で眼め鏡がねを押し上げながら、雅弥は内心の動揺をひた隠しにして返答する。

  「今は花言葉など関係ないだろう。だいたい、どうしてそんなことを知りたがる」

  「こう見えても私は脚本家志望だよ。ドラマで花言葉がキーワードになる展開なんて、王道中の王道でしょ。それで、雅弥がわざわざ時期外れの花を探しているのは、花言葉が理由なんじゃないかって思ったのよ」

  　睦月の勘の鋭さに、雅弥は「これが野性か」と感心してしまう。「野性の勘」だとは思われても、「女の勘」だとは思われないあたりが睦月の人となりを示している。

  「そ、れ、で、勿忘わすれな草ぐさの花言葉って何？」

  　雅弥の動揺を見透かして、睦月が緩みきった笑顔で近づいてくる。

  　もはや言い逃れはできないと悟ったのか、雅弥は足元を見つめながら肩を落とすと、ため息交じりにつぶやいた。

  「勿忘草は、英語名を『Forget-me-not』と言う。花言葉は……」

  　答えながら、雅弥は明るく笑う睦月を見ようとして、ゆっくりと顔を上げた。

  

  　微ほほ笑えむ彼女の手の中で、紫色の花が咲いていた。
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  　カサコソと紙の擦こすれる音が聞こえて、雅弥は閉じていた目を緩やかに開く。

  　どうやらうたた寝していたらしい。防音加工された白い壁と、窓の外に広がる星空を見て、雅弥は生徒会室で仕事をしながら意識を失ったのだと理解する。

  　ここ最近、睦月捜しで夜更かしをすることが多かったせいで寝不足気味だったのだろう。生徒会の仕事中に居眠りしてしまった自分を恥じながら、雅弥はおもむろに体を起こした。

  　椅い子すに座ったまま眠ったせいで、背中の節々がやけに痛む。雅弥は伸びをしようと立ち上がりかけて、そこでようやく自分の肩に女物のストールが掛けられていることに気がついた。

  　見覚えのあるオレンジ色のストールは、玉緒が普段ひざ掛け代わりに使っているものだった。どうやら玉緒が眠っている雅弥にかけてくれたらしい。玉緒の温もりを感じて、雅弥はストールを胸に抱き締める。自然と雅弥の表情も柔らかくなって……。

  「目、覚めた？」

  　思いがけず女性の声が聞こえて、雅弥は大慌ててストールを後ろ手に隠してしまった。いや、別にやましいことは何もないのだから隠す必要はないのだけれど。

  「どうしたの？」

  　心配そうに声をかけてきたのは、同級生の橘九月だった。カサコソと音を立てて地図を広げていた九月は、「慌てる雅弥」という天然記念物並みに稀け有うな光景を目の当たりして、驚きに目を丸くしている。

  「何でもない。気にするな」

  　懸命に鉄仮面を維持しながら、雅弥はさりげなくストールを椅子の上に置いた。九月の位置からはちょうど死角になる場所である。

  「九月こそ、こんな時間に生徒会室で何をしている」

  　冷静さを装いながら雅弥が珍客へと声をかける。雅弥の記憶が正しければ、九月が生徒会室を訪ねたのはこれが初めてのはずだった。

  「ちょっとね、撮影が長引いちゃって」

  　雅弥の問いに、九月は自然な笑顔で答える。

  「酷ひどいと思わない？　今日は本当なら拓海と一緒に下校するはずだったのに、いきなり撮影が入っちゃって、こんな時間までずっと居残りだよ。ありえないって」

  　笑顔で愚痴を垂れる九月を見て、雅弥は内心で申し訳なく思う。九月に急な撮影が入ったのは、放送部の差し金によるものだった。拓海と玉緒を二人きりで下校させるため、邪魔な九月を足止めする必要があったのだ。

  「なるほど。それで帰ろうとしたら、こんな時間まで生徒会室の電気がついているのに気がついて、様子を見に来たわけか」

  「まあ、うん。そんな感じかな」

  　笑顔のまま、九月が頷うなずく。

  　普段と変わらない九月の自然な表情を見て、なぜだか雅弥は不自然さを感じてしまった。言葉で説明するのは難しいが、何と言うか……九月の笑顔が自然すぎる。

  「俺が眠っている間、九月はここで何をしていたんだ？」

  「うん？　雅弥の寝顔を見てたよ。無防備な雅弥ってああいう顔するんだね」

  　自分はどんな顔をしたのだろう。気になった雅弥だが、そこはあえて追究しなかった。

  　雅弥の反応を楽しげに観察しながら、九月は持っていた地図をテーブルに広げる。それは睦月捜しで使っている、×印が記された歌劇市の地図だった。

  「睦月……さん、だっけ？　かなり本気で捜してるんだね。どう、見つかりそう？」

  「いや、まだ手がかりすら得ていない」

  「ふぅん、そうなんだ」

  　たいして興味もなさそうに、テーブルに指先をつけたまま、九月は地図の周囲を歩いて回る。

  「ちなみに、どんな方法で睦月さんを捜してるの？」

  　何気ない素振りで尋ねられて、雅弥は何の疑いも抱かずに答える。

  「今は睦月が住んでいた場所を手分けして捜している。歌劇学園に通っていた睦月は、歌劇市のどこかで一人暮らししていたはずだからな」

  「住んでいた場所？」

  　雅弥の話を聞いて、地図の周囲を歩いていた九月の足が止まった。

  「睦月さんの昔の住所を知って、それでどうするの？」

  「住所を手がかりにして睦月に関する情報を得る。たとえば、近所の住宅や商店に睦月のことを覚えている人がいるかもしれない。ひょっとすると、今でも睦月と交流を持っている人がいるかもしれない」

  「近所の人？　あ、そっか、住んでいた部屋そのものを調べるわけじゃないんだ。ふーん、なるほどね」

  　ぶつぶつとつぶやきながら、九月は広げられた地図を見下ろす。地図上には赤い×印が学園を中心にして放射状に広がっていた。

  「ここにある×印がその候補地ってわけね。なるほどなるほど」

  　表面上は興味深そうに、しかしどこか心ここにあらずといった様子で、九月は地図上の×印を指でなぞる。やおら、九月は明るい声で雅弥に提案した。

  「でもさ、もし住所がわかったとしても、七年前に中退した生徒のことなんて誰だれも覚えてないんじゃないかな。だったら住所なんて無駄なことに時間をかけるより、もっと別の手段を考えたほうがいいかもしれないよ？」

  　玉緒の提案した方法を真っ向から否定されて、雅弥の表情が心なしか険しくなった。雅弥は机に置きっぱなしにしていた手紙を拾い上げると、九月へと翳かざして見せる。

  「これは、つい最近睦月から届いた手紙だ」

  　封筒を見せながら、雅弥は本来なら切手が貼はられている場所を指で示した。

  　封筒には切手が貼られていなかった。消印も押されていなかった。

  「この手紙には消印がない。つまり、誰かが俺の部屋の郵便受けに直接投とう函かんしたということだ。この意味するところがわかるか？」

  　雅弥の問いかけに九月は無言で首を振る。雅弥は無表情のまま、はっきりと答えた。

  「睦月から手紙を託されて、俺に届けてくれた『第三の人物』が、この町のどこかにいるということだ」

  　九月の表情がかすかに険しくなったことに、しかし、雅弥は気づかない。

  「ふーん、なるほどね。歌劇市には睦月さんと手紙をやり取りするような、親しい人間が暮らしている。だから雅弥はその親しい人物が居そうな場所――睦月さんがかつて暮らしていた住所とその近辺を捜すことにした……」

  　雅弥の意図を理解した九月は大おお袈げ裟さに感心してみせて、それから反論した。

  「雅弥が睦月さんの知り合いを捜してるのはわかったわ。でも、その人物が歌劇市にいるとは限らないんじゃない？　別の町の人間が手紙を届けたのかもしれないし、ひょっとしたら睦月さん本人が直接雅弥の部屋に手紙を……」

  「それはない」

  　きっぱりと雅弥が言い切る。

  　学園の生徒はそれぞれが部屋を借りて一人暮らしをしている。そして、学園側は生徒の身の安全を守るため、彼らの住所を一般には非公開にしていた。

  　即すなわち、歌劇学園の関係者でなければ生徒の――加賀雅弥の住所を知ることはできない。歌劇学園と無関係の人間では、雅弥に睦月の手紙を届けることができない。

  「俺に手紙を届けた人物は、今現在、歌劇学園と何らかの関わりがあるのは間違いない。そして歌劇学園の関係者ならば、間違いなく歌劇市に住んでいる」

  　机に広げた地図を睨にらみつけながら、雅弥が言葉に意思を込める。

  「この町のどこかにいる睦月の知り合いを、俺は必ず見つけ出す」

  　このとき雅弥は地図を睨みつけていたから、九月の微細な表情の変化にも気づくことができなかった。

  「……雅弥は、そんなに睦月って子に会いたいの？」

  　質問されて雅弥が顔を上げる。思いがけず近くにあった九月の顔は、笑っているのにどこか儚はかなげで、雅弥はどう答えるべきか一瞬迷ってしまった。

  「だって、ずっと音信不通だったんでしょ？　手紙にも捜さなくていいって書いてあったんでしょ？　ひょっとしたら、その子は雅弥と会いたくないって思ってるかもしれないよ？」

  　九月に言われるまで、雅弥はそんなふうに考えたことは一度としてなかった。睦月が自分に会いたくないだなんて、想像すらしていなかった。なぜなら――。

  「約束したから」

  　自分の手のひらを……右手の小指を見つめながら、雅弥は穏やかに言葉を紡つむぐ。

  「『いつか必ずまた会おう』って、引っ越しの日に睦月と約束をしたから。だから俺は……」

  「人は、いつまでも同じ気持ちでいるとは限らないよ」

  　九月の囁ささやき。それを聞いた雅弥は、どういう意味か問い質ただそうとして、

  「こんばんは～」

  　扉を開けて部屋に入ってきた人物と目が合って、言いかけた言葉を飲み込んだ。

  「あ、九月。ここにいたんだ。捜したよ～。雅弥もこんな時間までお仕事ご苦労様」

  　明るく挨あい拶さつをしながら入室したのは、雅弥の親友であり九月の恋人でもある会澤拓海だった。彼は私服のセーターの上にロングコートとマフラーを装備したまま、暖房の効いた生徒会室へと足を踏み入れる。

  　第三の人物の登場に、最初に声を上げたのは九月だった。

  「拓海？　どうしてここに？」

  「『どうしてここに？』じゃないよ。九月が待ち合わせの場所にいないから、ずっと校内を捜し回ってたんじゃないか」

  「待ち合わせって、あれ、もうそんな時間？」

  　慌てて九月は床に置いてあった鞄かばんから携帯電話を取り出した。

  「うわ、ほんとだ。ごめんごめん」

  　明るく謝って、九月は荷物片手に拓海の腕を取る。親密そうに腕を組む恋人同士を見て、ようやく事情を察した雅弥が二人に尋ねた。

  「お前たち、こんな時間に学校で待ち合わせをしていたのか？」

  「まあね。九月の撮影が何時頃ごろに終わるかわからなかったから」

  　拓海が自分のマフラーを九月に巻いてあげながら、雅弥の質問に答える。拓海が嘘うそをつけない性格だと知っている雅弥は、彼の言葉を額面通りに受け取って、改めて質問をし直した。

  「こんな時間に待ち合わせをして、今から二人でどこかへ行くのか？」

  「うん。ちょっと宝探しに……」

  「わぉう！」

  　いきなり奇声を上げた九月が、ぬぼーっと立っている拓海の脛すねを思い切り蹴けり上げた。弁慶の泣き所を容赦なく蹴り飛ばされて、拓海は悲鳴を上げて膝ひざを抱えながら前まえ屈かがみになり、その弾みにテーブルの角に額をぶつけて悶もん絶ぜつしながら背後に仰のけ反った。

  「急に賑にぎやかになったな」

  　悶絶する拓海と謝りながら介抱する九月を見て、雅弥がクールに呆あきれている。拓海がようやく片足で立ち上がったのを確認してから、雅弥は再度二人に声をかけた。

  「それで、宝物とはいったい何の話だ？」

  「雅弥には関係ないから！」

  　バッと片手を突き出して、答える意思がないことを全身でアピールする九月。

  　質問に一切答える気がない九月と、今頃になって自分の失言に気づいて口を押さえる拓海。そのコントラストの妙に、雅弥は俄が然ぜん好奇心を刺激されてしまった。触るなと言われると余計に触りたくなる。人間とは業ごうの深い生き物である。

  「そう邪険にするな。探し物なら俺も手を貸そう。いったい何を探しているのだ？」

  「雅弥には関係ないって言ってるでしょ！」

  　ムキになって言い返す九月。そのツンケンとした態度が雅弥の好奇心を刺激していることに、彼女はまだ気づいていない。

  　眠気も覚めてようやく頭が冴さえてきた雅弥は、正攻法では九月を攻略できないと判断した。賢人曰いわく、押してもダメなら引いてみな。

  「そうだな。こちらもいろいろと立て込んでいるから、お前たちの手伝いまで手は回らないかもしれない。だが、手を貸してほしいときはいつでも遠慮なく言ってくれて構わな……」

  「雅弥の手を借りることなんて金輪際ありえないから！」

  　断固として拒絶する九月。そこまで露骨に否定されると、さすがの雅弥もピュアなハートがブレイクしてしまう。無表情なまま黙り込んだ雅弥を見て、察した拓海が慌てて二人の間に割って入った。

  「ご、ごめん雅弥。でもこの宝物は九月が見つけなきゃ意味がないんだ。別に九月は雅弥のことを嫌ってるわけじゃないから、それだけはわかってあげてよ」

  「ああ、わかっている」

  　淡々と答える雅弥。何しろ彼は無表情なので、本当に気にしていないのか、内心で腸はらわたが煮えくりかえっているのか、傍はた目めからではまったく判断できない。

  　だが、拓海が仲裁に入ったことで九月も言い過ぎたと悟ったのか、反省していることを示すように雅弥の前でしおらしく頭を下げた。

  「ごめん。でも、この宝物は私が見つけなきゃいけないものなの。たとえ雅弥が探すって言っても、絶対私が先に見つけるから。だから余計なことはしないで」

  　最初は謝っていたはずが、最後はなんだか挑発しているようだった。美少女に謝罪兼挑発をされた雅弥は、あくまでも感情は表に出さずに挑戦を受けて立つ。

  「つまり、俺にその宝物は見つけられないと言いたいわけだな」

  「そうは言ってないわ。けど、絶対に私が先に見つけ出すから、雅弥が探しても意味がないって言ってるの」

  「ふむ。では、もしも俺が先に宝物を見つけたらどうする？」

  「そのときは雅弥の言うことを何でも聞いてあげるわ。そんなこと絶対にありえないけどね！」

  「面白い。その挑戦、受けて立とう！」

  「ふ、二人とも、話が変な方向に進んでるよ？」
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  　慌てて拓海が仲裁に入って、挑発していた九月と挑発されていた雅弥ははたと我に返る。自分の失言に青ざめる九月と、ムキになっている自分を反省する雅弥。

  　落ち着きを取り戻した雅弥は、一つ深呼吸をして冷静な目で九月を眺めた。九月は顔が青ざめていて目に見えて狼ろう狽ばいしている。どうやら自身の発言を心から後悔しているらしい。友人を困らせるのは雅弥の本意ではないので、彼は場を取り持つように自分から声をかけた。

  「まあいい。俺もお前たちの邪魔をするつもりはない。気がすむまで二人で宝探しをするといい」

  　自分は宝探しに関わる気はない。そう宣言されて、九月は鞄かばんを胸に当てて安あん堵どする。露骨に安心する九月を見て、心のどこかに引っかかるものを感じながら、雅弥は最後に一言だけ付け加えた。

  「だが、これだけはわかってくれ。九月を怒らせる気はなかった。俺はただ、お前たちの力になりたかっただけなんだ」

  「……うん。わかってるよ」

  　頷うなずく九月。思いがけず素直に頭を下げられて、雅弥のほうが逆に戸惑ってしまう。

  「今日はもう仕事をする気分ではないな。俺も帰るとしよう」

  　心持ち大きな声でつぶやいて、雅弥は鞄を取りに机へと戻る。

  「それじゃ、僕たちもそろそろ行こうか」

  　雅弥の背後で、拓海が九月に優しく声をかける。出口へ向かう二人の靴音を聞きながら、雅弥は自分の鞄を拾い上げて……。そこで、椅い子すに置きっぱなしにしていたオレンジ色のストールが目に入った。

  　なんとなく玉緒の顔を思い出して、雅弥はすぐさま自分の鞄を開き、手を入れる。雅弥が鞄から取り出したものは、宛あて名なの書かれていない茶封筒。

  「拓海」

  　呼び止められて、脛すねをさすりながら部屋を出て行こうとしていた拓海が立ち止まる。振り返った親友へ、雅弥は持っていた茶封筒を突きつけた。

  「会長からお前宛に預かっていたものだ」

  「会長から？」

  　ひょこひょこと歩み寄って封筒を受け取った拓海は、その場で封を開けて中身を確認した。封筒の中から出てきたのは、水族館の入場チケット二枚。入場券を見た拓海は一瞬考えて、それから下校時の玉緒との会話を思い出して「あっ」と声を上げた。

  「たしかに渡したぞ」

  　用件だけを伝えて、雅弥は興味のない素振りで鞄を閉じる。そのまま雅弥が部屋を出ようとしたとき、背後から拓海の照れたような声が聞こえてきた。

  「ええと、あの、九月は、今度の土曜日ってヒマ？」

  「土曜日？　午後からなら空いてるけど」

  「じゃあさ、僕と一緒に水族館に行かない？」

  　付き合って一年になるカップルが、初々しくデートの約束を交わしている。

  （邪魔者は退散するとしよう）

  　足音を忍ばせるように出口へと向かった雅弥は、二人に背を向けたまま内心で苦笑いする。

  　ついさっき九月は言っていた。「人はいつまでも同じ気持ちでいるとは限らない」と。

  　それでも雅弥は信じたかった。いつまでも初々しさを忘れない友人たちのそばで、彼は信じ続けていたかった。

  　何年たとうと、何十年たとうと、変わらない思いはあるはずだと。

  　いつまでも、変わらない思いはあるはずだと。



  


  第四幕　木曜日

  

  「いいですか。九く月がつはああ見えて金の亡者です」

  　早朝の進路指導室。恒例となったＢＳカゲキリベンジの会議の席で、雅まさ弥やは彼らしい冷然とした口調で話を切り出した。

  　今朝の議題は「橘たちばな九月に仕掛けるどっきりの内容」について。拓たく海みと九月の仲を壊さずにどっきりを仕掛ける手段について、雅弥は自ら提案を行っていた。

  「九月は金に目がありません。彼女ならば、大金を目の前にぶら下げてやれば大抵のことはやるでしょう」

  　容赦のない物言いで、雅弥は友人の守しゆ銭せん奴どぶりについて熱心に語る。

  「そこで、大金をエサにして九月に無理難題をふっかけるというのはどうでしょうか。金のために九月がどこまで要求を呑のめるか、彼女の忍耐力を試すのです」

  　前回の会議が終わってからずっと、雅弥は九月へのどっきりをどうすべきか悩んでいた。何しろ放っておいたら杏きよう子こや古こ都と乃のが「拓海と九月を別れさせるどっきり」を懲りずに提案しかねないのだ。視聴率の権化たちより先に、九月にとって害のないどっきり案を提示すること。それが、この場における自分の役割だと雅弥は考えていた。

  　視聴率の鬼たちから九月を守るため、雅弥はあえて提言する。

  「最初は簡単な要求から始めて、最終的に『これは受けられないだろう』という要求を突きつける。果たして九月は金のためにどこまで我慢できるのか、公開実験するという趣向はどうでしょうか」

  　雅弥が提案している間、隣席の玉たま緒おはにこにこと微ほほ笑えみ、童顔の柚ゆず雪きは木箱に座ったまま足をぶらぶらさせ、杏子は自慢の黒髪を指先でくるくると弄もてあそび、古都乃は腕を組み足を組んで険しい顔つきで考え込んでいた。

  「……どうでしょうか？」

  　プレゼンテーションを終えた雅弥が沈黙を続ける女性陣を見渡す。心持ち自信なさげな雅弥の声に、最初に反応したのは杏子だった。

  「雅弥にしつもーん。九月ってそんなに金の亡者なの？」

  「はい、彼女は金の亡者です。どのくらい亡者かと言えば、九月の夢は何だと尋ねたら『マネーだ』と即答するほどの金の亡者です」

  「そ、それはたしかに金の亡者だね」

  　雅弥の説明を聞いて納得する杏子。続いて発言したのは、見た目小学生の十八歳、安やす原はら柚雪だった。

  「具体的にどんなことを彼女にやらせるつもりなのカナ？」

  「それは……おいおい考えます」

  　時間が足りなくて詳しい内容までは考えていなかった雅弥。とはいえ冷れい静せい沈ちん着ちやくが板についているので、ただ「わからない」と切り返すだけでもかなり様になっている。雅弥の冷静な態度を見て「そういうものか」と納得した柚雪は、それ以上質問をしてこなかった。

  　黙り込んだ柚雪に代わって発言したのは、一番の難敵、古都乃である。

  「案は悪くない。あとは何をやらせるかで企画の面白さが決まるだろうな」

  　反対意見が出てくるのを覚悟していた雅弥は、古都乃が乗り気になっていると知って内心で安あん堵どした。古都乃が味方につけば企画は通ったも同然である。

  　古都乃は考える。どんなに大金を積まれても絶対にやりたがらない仕事とは、果たしてどのようなものか。

  「思いついたぞ。例えば、心霊スポットを一人でレポートさせるというのはどうだ？」

  「それは古都乃先生が個人的にやりたくない仕事ですよね」

  　自分中心の視点で話す古都乃を、杏子が陽気にたしなめる。

  「そんなのより、九月にヌードモデルを依頼するってのはどう？　これならスケベな男性視聴者がこぞって番組を見ること間違いなし！」

  「杏子先輩は番組を潰つぶす気ですか」

  　陽気に親指を突きたてる杏子を、雅弥が殺伐とした声でたしなめる。杏子の場合、冗談と思わせておいて実は本気だったりするから油断できない。

  　ともあれ、こうして杏子と古都乃を中心とした喧けん々けん諤がく々がくの討論会は幕を開けた。新たな議題は、「九月に大金を積んで何をやらせるか」。

  　だが、橘九月は誰だれもが認める美少女であり、一年生にしてヒロイン役をゲットしたほどの演技派であり、突然のアドリブにも対応できる柔軟性があって、スポーツ特待生に選ばれるほどの運動神経の持ち主でもあった。考えれば考えるほど、大抵の無理難題はこなせてしまうような印象が九月にはある。

  「九月が絶対に受け入れない要求って何だろうね？」

  　杏子が疑問を口にして、その場にいた全員が一斉に考え込む。この難問に答えを提示したのは、それまでずっと沈黙を貫いていた玉緒だった。

  　ぽつりと、玉緒はつぶやいた。

  「やはり、拓海さんと別れることではないでしょうか」

  「それだ！」

  　玉緒のつぶやきを聞いて、古都乃が興奮気味に立ち上がった。驚く玉緒の眼前で、古都乃はテーブルに両手を叩たたきつけて、迫力ある声で力説する。

  「目の前に大金を積まれても純愛を貫き通せるか！　九月は愛を取るか、それとも金を取るか。なるほどこれは面白い。さすがは玉緒、なかなかエグいことを思いつく！」

  「あの、私はそういうつもりで言ったわけでは……」

  「九月へのどっきりはこれで行くぞ！　大金を積まれた九月は、拓海への愛を貫き通せるのか！　この企画なら、ＢＳカゲキで二人を応援していた視聴者は絶対に番組を見るに違いない！」

  　おろおろとうろたえる玉緒をよそに、古都乃が九月の愛を試すべきだと主張する。その力説を受けて、雅弥は表情を強こわ張ばらせた。

  （拓海を巻き込まない企画を考えたつもりが、どうしてこうなってしまうのか）

  　だが、古都乃の提案に雅弥は表立って反対しなかった。なぜなら、九月が金に目が眩くらんで拓海と別れるとは到底思えなかったから。そう確信させるだけのいちゃいちゃラブラブっぷりを、雅弥は毎日のように見せつけられていたから。

  　おそらく九月が金よりも拓海を選ぶことで、このどっきりは失敗に終わるだろう。だが、古都乃のゾンビどっきりからもわかるように、結果が失敗でも過程が面白ければそれで番組は成立する。九月と拓海の仲には何の影響も及ぼさず、どっきりの収録が終わるのなら、古都乃の案も許容できると雅弥は判断した。

  　何より、拓海を誘惑して浮気させる計画に比べれば、こちらのほうが百万倍マシだ。

  「でもさでもさ」

  　黒板に「橘九月は愛と金のどちらを選ぶ？」と書きながら、柚雪が古都乃の熱弁を遮さえぎって発言する。

  「これって、もしも九月ちゃんが恋人よりお金を選んだりしたら洒落しやれにならないよね？」

  　柚雪がつぶやいて、全員の視線が一斉に雅弥へと向けられた。目線で見解を求められた雅弥は「それはありえないから安心していい」と断言しようとして……言葉に詰まる。

  （本当に「ない」と断言できるのか？　絶対に、九月は拓海を選ぶと言い切れるのか？）

  　雅弥の胸に湧わき上がる一抹の不安。その小さな不安の種を吹き飛ばしたのは、隣に座る玉緒の温もりだった。

  　玉緒の細い指が、迷っている雅弥の手を包み込む。雅弥の手を優しく温かく握り締めながら、玉緒はそっと囁ささやいた。

  「大丈夫です。あの二人は決して別れたりしません。雅弥さんも二人を信じて、はっきりと言ってあげてください」

  　拓海を誘惑したもののあっさりとフラれてしまった玉緒が、二人の愛の深さを保証する。信頼している玉緒に太鼓判を押されて、自信を深めた雅弥は力強く頷うなずき、明言した。

  「九月は必ず拓海を選びます。二人が別れるなど絶対にありえません」

  　――この一言で、九月を騙だます計画は動きはじめた。

  

  「あ、そうだ。忘れるところだった」

  　会議を終えた面々が進路指導室を出ようとしたところで、杏子がいきなり立ち止まった。行く手を塞ふさがれた格好の雅弥、玉緒、柚雪の三人が、行く手を遮る杏子の背後で立ち止まる。

  　長い髪をふわりとなびかせて振り返った杏子は、腰に手を当てて、なぜかやたらと偉そうに喋しやべりはじめた。

  「例の学生寮について調べてきたから、忘れないうちに報告しておくね。ところで雅弥？」

  「なんですか」

  「松竹梅のどれがいい？」

  「またですか」

  　辟へき易えきしながらも、雅弥は律儀に杏子に付き合って「松」を選択する。

  「おっけー。昔、歌劇学園でボイコット騒ぎがあったのは知ってる？」

  　杏子が語りはじめたのは、歌劇学園が創立されて間もない頃に起こった事件。

  　歌劇学園では毎日十五本のドラマ収録が同時進行で行われている。最近でこそノウハウができて撮影もかなり楽になっているが、すべてが手探り状態だった学園創立当初はハードスケジュールの連続だった。

  「初期の学園カゲキでは、生徒たちはそれこそ寝る間もないくらい忙しかったんだって。そんな折、出演者の一人が体を壊して入院する騒ぎが起こった。これをきっかけにして、生徒たちは学生寮に立てこもり、労働条件の改善を学校側に要求したのよ」

  　だが、寮はもともと違う用途で作られた建物を改築したものだったため、お世辞にも住み心地がいいとはいえなかった。長時間の立てこもりでストレスに悩まされた生徒たちは、やがて仲間割れを起こして……。

  「ボイコット騒ぎは短期間で終結、その後、立てこもりの拠点となった寮は廃止されることになったらしいよ。みんなそう言ってる」

  　話を聞き終えた雅弥が顎あごに手を当てて考え込む。ひょっとして、杏子先輩はまた同じ過ちを……。

  「杏子先輩。竹の情報を教えてください」

  「おっけー。昔、歌劇学園で食中毒事件があったのよ。時を同じくして寮の周辺でも異臭騒ぎが起こって、学校側は大事をとって学生寮を閉鎖へと……」

  「梅の情報をお願いします」

  「さるドラマのクライマックスシーンで、監督がインパクトのある場面を撮りたいって駄々をこねたの。で、『じゃあ適当に建物を爆破でもしてみよっか』って話になって、老朽化が進んだ古い建物である学生寮に白羽の矢が……」

  「ねーねー。さっきから何なのカナ。その大おお嘘うそ大会」

  　禁句を口にしたのは第三者の柚雪だった。苦労して集めた情報を大嘘呼ばわりされた杏子が、狐きつねのように目を吊つり上げて同い年の幼顔を睨にらみつける。

  「ほほぉ。いきなり私の情報を大嘘呼ばわりするなんて。なかなか言ってくれるわね」

  「え？　だって、どこから聞いても嘘八百だよね？　いかにもありそうな話を捏ねつ造ぞうするあたり、相当タチが悪いって言うか」

  「タチ悪くないわ！」

  　犬歯を剥むき出しにして反論する杏子。その剣幕から、杏子が自分の情報に相当の自信を持っていることが窺うかがい知れる。いったいどこからその自信が湧わいてくるのか、第三者の雅弥などは不思議でならないが。

  　ともかく、いがみ合う先輩二人を止めるのは、唯一の理性人である雅弥の役目だった。

  「二人とも落ち着いてください。それから杏子先輩。前にも言いましたが、俺が知りたいのは寮が閉鎖された理由ではなくて……」

  「雅弥は黙ってて！　これは私と柚雪の勝負なのよ！」

  　いつの間に勝負に？

  　呆あきれる雅弥を押しのけて、杏子が柚雪に詰め寄る。完全に蚊か帳やの外にされてしまった雅弥は、玉緒と顔を見合わせて呆れ顔で首を振るばかりだった。

  　邪魔者を排除した杏子が、前まえ屈かがみになって柚雪の頭に「ずいっ」と迫る。

  「さっき、私の情報が大おお嘘うそだって言ったわね」

  「うん。言ったよ」

  「ほー、ふーん、へー。そこまで大口叩たたくなら、当然、柚雪は寮が閉鎖された本当の理由を知ってるんでしょうね」

  「うん」

  「ほらごらん。何も知らないのに、どうして全部嘘だなんて言い切れ……知ってるの!?」

  　驚きに声が裏返る杏子。成り行きを見守っていた雅弥も当然のように驚き、同時に思い出していた。

  （そういえば、柚雪先輩は「なるほどかげき」のメインパーソナリティだった。あの番組では歌劇学園の歴史について詳しく紹介していたから、柚雪先輩が昔の学園の出来事に詳しくても不思議ではない）

  　納得する雅弥をよそに、柚雪は「ほえほえ」と頭上に擬音を浮かべながら、学生寮が閉鎖された本当の理由を語りはじめた。学園寮が閉鎖された、衝撃の真実とは！

  「建物がすっごくボロくて汚かったから、みんな寮に住もうとしなかったんだよ。それで寮生が一人もいなくなっちゃって、閉鎖されたんだ」

  「……え？　それだけ？」

  「それだけだよ～」

  　人が集まらなかったから寮閉鎖。ドラマチックな理由を期待していた杏子は、何の面白味もない平凡な真実を前にしてどうにも納得できないらしい。いきなり柚雪の肩を掴つかむと、ガクガクと前後に揺らしはじめた。

  「認めなーい！　そんなくだらない理由で閉鎖されるより、Ｄ定食の食材に生徒が頭を丸かじりされたほうがよっぽど面白いわ！」

  「面白くないからって事実を捏ねつ造ぞうしないでください」

  　雅弥が錯乱する杏子を羽交い絞めにして、囚とらわれの柚雪を解放する。前後左右に揺らされて両目が渦巻きになっていた柚雪は、ふらふらになりながらも何とか転倒だけは免れた。

  「ところで柚雪先輩。お聞きしてもよろしいでしょうか」

  　ぎゃーぎゃー喚わめく杏子を押さえつけたまま、雅弥が冷静に質問する。ようやく頭上を回っていたヒヨコが見えなくなって、柚雪はほえほえと頷うなずいた。

  「なーにー？　まーくんは寮について知りたいの？」

  「はい。学生寮がどこにあったかご存じですか？　ひょっとして、今はもう取り壊されてしまったとか？」

  「やだな～、何言ってるのカナ？」

  　独特の気の抜けるような、間延びした声で柚雪が答える。学園の歴史に詳しい先輩が語る、かつて学生寮として活用されていた建物。それは――。

  「まーくんも知ってるはずだよ。ほら、学校の敷地内にあるよね。長いこと使われていなくて、今ではすっかり廃はい墟きよと化したオンボロの建物が」

  

  「会長まで来なくても……」

  「いいえ、こうなったらとことん付き合います。乗りかかった船ですから」

  　曇天模様の空の下、イチョウ並木の間を制服姿の雅弥と玉緒が歩いている。実は物知り博士だった柚雪から学生寮の所在を知らされた雅弥たちは、放課後になるのを待って、さっそく現地へと足を延ばしていた。

  「そういえば前に杏子さんが言っていましたが」

  　雅弥と付かず離れずの距離を保って歩きながら、玉緒は周囲に群生しているイチョウの木を不安そうに見回す。

  「何でもこの辺りは『迷いの森』と呼ばれていて、訪れた者の魂を吸い取り、ゾンビにしてしまうとか……」

  「杏子先輩のホラ話は真に受けなくていいですから」

  「ええっ！　ホラ話だったのですか？」

  　本気で驚く玉緒。その反応に呆あきれながら、雅弥は「会長らしい」と納得もしてしまう。

  　北風に耐え、落ち葉を踏みしめ、張り出したイチョウの枝を潜り抜けて、ようやく二人が辿たどり着いたその場所は、かつて学生寮として使われていた建物――歌劇学園、旧校舎。

  　最近、きぐるみんの撮影でも使われた木造二階建ての古い建物を見上げて、雅弥は率直な感想を口にする。

  「なるほど、これは生徒に人気がなかったのも頷うなずける」

  　街灯すら見当たらない、幽霊が出ると評判の雑木林のただ中に、ぽつんとそびえ立つ廃墟と化した木造の旧校舎。ここに住めと言われたら、誰だれでも首を横に振るに違いない。

  　ともかく外から眺めていても話は始まらない。さっさと旧校舎に入ろうと歩き出した雅弥は、玉緒が後方で立ち止まっていることに気づいてすぐに足を止めた。

  「会長、どうかしましたか？」

  「すみません。杏子さんの話を思い出してしまって。彼女の話では、学生寮にはカップルの亡霊が出るとか……」

  「ではそこで待っていてください。俺は先に行きます」

  「ああ、待ってください！」

  　素っ気なく背を向けた雅弥に、玉緒は大慌てて走り寄る。中に入るのは嫌だけれど、一人で残されるのにも耐えられない。乙おと女め心の基本である。

  　歩きながら空を見上げた雅弥は、今にも雨が降りそうな黒雲を見て自然と肩を落とす。まだ日没まで時間があるというのに、陽光の差し込まない雑木林は日暮れよりもなお暗く、秋風に揺れるイチョウの枝は不気味な葉音を響かせていた。

  　……たしかに、幽霊が苦手な人には入りづらい場所かもしれない。

  「仕方がありません。会長は俺のそばから離れな――」

  　怖がりな玉緒に声をかけようとして、雅弥は何者かに背中を強く引っ張られた。振り返れば、不安そうに身を竦すくませた玉緒が、雅弥の服の裾すそをちょこんと指先で掴つかんでいた。

  「あの、少しの間だけ、こうしていてもいいですか？」

  　顔一面に不安の色を浮かべながら、玉緒が小声で懇願する。年上の美人に涙目で訴えられて、冷たくできるほど雅弥は空気の読めない男ではなかった。

  「……行きましょう」

  　無愛想を貫きながら、雅弥は玉緒の歩幅に合わせて歩き出す。旧校舎の玄関を潜くぐった後も、雅弥の背中は玉緒の震える指にずっと引かれ続けていた。

  　ギシ、ギシ。

  　廊下に足を踏み入れた途端、木造の床が軋きしんだ音を響かせる。玉緒の気配を背中に感じながら、雅弥は努めて冷静に校内を見回した。

  　旧校舎は、廃校となった古い木造校舎を歌劇学園の敷地内に移設して、さらに撮影用に改築した建物である。だが大金をかけて修復したにもかかわらず、ドラマで旧校舎が使われる機会は予想以上に少なかった。このまま使わずに放置するのはもったいないと考えた学園は、苦肉の策として二階部分を宿泊施設に改築したのだという。それが「学生寮」の前身となった。

  　今でも稀まれに撮影で使われているためか、校舎の外観と、一階にある教室、保健室、トイレ、職員室などはそのままの形で残されている。一階に学生寮らしき設備がないことを確認して、雅弥は立入禁止の札が掛けられている二階へ続く階段を上がった。

  　二階に出てすぐ、雅弥は洗面所に改造された大部屋を発見した。洗面所にはキッチンと食卓が備え付けられていて、簡単な料理ならここで作って食べられるようになっている。

  　長い廊下に目を向ければ、教室のあるべき場所がすべて個室に改造されていて、ぱっと見ただけでも十以上の扉が壁の片面に並んでいた。

  　雅弥が見た限り、この物件は風呂ナシ、冷暖房ナシ。トイレは学校の共同便所をそのまま流用。洗面所とキッチンは共用、歩くたびに床が鳴る築数十年の安普請で、周辺は鬱うつ蒼そうとした雑木林に囲まれていて、コンビニはおろか街灯の明かりすら見当たらない。無いもの尽くしの建物に唯一ついてくるお得情報と言えば、せいぜい心霊スポットの噂うわさくらいか。

  　生徒に人気がなくて閉鎖されたという話だが、むしろ一時期でも学生寮として活用されていた事実のほうが信じ難いほどだった。

  　――だが、睦月はここに住んでいたかもしれない。

  　睦月からの手紙にあった「門限」というキーワードから、雅弥は彼女が寮に住んでいた可能性が高いと踏んでいた。本当に睦月はここに住んでいたのか。ここに睦月の部屋があるのか。自らの目で確認するために、雅弥はこんな埃ほこりまみれの場所まで足を運んだのである。

  「部屋を虱しらみ潰つぶしに調べます。どこかに睦月が暮らしていた痕こん跡せきが残っているかもしれない」

  　用意しておいた軍手を玉緒にも与えて、雅弥は近い部屋から順に調査を開始した。

  

  　秋は太陽の沈む時刻が日に日に早くなる。昨日までは明るかった時刻が、今日は真っ暗ということも珍しくはない。そんな秋の日暮れの早さを、昔の人は井戸に落ちる桶おけに例えて「つるべ落とし」と呼んだという。

  　秋の日はつるべ落とし。あっという間に日が落ちて、用意のいい雅弥が懐中電灯を取り出す時刻になっても、二人は睦月の痕跡を見つけられずにいた。

  「雅弥さん、あと一部屋です。頑張りましょう」

  　黙々と作業を続ける雅弥を、玉緒が軍手の拳こぶしを握り締めて元気づける。何の手がかりも見つけられず落ち込んでいた雅弥は、玉緒に元気づけられて力強く頷うなずいた。玉緒が一緒にいてくれてよかったと、心の底から思いながら。

  　雅弥が足を踏み入れた最後の部屋は、これまで見てきた個室とまったく同じ間取りだった。

  　まず目に入るのは、備え付けのベッド、机、タンス。片側の壁は押し入れになっていて、正面の窓からは黄色く染まったイチョウの木が間近に見える。それらはこれまで見てきた部屋と同じ光景に思えるが……。

  「雅弥さん、どうかしましたか？」

  　入り口でいきなりしゃがみこんだ雅弥へ、玉緒が心配そうに声をかけた。雅弥は体勢を低くしたまま、部屋の床をじっと睨にらみつける。

  「足跡があります」

  「足跡？」

  　玉緒が雅弥の隣にしゃがみこむと、たしかに埃だらけの床に真新しい足跡がくっきりと残されているのがわかった。

  「つい最近、誰だれかがこの部屋に入ったようですね」

  　つぶやきながら、雅弥は足跡をじっと観察する。明らかにサイズの異なる足跡が二つあるため、最低でも二人の人間がこの部屋を歩き回ったと推測できる。

  　説明を受けた玉緒は、青ざめた顔で恐る恐る己の見解を口にした。

  「旧校舎で目撃されたというカップルの幽霊でしょうか？　幽霊なのに足があるなんて、日本も近代化した証拠ですね」

  　きっと動揺しているのだろう。幽霊が苦手な玉緒は、言ってることがかなり支し離り滅めつ裂れつだった。

  　もっとも、雅弥は玉緒の見解をあながち的外れとも思っていない。おそらく旧校舎でカップルが目撃されたのは事実なのだろう。金のない男女が、二人きりになれる場所を探して人気のない建物に忍び込み、ベッドのある部屋でいちゃいちゃと休憩していた……。

  　かなり具体的に状況を想像してしまった雅弥は、「とりあえず会長には黙っておこう」と固く心に誓った。おかげで幽霊だと信じ込んでしまった玉緒は終始怖がりっぱなしである。

  「ともかく部屋を調べてみましょう」

  　足跡は睦月と無関係だと結論づけて、雅弥は空き部屋の探索を開始する。

  「俺はタンスを調べますから、会長は机をお願いします」

  　年下の副会長にテキパキと指示されて、玉緒は「わかりました」と素直に頷うなずいた。埃ほこりだらけの机に歩み寄り、玉緒はたまった埃を払おうと息を吹きかける。

  「ふー……けほっけほっ」

  　予想以上に埃が舞ってしまった、玉緒は慌てて窓辺に駆け寄ると、ガタガタと音を立てながら錆さびついた窓を横に開いた。悪戦苦闘の末にようやく窓は全開となり、吹き込んだ風が窓枠に溜たまっていた埃を舞い上げる。

  「けほっけほっ」

  　まともに埃を吸い込んだ玉緒は、両手を左右に振りながら、窓の外へと上半身を突き出した。首を伸ばして新鮮な空気を吸い込み、玉緒はどうにか落ち着きを取り戻す。

  　埃が目に入ったのか何度も瞬きをした玉緒は、そこでようやく目の前で散っている黄色いイチョウの葉に気がついた。

  　窓の外には大きなイチョウの木が生えていて、窓枠のすぐそばまで太い枝が張り出していた。

  「……これって、まさか」

  　制服姿の玉緒が、短いスカートを気にすることなく窓枠へと足をかける。

  「何やってるんですか！」

  　窓から飛び出そうとしている玉緒を見つけて、慌てて雅弥が駆け寄った。だが雅弥が手を伸ばすより早く、玉緒は身軽に窓の外へと身を躍らせる。猛然とダッシュしていた雅弥は、勢いそのままに窓枠へと激突した。

  「会長！」

  　窓から身を乗り出した雅弥は、慌てて地面を見渡した。窓から落ちたはずの玉緒の姿は、しかしどこにも見当たらない。

  　ヒラヒラと風に舞う黄色い落ち葉。それを視界の隅に捉えて――風に舞う黄色の中に萌もえ黄ぎ色いろの揺れる何かが見えて、そこで雅弥は初めて正面を見た。

  　まず見えたのは、スラリと伸びた白い足。宙を舞う黄色い落ち葉。風に揺れる萌黄色のスカート。風に流れる、柔らかく美しい髪。

  　月光煌きらめく星空の下。歌劇学園の制服を着た少女が、両手を広げバランスをとるようにしてイチョウの枝の上に立っている。

  「見てください」

  　枝の上に立ったまま、玉緒が首を横に向ける。玉緒の横顔がはっきりと見えて、雅弥はつられるように旧校舎の外壁へと目を向けた。

  「窓の近くまでイチョウの枝がせり出しているのは、この部屋だけです」

  　玉緒の言う通り、窓の近くまでイチョウの枝が張り出しているのはこの一部屋だけだった。

  　睦月からの手紙には「門限を破ったとき、木の枝を伝って窓から部屋に入った」という記述があった。本当に枝を伝って窓から出入りできるのか、玉緒は身を持って確かめたのだと雅弥は理解する。

  「わかりましたから、早く部屋に戻ってください」

  　両手でバランスをとる玉緒へ、雅弥が声をかける。年下の少年に心配された玉緒は、子供のように無邪気に微ほほ笑えみながら、小刻みに足を動かしてその場で回れ右をした。

  　よたよたと小さな歩幅で歩きながら、玉緒が窓に近づいてくる。雅弥が身を乗り出すと、玉緒は背中を丸めてへっぴり腰の体勢で手を伸ばした。雅弥は玉緒の手首をしっかりと掴つかんで……軍手をしたままの彼女が、その手に何かを握り締めていることに気がついた。

  「しっかり捕まえていてくださいね」

  「え？」

  　雅弥が意味を理解するより早く、玉緒は枝を蹴けって、開け放たれた窓へとジャンプした。玉緒がいきなり飛び込んできて、雅弥は咄とつ嗟さに両手を広げて抱き留める。

  　大きな音を立てて、雅弥は背中から床に倒れ込んだ。倒れた拍子に埃ほこりが舞って、玉緒はまたもや咳せき込んでしまった。

  「けほっけほっ。だ、大丈夫ですか？」

  　雅弥を床に押し倒した張本人が、相手を押し潰つぶしたまま心配そうに声をかける。だが、玉緒の体をしっかりと抱ほう擁ようしていた雅弥は、質問に答えるだけの余裕を持ち合わせていなかった。

  　玉緒の背中に手を回したまま、雅弥は無意識に彼女を抱き締める。鼻に香る素肌の甘い匂いと、胸に押しつけられた豊かなふくらみと、自分の足をはさみこんでいる太ふと腿ももの熱い感触のせいで、雅弥は頭の中が真っ白になっていた。

  「あの、雅弥さん？」

  　起き上がろうと体を動かす玉緒。だが雅弥は離れようとする玉緒をきつく抱き寄せる。ぎゅう、と胸を締め付けられて、雅弥の耳元で玉緒は喘あえぐように吐息を漏らした。

  「……雅弥さん」

  　囁ささやいて、玉緒はゆっくりと右手を持ち上げる。握り締めた白い軍手が、雅弥の顔の真上でぴたりと止まった。

  「会長……」

  　つぶやいた雅弥の眼前で、音もなく玉緒の手が開き、軍手に包まれていたオレンジ色の何かがポトリと落ちた。落下した丸い物体は、雅弥の鼻の下にぶつかって……。

  「○△×□☆～!!」

  　オレンジ色の球体を跳ね飛ばして、ついでに玉緒の細い体も跳ね飛ばして、猛烈な勢いで雅弥が飛び起きる。と思ったら、今度は両手で顔を押さえて床の上をゴロゴロとのたうち回った。鼻の粘膜に突き刺さる強烈な腐臭。その汚物のような臭いがどうしても取れなくて、雅弥は軍手で何度も鼻の下を擦こする。

  　ようやく拘束から解放された玉緒は、床に転がっていたオレンジ色の物体を拾い上げると、のた打ち回る雅弥の前に差し出して見せた。

  「銀ぎん杏なんです♥」

  「なんて物を顔に乗せるんですか！」

  　銀杏とは、イチョウの木になる実のことである。種と呼ばれる部分には独特の食感があり、茶ちや碗わん蒸むしの具材として使われることでも知られている。特筆すべき特徴として、熟した銀杏は腐った汚物を溜ため込んで熟成発酵させたような強烈な刺激臭を放つことで有名だった。

  　どうやらイチョウの木に飛び移ったとき、玉緒は枝から銀杏をもぎ取っていたらしい。予想外の攻撃に雅弥が鼻を押さえたまま二の句が継げないでいると、玉緒は悪臭の発生源を手に乗せたまま穏和に微ほほ笑えんだ。

  「私、銀杏が大好きなんです。それこそ秋になると毎日のように食べていました。小さい頃ころは、近所の公園へ幼おさな馴染なじみと一緒によく拾いに行ったものです」
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  　当時の光景を思い出したのか。楽しそうに顔を綻ほころばせながら、玉緒は窓の外に広がる黄色い木々へと視線を移す。

  「ところで雅弥さんは覚えていますか？　睦月さんの手紙に書かれていた内容を」

  　問われて、鼻を押さえていた雅弥はようやく思い出す。そういえば睦月からの手紙にはこんな記述があった。

  『窓の外にある木を眺めながら、秋に実がなるのを楽しみにしていた』

  「銀ぎん杏なんは、秋の味覚だと思いませんか？」

  　睦月は、秋の味覚――銀杏がなるのを楽しみにしていた。

  　門限。窓から出入りできる大木。秋に実がなるのが楽しみ……。様々なキーワードが雅弥の脳裏を過よぎる。黄色い景色を見て、玉緒が持っている銀杏を見て、それから埃ほこりだらけの部屋を見回して、雅弥は確信した。

  　そうか、ここが――睦月の部屋。

  

  「なかなか匂いが取れませんね」

  　銀杏を窓の外に放り投げた玉緒が、軍手を脱いで手の匂いを嗅かいでいる。

  　ようやくショックから立ち直った雅弥は、玉緒の独り言を聞き流しながら、睦月の部屋を隅々まで調べ回っていた。

  　本当にここが睦月の部屋ならば、彼女の所在に関する手がかりがあるかもしれない。藁わらをも掴つかむ思いで押し入れを物色する雅弥へ、玉緒はベッドに腰掛けたままのんびりと声をかけた。

  「それにしても、雅弥さんが軍手を用意してくれていて助かりました。銀杏は素手で触ると肌がかぶれてしまいますから」

  「それを人の顔に落としたのは誰だれですか」

  　役者にとって顔は命。最悪の事態こそ免れたものの、もしも銀杏のせいで鼻の下がかぶれていたら、今後のタレント活動に重大な支障をきたしていたところだ。

  「自業自得だと思います」

  「む……」

  　にこやかに言い返されて、身に覚えのある雅弥としては反論のしようもない。……反論のしようもないので、仕方なく雅弥は話を逸そらすことにした。

  「そういえば、杏子先輩の情報の中に『寮で異臭騒ぎがあった』という話がありましたね。秋になるたびに建物の周囲で銀杏が落ちまくっていたら、それは騒ぎたくもなるでしょう」

  「杏子さんの情報は、どこまでが嘘うそでどこまで真実かわからないのが困りものですね」

  　にこやかに相あい槌づちを打ちながら、玉緒は窓の外に広がる黄色い風景へと目を向ける。

  「それにしても困りました。睦月さんについて聞き込みをしようにも、この辺りには銀杏以外に誰も住んでいません」

  「そうですね。その点はアテが外れました」

  　銀ぎん杏なんと人間を同格に扱う玉緒へ、雅弥は押し入れを抜け出しながら同意する。

  　睦月の住んでいた場所を基点にして、歌劇市のどこかにいる「睦月の知り合い」を捜し出す。そう計画を立てていた雅弥だが、この状況ではそれも叶かなわない。途方に暮れた雅弥は、制服についた埃ほこりを払い落として……。

  「……ん？」

  「どうかしましたか」

  　玉緒に尋ねられて、雅弥は手を翳かざすことで「静かに」と訴える。

  　ギシ……ギシ……。

  　沈黙した玉緒の耳に、床の軋きしむ音が聞こえてきた。

  　誰だれかがこの部屋に近づいている。そう思ったとき、真っ先に雅弥の頭に浮かんだのは、床に残されたカップルの足跡だった。

  （金のないカップルが休憩しに来たのか。まったく面倒な）

  　勝手に決め付けた雅弥は、不ふ埒らちなカップルを追い返そうと考えて、扉の脇わきに身を潜める。

  　ギシ、ギシ。床の軋む音が近づいて、雅弥が隠れている部屋の前でピタリと止まった。鍵かぎのかかっていない扉は簡単に開かれて、人影が無防備に足を踏み入れたところで……。

  　雅弥はいきなり、その人影の手首を掴つかんだ。

  「きゃ―――――っっっ!!」

  　突然金切り声を上げて、謎なぞの影は力任せに雅弥の手を振り解き、全速力で逃走しようと背後へ駆け出して、その場にいたもう一人の人物と正面衝突した挙句、もんどりうって無様に床に転がった。

  　騒動が一段落したところで、雅弥は持っていた懐中電灯で埃舞う廊下を照らす。筒状の光に照らされたのは、涙目でしがみつきながら拓海を床に押し倒している九月の姿だった。

  「……こんなところで何をしている」

  「え？　そ、その声は、もしかして雅弥の亡霊？」

  「ご期待に添えなくて申し訳ないが、一応俺はまだ生きている」

  　淡々と答えながら、雅弥は床に転がって抱き合うバカップルを見て、状況を理解しようと頭を働かせた。

  　どうやら先ほどの足音は九月と拓海のもので、いきなり腕を掴まれた九月が雅弥を幽霊だと勘違いして騒いだらしい。そこまではわかるが、これほど幽霊を怖がっている九月が、なぜ心霊スポットである旧校舎に忍び込んだりしたのか？

  　思いつく可能性は、一つ。

  　青い顔で震えている九月を尻しり目めに、雅弥は気性の優しい親友へと囁ささやいた。

  「拓海。学生だから金がないのは仕方がないし、ホテルに入りづらい気持ちもわかるが、だからといってこのような不潔な場所へ彼女を連れ込むのはどうかと思うぞ。金がないのなら、せめてお互いの部屋で――」

  「なに勝手に勘違いしてるのよ！」

  　さっきまで青い顔をしていた九月が、真っ赤になって雅弥を怒鳴りつけた。親切心のつもりで忠告していた雅弥は、いきなり叱しかられて不満そうに目を細める。そんな勘違い雅弥へ、押し倒されたままの拓海が思いつめた声で打ち明けた。

  「お互いの部屋って言うけどさ、前にも言ったけど、まだ九月の部屋に一度も入れてもらったことがないんだよね。ねえ、どうしたら部屋に入れてくれると思う？」

  「拓海もなに真面目に相談してるのよ！」

  　抱きついたまま怒鳴る九月。そんな賑にぎやかな雰囲気に引き寄せられたのか、部屋の中で息を潜めていた玉緒がひょっこりと廊下に顔を出した。

  「騒がしいようですが、何かあったのですか？」

  「あれ、会長？　どうしてこんなところに？」

  　つぶやいて、拓海は目の前に立っている雅弥を見上げた。そういえば、雅弥の服は心なしか汚れているような。まるで汚れた床の上で寝転がっていたみたいに……。

  「ご、ごめん気がつかなくて！　僕たちはすぐに退散するから、雅弥は会長とごゆっくり！」

  「待て」

  　気を利かせた拓海が九月を抱えて逃げ出そうとするのを、雅弥が襟えり首くびを掴つかんで止める。

  　結局、雅弥は来客二名を部屋に招き入れて、ここまでの一部始終を語って聞かせることになった。話を聞いてようやく誤解が解けた拓海は、安あん堵どのあまり大きく息を吐き出す。

  「よかった。それじゃ、雅弥と会長は付き合ってるわけじゃないんだね」

  「その通りだ」

  「なあんだ。僕はてっきり会長に二ふた股またかけられ――」

  　慌てて口を閉ざす拓海。どうやら拓海は先日の下校時のことをまだ真に受けていて、玉緒が自分のことを好きだと思い込んでいるらしい。虫も殺せないような玉緒が、拓海と雅弥に二股をかけたのではと心配になっていたようだ。

  「え、えっと、まあ、とにかく会長が誰だれとも付き合っていなくてよかったよ。あはは」

  「どうして会長がフリーだと拓海が喜ぶのよ」

  　目つきの怖い九月が、拓海のほっぺたを引っ張る。正直者の拓海は、恋人のヤキモチに上う手まい言い訳を返せなくてしどろもどろになってしまった。

  　ほっぺたをびろーんと引っ張られる拓海を見て、玉緒は一瞬きょとんとしてから、やおら照れたように俯うつむき、拓海へと声をかけようとする。

  「あの、その話ですが。実は私……」

  「ところで九月たちは何をしに旧校舎へ来たのだ？」

  　玉緒の言葉を遮さえぎって雅弥が二人に質問する。強引に会話を打ち切られた玉緒は、それでも何度か口を挟もうとして、結局上う手まくいかずにしょんぼりと肩を落とした。

  　対して質問された九月は、拓海のほっぺたから手を離して、どこか空々しい態度で視線をさまよわせる。

  「べ、別に、私たちは旧校舎に用事というか、その、ええと……」

  「ひょっとして例の宝探しか？」

  「う……」

  　雅弥が指摘すると、九月の表情があからさまに強こわ張ばった。どうやら図星らしい。

  　以前、九月と拓海が宝探しの話をしていたことを雅弥は思い出す。生徒会室で話を聞いていた雅弥は、宝探しの手伝いを申し出て、九月に激しい剣幕で拒絶されたのだ。

  「なるほど、旧校舎のどこかに宝物が隠されているのだな？」

  「……雅弥には関係ない話よ」

  　取り付く島もないとはまさにこのことで、この期に及んでも九月は雅弥の協力を断固として拒絶し続けていた。

  「そうか。そうだな。俺には関係のない話だ」

  　本人が望んでいないのならば、強引に手伝う義理もない。雅弥は素直に引き下がると、玉緒に目配せで合図を送った。玉緒は頷うなずき、二人は部屋の出口へと歩き出す。

  「俺たちは帰るから、お前たちは気がすむまで調べていくといい」

  　そう言って、雅弥はすれ違いざまに九月の肩へと手を置き、彼女の横を通り過ぎた。

  「宝物、早く見つかるといいな」

  　小声でつぶやいて、雅弥は部屋を出ていった。心のどこかで九月か拓海のどちらかが追いかけてくるかと期待したが、残念ながら床の軋きしむ音は聞こえてこなかった。

  「会長。ありがとうございました」

  　廊下を歩きながら、雅弥が唐突につぶやいた。隣を歩く玉緒の視線を感じながら、雅弥はあくまでも冷静に、彼らしい冷たい物言いで言葉を続ける。

  「会長に言われなければ、俺はここまで真剣に睦月を捜そうとしなかったでしょう。睦月の部屋まで辿たどり着けたのは、会長が一緒になって捜してくれたおかげです」

  「急にそんなことを言うなんて、どうしたのですか？」

  　尋ねられて、雅弥は歩きながら自分の手のひらをじっと見下ろした。

  　じっと、右手の小指を見つめた。

  「これ以上、会長に迷惑はかけられません。ここまでやれば十分です。睦月を捜すのは、もうやめにしましょう」

  　小指を見つめながら、雅弥の目はまったく異なる景色を見ていた。

  　雅弥が見ている景色。それは幼い頃ころ、駅のホームで彼女と再会の約束を交わした瞬間。小指を絡めて未来を誓い合った瞬間。あの日、あのときの景色。

  「雅弥！」

  　背後から叫び声が聞こえて、雅弥の心が現実へと引き戻される。振り返った雅弥は、廊下の真ん中で仁王立ちしている九月を発見した。

  　なぜだろう。九月は怒っているような、なのに今にも泣き出しそうな顔をしていた。

  「雅弥は、もう、捜すの諦あきらめるの？」

  　先ほどの雅弥の会話が聞こえていたのか、九月が真剣な面おも持もちで声を荒げる。僅わずかに首を振って、雅弥は答えた。

  「再会を諦めたわけじゃない。ただ、今はその時期ではなかっただけだ」

  　役者らしいよく通る声で、雅弥は泣きそうな少女に宣言する。

  「俺は睦月と約束をした。いつか必ず再会すると約束をした。たとえ今は無理でも、俺と睦月はいつか必ず再会する。だから、俺のことでお前がそんな顔をする必要はない」

  　雅弥は九月の泣きそうな表情を「友人を心配しているから」だと理解した。だから、友達思いの九月を心配させまいと、雅弥は努めて明るく言った。

  「ありがとう、九月。お前はいいやつだな」

  　感謝の言葉を告げられて、九月はその場で口を開きかけ、しかし何も言えずに口を閉ざした。

  　最後まで、九月は何も言えなかった。

  

  　こうして雅弥は、睦月を捜すのをやめた。
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  　その日は、朝から雷が鳴っていた。

  　じめじめと蒸し暑い夏の夜に、蓮はす見み睦月は冬用の黒いセーラー服を着て、軒下に座って鬱うつ陶とうしい雨雲を見上げていた。

  　夕立は突然降り出して突然やむものなのに、この日は降り続く雨が一向に収まる気配を見せなかった。遠雷の音を聞きながら、睦月はやまない雨と無表情な少年を重ねて見てしまう。

  「空が、雅弥の分まで泣いているみたい」

  　無意識にメルヘンな発言をしてしまって、睦月は「私らしくない」と苦笑いする。

  　軒下から家の中を見回せば、そこにあるのは黒と白の巨大な縞しま模様と、無数の黒い人影ばかり。雨音に混じって読経の声が聞こえてきたことで、睦月は否いや応おうなくも今が葬式の真っ最中だと思い知らされる。

  　――雅弥の母親が死んだ。

  　睦月は葬式の連絡を受けるまで、雅弥の母親が入院していたことすら知らなかった。

  　白い花で囲まれた祭壇と、黒い額縁に収まった女性の写真が、今も目に焼きついている。経を唱える坊主のハゲ頭と、甘いような酸っぱいような独特の焼香の匂いと、弔問客に何度も頭を下げる白髪混じりの中年男性と、その傍かたわらで無表情のまま前を向いて座っている少年が、はっきりと目に焼きついている。

  　……睦月には、彼に伝えなければならないことがあった。しかし、どうしても言い出せずにいた。

  「まだ三十代だったのでしょう？　若いのに可か哀わい相そうに」

  　喪服を来た女性が小声で噂うわさ話ばなしをしている。ヒソヒソと声を殺しているはずなのに、睦月の耳には彼女たちの下世話な会話がやけにはっきりと聞こえた。

  「ずっと入院していたって聞いたけど、何の病気だったのかしら」

  「脳の病気だったらしいわよ。なんでも日に日に記憶を失っていくとか」

  「そうそう。最近は息子の顔もわからなくなっていたんですって」

  　噂話を聞き流しながら、睦月は降りしきる雨に視線を戻す。

  　脳裏に蘇るのは、二人で泥だらけになって土手を歩き回った午後のこと。あの日見つけた勿忘わすれな草ぐさを、彼は母親にプレゼントできたのだろうか。

  　睦月は思い出す。勿忘草の英語名は「forget-me-not」。

  　花言葉は――私を、忘れないで。

  　……あの日見つけた勿忘草を、彼は母親にプレゼントできたのだろうか。

  「まだ、花は咲いてるかな？」

  　立ち上がり、少女は廊下を歩き出す。葬儀場には目もくれず、玄関に出て、靴を履いて、傘を持って、どしゃぶりの雨へと一歩を踏み出す。たちまち靴に雨水が染み込んで、睦月は濡ぬれた靴下の感触に眉まゆをしかめた。

  　それでも彼女は振り返らない。玄関を出て、門を抜けて、水みず溜たまりを歩く睦月の足は、遅くなるどころかますます速度を上げていく。

  　雷雨の中、一本の傘を頼りに歩きながら、睦月は胸の奥で彼に伝えなければいけない言葉を何度も繰り返していた。

  （あのね。別居していた両親が、また一緒に暮らすことになったんだ。お母さんと私は、来月からお父さんの家で暮らすことになったんだ。このまま両親がすんなり再婚するとは思えないけど、私の苗字が「浴衣ゆかたの柄」に戻るのはまだまだ先になるかもしれないけど、それでも家族が揃そろって暮らせるのは、やっぱり嬉うれしいことだから）

  　……だから、私はもうすぐこの町を出ていくよ。

  　雨道を突っ切って、黒い制服を泥だらけにして、ポニーテールの少女がようやく辿たどり着いた場所。そこは、紫色の花が咲いていた場所。

  　川は増水していて、川辺が危険なのは目に見えてわかるほどだった。それでも睦月は土手を駆け下りずにはいられなかった。今すぐに、花を探さずにはいられなかった。

  　睦月は思い出す。勿忘わすれな草ぐさの英語名は「forget-me-not」。

  　花言葉は――

  

  　私を、忘れないで。
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  「睦月さん。消灯時間ですよ……あら？」

  　病室の扉を開けた若い看護師は、白いマスクをした女がノートパソコンと向かい合ったまま、うつらうつらと頭を揺らしている様を目撃した。

  「このところ、起きている間はずっとパソコンに向かっていたものね。さすがに疲れたのかしら」

  　微ほほ笑えましい気分になりながら、看護師は足音を忍ばせるように病室へと身を滑らせる。

  「『彼と私の物語』は、どのあたりまで書き終わったのかしら？」

  　悪いた戯ずら心ごころが芽生えたのか。看護師は彼女を起こさないよう気をつけながら、ノートパソコンの画面を覗のぞき込む。彼女が何を書いているのか知っていた看護師は、画面に表示されている「終」の文字を見つけて嬉うれしそうに目を細めた。

  「ようやく書き終わったのね。それで安心して眠っちゃったのかな？」

  　一向に目を覚ます気配のない患者を見て、看護師は納得しながらノートパソコンを引き寄せ、完成したファイルを保存した。

  　眠っている彼女の代わりにパソコンの電源を落として、作業台代わりにしていたテーブルを片付けて、看護師は「さて、と」とつぶやいて両手を腰に当てた。

  「睦月さん。電気消しますよ」

  　優しく声をかけるが、熟睡しているのか彼女からの返事はない。看護師はとにかく体を横たわらせようと、彼女の肩に手を置いた。

  「電気消しますよ。ベッドに横になってください」

  　体を横にしようと看護師が力をかけた瞬間、彼女の頭がガクンと真後ろに傾いた。異変に気づいた看護師が、素早く腕を回して女の頭を抱きかかえる。

  「睦月さん！　どうしたの、睦月さん！」

  　声を上げながら彼女の体を揺らすが、それでも目覚める気配は見られない。看護師は患者をベッドに横たえると、すぐさまナースコールのボタンを押した。

  『どうしました？』

  　ベッド脇わきのスピーカーから同僚である先輩看護師の声が聞こえてくる。意識のない患者の頬ほおを両手で挟みながら、若い看護師はマイクに向かって大声を上げた。

  「先生を呼んでください！　睦月さんの容態が！」

  　スピーカー越しに状況を伝え終わると、看護師はともかく今の自分にできることをしなければと考えた。見れば、女の顔下半分を覆っているマスクはいかにも呼吸を遮さえぎっているように感じられる。

  　看護師の指が彼女の耳にかかり、顔を隠していたマスクを外した。

  　蛍光灯の明かりの下に露あらわとなったのは、赤黒く焼け爛ただれ、不自然な形に折れ曲がった唇。

  　看護師は一瞬眉まゆをしかめてから、迷うことなく彼女の焼け爛れた口に手のひらを翳かざした。

  　呼吸はしている。だが、それはとても弱々しくて、今にも消えてしまいそうで……看護師は思ってはいけないことを思ってしまった。

  　――もう、長くはもたないかもしれない。


  


  第五幕　金曜日

  

  　昼休みの職員室で、教師の有あり坂さか古こ都と乃のは椅い子すに座ったまま手鏡を弄もてあそんでいた。

  　装いは普段と変わらぬ凜り々りしいパンツスーツ。手鏡でメイクを一通り確認してから、古都乃は流し目で職員用のロッカーに視線を送る。ロッカーには隠しカメラが仕込まれていて、別室にいるスタッフが職員室の映像を逐次チェックしているはずだった。

  「準備は万全。あとは主役の到着を待つのみだ」

  　つぶやいて、古都乃は手鏡を机に戻す。手て筈はず通りならば、放送で呼び出された女子生徒が間もなく職員室に到着する予定だった。

  　職員室に呼び出された女子生徒の名は――橘たちばな九く月がつ。

  　ＢＳカゲキリベンジ第三弾。最後のどっきり企画が、今まさに幕を開けようとしていた。

  「失礼します」

  　職員室の扉が開き、本日の主役であるショートカットの少女が姿を現す。

  「こっちだ、橘！」

  　古都乃が片手を上げると、それに気づいた九月が何の疑いも抱かずに歩み寄ってきた。

  「古都乃先生。あの、さっき放送で呼ばれて……」

  「急に呼び出して悪かったな。実はお前に伝えなければならないことがある。これは、お前の将来に関わる大切な話だ」

  　挨あい拶さつもそこそこに、古都乃が真面目な声で本題を切り出す。

  「ついさっき、橘九月をスカウトしたいと芸能プロダクションから打診があった」

  　そう言って、古都乃は大手芸能プロダクションの名前を口にする。それは誰だれでも知っている、超がつくほど有名な芸能事務所だった。

  「は？　あの、スカウトって、私の話、ですよね？」

  「そうだ。最初に断っておくが、歌劇学園を卒業した全員が芸能事務所に所属できるわけではない。所属できるのは、才能を認められたほんの一握りの生徒だけだ。ましてや二年生の段階でスカウトされるなど異例中の異例だ」

  　畳み掛けるように話を進める古都乃。だんだんと話のスケールが大きくなっていくが、それでもまだ現実感が湧わかないのか、九月はただただ頷うなずくばかりである。突然の話に九月が冷静さを失っていると判断して、古都乃は勢いに乗じるべく一気に話を進めた。

  「先方は、契約金としてお前に二千万円支払うと言っている」

  「にせっまっ」

  　ようやく出た九月の声は、驚きのあまり完全に裏返っていた。教え子の食いつきのよさに古都乃は確かな手ごたえを感じる。

  「契約するだけで二千万だぞ。どうだ。悪い話ではないと思うが、この話を受けるか？」

  「受けます！」

  「焦る必要はないぞ。これはお前の将来に関わることだ。もっと慎重に考えても……」

  「受けます！」

  　二千万円に目が眩くらんだ九月が、古都乃の言葉を遮さえぎって決意の固さをアピールする。さすがは金の亡者。九月の瞳ひとみには￥マークが映って見える。

  「いいだろう。そこまでの覚悟があるのなら、これ以上私から言うことは何もない。近いうちに先方と会って話をする機会があるだろうから、今から心の準備だけはしておけ」

  「はい！」

  　元気よく返事をした九月は、極めて真面目な顔で「二千万……二千万あれば……」と小声でつぶやきはじめた。あまりに上う手まく行きすぎて頬ほおが緩みそうになる古都乃は、表情を引き締めてさらなる話を続ける。ここからが、ＢＳカゲキリベンジの真骨頂。

  「それから、一つだけお前に言っておくことがある」

  「はい、何ですか」

  　何も知らない九月が、瞳に￥マークを映したまま古都乃と向き合う。九月の喜びようがありありと見て取れて、彼女を天国から地獄へと叩たたき落とす役目を請け負った古都乃は、込み上げる笑いを堪こらえるのが大変だった。

  「これは先方からの提案、いや、条件だが」

  「条件？」

  「そうだ。お前をスカウトするに当たって、先方は一つだけ条件を提示している。この条件を満たせなければ、最悪の場合、今回の話はなかったことになる」

  　突然雲行きが怪しくなって、九月の顔つきが見る間に険しくなった。「いい表情だ」と教え子の百面相ぶりに満足しながら、古都乃は重々しい口調で核心の一言を口にする。

  「会あい澤ざわ拓たく海みと別れること。これが先方と契約するための条件だ」

  　予想外だったのだろう。意味が理解できていないのか、九月は唖あ然ぜんとしたまま言葉を失っていた。呆ぼう然ぜんとする九月を見て、しかし古都乃は考える暇を与えまいと、もっともらしい理屈を早口に並べ立てる。

  　曰いわく、芸能人は人気商売だから異性の影は厳禁。曰く、事務所に所属してしばらくは仕事に集中してもらいたい。曰く、プロならばスキャンダルの種になりそうなものは排除するのが当然……。

  「拓海を取るか、二千万円＋輝かしい未来を取るか。決めるのはお前だ」

  　厳しい二者択一を迫られて、九月は明らかに顔色を失っていた。表情がめまぐるしく変わる九月に「お前は実にテレビ向きだ」と内心で賛辞を送りながら、古都乃はあくまでも落ち着き払った態度を装う。

  「どうやらすぐには決断できないようだな。わかった、先方には返事を待ってもらうよう伝えておこう」

  　これで仕込みは完了。後日、答えを出しあぐねている九月へ「先方が一時間以内に返事をくれと言っている」といきなり決断を迫るのが、今回の計画の大まかな流れだった。

  　せいぜいいい顔で苦悩してくれよ。表情豊かな九月の今後に期待しつつ、用件はすんだとばかりに、古都乃は教え子に退室を促そうとして……。

  「その話、受けます」

  　きっぱりとした声が聞こえて、古都乃の動きが止まった。

  　……幻聴？　そう思いながら前を見ると、覚悟を決めた九月が古都乃を睨にらみつけていた。

  「契約すれば、間違いなく二千万はもらえるんですよね？」

  　緊張感のある声で質問されて、古都乃は反射的に頷うなずいた。

  　契約すれば確実に二千万円が手に入る。それがはっきりとわかって、九月は歯を食いしばり、迷いを振り切って宣言する。

  「私は、拓海と別れます」

  

  「そろそろどっきりの第一段階が終わった頃ころでしょうか」

  　生徒会室で、生徒会長の玉たま緒おが熱いほうじ茶を飲みながら一息ついている。

  　昼休みが始まってすぐ、放送部の友人から「これから橘九月を騙だますから、隠しカメラの映像をみんなで見て楽しまないか」と誘われた玉緒だったが、悪趣味な勧誘を彼女はその場で丁重にお断りしていた。優雅なティータイムを楽しみながら、玉緒は何気なく窓を見る。上空では小さな雲が寄り集まって、秋の深まりを告げるいわし雲を形作っていた。

  「秋ですねぇ」

  　にこにこと微ほほ笑えみながら日本の四季を満喫する玉緒。ゆったりとした雰囲気を纏まとう美少女には、風流な景色がよく似合う。

  「後で銀ぎん杏なんでも拾いに行きましょうか」

  　つい最近、身近に意外な銀杏スポットがあると知った玉緒は、秋の味覚を堪能するためにビニール袋と割り箸ばしを調達する手段を模索しはじめた。可か憐れんなお嬢様には割り箸で銀杏を拾う姿がよく似合う。

  　食欲の秋に思いを馳はせながらゆるゆると空を見上げていた玉緒は、校舎の屋上を視界に収めて、過去を懐かしむように目を細めた。なんとなく、玉緒は手作りの弁当を雅まさ弥やに渡した日のことを思い出す。

  「あのときは、雅弥さんが屋上で私の作ったお弁当を広げていましたね」

  　九月の弱点を探るために、雅弥は弁当をエサにして友人二人を屋上へと連れ出した。屋上で頑張る雅弥を、玉緒は生徒会室から応援したものである。

  　そんな思い出に浸っていると、不意に二つの人影が屋上に現れた。

  　屋上は立入禁止とされているが、それが名目上のものでしかないことは公然の秘密となっている。実際、ドラマの撮影で使われることも多く、玉緒の知り合いにも屋上に入り浸っている者がいた。

  　だから、屋上に人影を見つけたところで誰だれも気に留めたりしない。このときも玉緒はすぐに屋上から視線を外そうとした。

  　フェンス際で、二つの人影がいきなり口論を始めるまでは。

  　声が聞こえたわけではない。だが、玉緒には二人の様子が口論をしているようにしか見えなかった。

  　茶ちや碗わんを置いて、玉緒は窓際へと歩み寄る。屋上の影は男が一人と女が一人。さすがに顔まではわからないが、親密な雰囲気が感じられるので恋人同士ではないかと推測する。

  「？」

  　何かが気になって、玉緒はじっと目を凝らす。

  　それまで口くち喧げん嘩かしていた男が、強引に女を抱き締めた。女はほんの少しの間だけされるがままになっていたが、すぐに両手を突き出して、男の体を強引に引き剥はがす。

  「痴ち話わ喧げん嘩か？　女性が彼氏を屋上に呼び出して、別れ話を切り出したのかしら？」

  　推測してみるが、遠目で声も聞こえないのでは確認のしようもない。

  　二人の間で話し合いがもたれているのか、女が熱心に説得を行い男は黙って話を聞いている。単純な別れ話ではない深刻な気配が感じられたが、それすらも玉緒の勝手な印象でしかない。

  　話がまとまったのか、男は頷うなずき、身振りを交えて彼女に何かを訴えた。そのまま二つの影はどちらからともなく寄り添い、抱き合った。

  　どれぐらいそうしていたかわからない。長い時間、二人は抱き合って……やがて、女のほうが両手を突き出すようにして体を引き剥がした。

  　女は深々と頭を下げると、男に背を向けて走り出した。立ち去る女を見送って、男は倒れこむようにフェンスに背中を預ける。その様子から、彼が大きなショックを受けたことが見て取れた。

  　事情はよくわからない。ただ、玉緒は見ていて無性にいたたまれない気持ちになった。残された男が可か哀わい相そうでならなかった。今すぐ屋上へ行って、彼を慰めてあげたい衝動に駆られてしまった。何とかして彼を元気づけてあげたいと思ってしまった。

  　そんな玉緒の視線に気づくこともなく、男は屋上の金網に手をかけて振り返る。フェンス越しに見える町の景色を、彼は虚うつろな表情で眺めていた。

  　彼がこちらに顔を向けたことで、玉緒はようやく人影の正体を知った。

  　屋上で、最愛の女性に別れを告げられた男は――会澤拓海だった。

  

  「拓海と九月、マジで別れたらしいよ」

  　杏きよう子こがもたらした衝撃スクープに、その場にいた面々は一斉に静まり返る。

  　時は放課後。場所は進路指導室。いつものようにＢＳカゲキリベンジの企画会議が行われているこの部屋は、間もなく九月と拓海の破局話で持ちきりとなった。

  　進路指導室でテーブルを囲むのは、雅弥、玉緒、杏子、古都乃の四名。一人離れた場所にいる柚ゆず雪きは、黒板の前で「シークレットブーツ」と書かれた木箱の上に立ったまま、大きな瞳ひとみを驚きで丸くしている。

  「すぐに企画を中止すべきです。このままでは本当に取り返しがつかなくなる」

  　予想外の展開を受けて、最初に発言したのは雅弥だった。

  「俺の見通しが甘すぎました。このまま二人が別れることになったら、それは俺の判断ミスが原因です。俺のせいで拓海たちが別れるなど絶対に耐えられない！」

  「落ち着け」

  　感情のボルテージが右肩上がりで上昇する雅弥へ、古都乃が凜りんとした声で言い放つ。

  「どうした。こんなことで取り乱すなど、お前らしくもない」

  「『こんなこと』ではありません！」

  　立ち上がり、テーブルに拳こぶしを叩たたきつける雅弥。それでもすぐに周囲の視線を感じたのか、たちまち表情を冷徹なものへと変えて、雅弥は席へと座りなおす。

  「『こんなこと』ではありません。俺にとってはとても重要なことです」

  　ドラマで悪役を演じる機会が多い雅弥は、切れ者然とした風ふう貌ぼうも相まって、冷たい人間だと思われることが多かった。だが、その認識が誤りであることをこの場にいる全員が知っている。クールな外見を持つ彼は、誰だれよりも友情に厚い男なのである。

  「お前の言いたいことはわかった。だが、落ち着いて考えてみろ」

  　最年長者である古都乃が、雅弥の怒気を鎮めるようにあえて物静かな口調で説得する。九月が拓海と別れることで、果たして番組にどのような影響があるのか。

  「いいか。今回のことで視聴者は『二人はこれからどうなるのか』と興味をそそられるのは間違いない。このまま撮影を続けて視聴者をやきもきさせることこそが、高視聴率を稼ぐためのベストな選択だと思わないか？」

  「思いません」

  　冷静に、しかし多分に怒気を含んだ声で雅弥が言い返す。

  「他人が不幸になる様を興味本位で観察するような悪趣味が、視聴者の人気を博すとはとても思えません」

  「ＢＳカゲキは大成功だったぞ」

  　古都乃も言われっぱなしで黙っているような、お淑しとやかな人間ではない。互いに遠慮のない言葉の殴り合いを繰り広げ、いつしか険悪な雰囲気が両者の間に漂いはじめていた。そんな身内の諍いさかいを嫌ったのか、情報ソースの発信源である杏子が二人の間に強引に割り込む。

  「まあまあ。これはあくまでどっきり企画なんだから。最終的に九月にどっきりだと伝えれば、拓海との仲も元通りになるでしょ」

  「元通りにならなかったらどうするんですか」

  　雅弥のぶしつけな物言いに、杏子はむっとしてしまう。自分は場を収めようとしているのに、なんだその態度は。不機嫌そうに雅弥を睨にらみつける杏子は、自分が火種を持ち込んだ元凶だということをすっかり忘れていた。

  「雅弥、ちょっと気にしすぎだよ。私たちだって二人が別れることを望んでるわけじゃないんだから。終わったら全員でフォローするよ。そのくらいわかってるでしょ？」

  「ですが」

  　しつこく食い下がろうとしたところで、雅弥は何者かに腕を引っ張られた。

  　雅弥の腕を掴つかんだのは玉緒だった。玉緒が悲しそうな表情で首を振るのを見て、雅弥は熱くなっていた感情が急激に冷めていくのを実感する。

  （ああそうか。落ち着け。ここで俺が熱くなっても事態は改善しない。冷静になって考えろ。拓海と九月のことになると我を忘れてしまうのは俺の悪い癖だ）

  　なぜ二人のことになると冷静でいられなくなるのか。なぜ二人のことになるとこんなにもムキになるのか。本人にも理由がわからないまま、雅弥は深呼吸をして乱れた心を落ち着ける。

  　雅弥の手に、玉緒がそっと手を触れる。雅弥も手を動かして、玉緒の柔らかな手を握り返す。手の中に優しい温もりを感じて、雅弥の心は平静を取り戻していく。

  「……ありがとうございます。もう、大丈夫です」

  　小声で感謝の言葉を述べると、雅弥は玉緒の指を自分の手から引き剥はがした。

  　熱い心を内に秘め、冷めた頭で雅弥は考える。今、自分がやるべきことは何か。拓海たちのために自分ができることは何か。少なくともそれは、古都乃や杏子に喧けん嘩かを吹っかけることではないはずだ。

  「でもさ～、あの二人が別れたなんて信じられないよね～」

  　殺伐とした雰囲気の中、気の抜ける舌足らずな声で発言したのは、木箱に座って愛らしく頬ほお杖づえをついていた柚雪だった。

  「そもそも情報源は杏子なんでしょ？　それじゃいまいち信じられないよね～」

  「待って待って。柚雪、それってどういう意味？」

  「杏子のことだから、またデマなんじゃないカナ？」

  「またって言うな。それと前から聞きたかったんだけど、『まーくん』とか『古都乃ちゃん』とかほかの人は呼んでるくせに、どうして私だけ名前を呼び捨てなのよ」

  「う～ん……分相応？」

  「カチン」

  　背格好は違っていても、柚雪は杏子と同い年である。同窓生に対する柚雪の発言には一切の容赦が感じられない。そんな先輩方の不毛なやり取りを眺めながら、雅弥は口元に手を当てて、深く思案するようにつぶやいた。

  「柚雪先輩の言う通り、たしかに杏子先輩の話だけでは信しん憑ぴよう性せいが薄いですね。まずは二人が本当に別れたのか確認するべきでしょう。いつものように杏子先輩の勘違いだったなら、それに越したことはない」

  「こらこら、『いつものように』とはどういう意味かね。私の話をデマだと思う根拠があるなら、構わんからここで言ってみたまえ」

  「狼おおかみ少年の話を語って聞かせればいいのカナ？」

  「うるさい黙れ。柚雪は大人おとなしくひぐらしみたいにカナカナ鳴いてればいいんだ」

  「カナ～！」

  　カナカナ言いながら両手を振って怒りを露あらわにする柚雪。そんな子供っぽくも愛らしい仕草を続ける柚雪を見て、杏子は挑戦的に胸を反らしながら「ふん」と鼻を鳴らした。

  「脳みそ足りないフリして可愛かわいい子ぶって、そんな天然キャラを作ってまで人気が欲しいか！　このニセ小学生！」

  「うるせえよバカ！　バカヤロウはテメエだ。キャラ作って何が悪いってんだ。売れるために努力すんのは当然だろうが、このクソッタレが」

  　いきなり目つきが鋭くなった柚雪が、木箱に片足をかけて、野太い声で杏子に言い返す。

  　禁句に触れられて性格が豹ひよう変へんした柚雪。「あ～ん？」と言いながら顎あごを突き出す彼女の邪悪に歪ゆがんだ顔を見て、雅弥は開いた口が塞ふさがらない。

  「……カナ～？」

  　雅弥の視線に気づいた柚雪が、「にぱぁ」という擬音とともに天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を浮かべる。それは背景にチューリップが咲き乱れそうな、とても愛らしい笑顔だったが……裏の顔を知ってしまった雅弥にはもはや恐怖にしか感じられなかった。

  （芸能界の恐ろしさを垣かい間ま見みた気がする……）

  　ショックを受ける雅弥をよそに、柚雪と杏子の言い争いはさらに激化する。柚雪の執しつ拗ような追及は、杏子の「噂うわさ」から、やがて「噂の発生源」へと逸それていった。

  「この間の寮の話といい、そもそも杏子はどこからこういうデマを拾ってくるのカナ？」

  「デマって言うな！　だったら教えてあげる。私の主な情報源は、世界一安全で、確実で、どこよりも信頼できる、インターネットの某巨大掲示板だ！」

  「そこは世界一真に受けてはいけない情報源だと思うのですが」

  　本気か冗談かわからない杏子の発言を、玉緒が冷静にたしなめる。だが、そんな玉緒の意見を華麗にスルーして、杏子は己の諜ちよう報ほう活かつ動どうについて熱く訴えはじめた。学生寮について杏子はどのように情報収集を行い、どのようなアプローチを経て結論を導き出したのか。

  「まず私は、七年前の歌劇学園で起こった事件すべてを洗い出したわ。無数にある情報の中から信しん憑ぴよう性せいの高いものだけを抽出、それらを組み合わせることで精度の高い推論を導き出す！」

  「やってることは真っ当そうなのに、結論がいつも間違っているのはなぜなのでしょうか」

  「いつも間違ってるって言うな！」

  「道具が優秀でも、使う人間に問題があったらどうしようもないんじゃないカナ？」

  「よく言った。表へ出ろ」

  　杏子と柚雪の間に剣けん呑のんな雰囲気が漂う中、ようやくショックから立ち直った雅弥が大きなため息を吐き出す。それに気づいた杏子は自分の立場が危ういと悟ったのか、大慌てで自己弁護を再開した。

  「さっきからデマだデマだって言ってるけど、これだけは信じて！　集めた情報そのものは、どれも信憑性が高いものばかりなのよ。結局学生寮とは無関係だったけど、当時、学園の生徒が火事に巻き込まれたのは事実だし、ストーカー事件や学生たちのボイコット、寮周辺の異臭騒ぎも全部本当に起こった事件なのよ！　ほかにもドラマで建物を爆破したとか、Ｄ定食の食材だった謎なぞの怪生物が生徒の頭を丸かじりしたとか、すべて真実なんだから！」

  「一つだけ明らかに嘘うそが混ざってる気がしてならないのですが」

  　懸命に弁解するも、まったく受け入れられない杏子。終しまいには「九月が別れたのは本当なのに」とつぶやいて、椅い子すの上でしょんぼりと膝ひざを抱えて丸くなる。そんなゴシップ人間にとどめを刺すように、柚雪が間延びした声で注釈を入れた。

  「今の杏子の話を補足するね～。火事の話は、夏休みで帰省中の生徒が実家で巻き込まれたものだから寮とは無関係。ボイコットで生徒が立てこもったのは学食だから、これも寮とは無関係。ストーカーされたのは当時の先生で、これも寮とは無関係。食中毒はロケ弁当が原因で起こったことがあるけど寮とは無関係。爆破は一度だけ歌劇市内で行われたことがあるけど、やっぱり寮とは無関係。Ｄ定食の食材が人を襲った話は……まあ、それはそれとして。つまり、どれも情報としてはそれなりに正しいけど、学生寮とは無関係なものばかりってことだね。無駄無駄無駄～」

  「なんで柚雪はそんなに詳しいのよ」

  　杏子に睨にらまれた柚雪が「ほえほえ」と頭上に擬音を浮かべながら笑顔を見せる。明らかに笑って誤魔化している柚雪に代わって、事情に心当たりのある雅弥が質問に答えた。

  「柚雪先輩は昔『なるほどかげき』という情報番組を担当していました、それで歌劇市の歴史についても詳しくなったのでしょう」

  「ほへ？」

  　雅弥の説明を聞いて間の抜けた声を上げたのは、ほかでもない柚雪本人だった。すでに正体がバレているのに意地でも愛らしい仕草を貫く柚雪のプロ根性に感銘を受けながら、雅弥は不思議そうに首を捻ひねる。

  「ひょっとして柚雪先輩が歌劇市に詳しいことと、『なるほどかげき』を担当していたことは関係ないのですか？」

  「う～んとね～。私が歌劇市の歴史に詳しいのは、『なるほどかげき』を担当していたからじゃないよ。むしろ私が歌劇市の歴史に詳しかったから、『なるほどかげき』で歌劇市を取り上げることになったって言うべきカナ」

  　いまいち要領を得ない柚雪の説明に、雅弥は首を傾かしげ、古都乃が薄ら笑いを浮かべる。どうやら事情を知っているらしい古都乃は、白い歯を見せながら柚雪の言葉を引き継いだ。

  「こいつの実家は歌劇市にあるからな。物心つく前から歌劇市に住んでいれば、嫌でも町について詳しくなるだろう」

  「まあ、そうだったのですか。では柚雪さんは歌劇市の生き字引というわけですね」

  　感嘆する玉緒だが、どうやら柚雪は「生き字引」という年寄り臭い表現がお気に召さなかったらしい。苦みばしった表情で、幼顔の少女は口の軽い女教師を睨みつけていた。

  　なぜこれほど詳しいのに、それを堂々と自慢しないのか。むしろ歌劇市に詳しい自分を隠したがっているように思えて、雅弥は疑念を抱かずにはいられない。

  「どうした。照れることはないだろう、安やす原はら柚ゆず雪き」

  「せんせぇ～。フルネームで呼ぶのはやめて～」

  　含み笑いの古都乃に名前を呼ばれて、柚雪が両手をばたつかせながら抗議する。

  （フルネームで呼ばれるのが嫌？　柚雪先輩は自分の苗みよう字じが嫌いなのか？）

  　雅弥がそう思ったとき、何かに気づいたのか、膝ひざを抱えて丸まっていた杏子の目がカッと見開かれた。

  「安原？　そういえば柚雪って、歌劇市の創設者である安原慎一知事と同じ苗字じゃない。まさか柚雪って安原知事の孫娘なの!?」

  「やだな～、安原なんてよくある名前だよ？　金と欲にまみれた天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そんな自己中キャラが人気の大物政治家の家で育ったような生っ粋のお嬢様が、好き好んでタレント養成学校に通ったりするわけないってば～」

  「それもそうか。柚雪は見るからにお嬢様って柄じゃないもんね。あははは」

  「ぴきっ」という擬音とともに、笑顔の柚雪の額に青筋が浮き上がった。かろうじて愛らしい表情は維持しているが、明らかに怒っている。

  　知事の話をすると途端に毒舌になる柚雪。「なるほどかげき」でも似たような場面があったことを思い出しながら、雅弥は意外な苗字の繋つながりに感心して……。

  「……苗字？」

  　なぜか唐突に睦月の顔が思い浮かんで、雅弥は黙り込んでしまった。雅弥が険しい表情で考え込むのを見て、玉緒が心配そうに顔を覗のぞき込む。

  「雅弥さん、どうかしましたか？」

  「いえ、何だか睦月に関することで見落としがあるような気がして」

  「見落とし、ですか？」

  　玉緒に見守られながら、雅弥は懸命に記憶を呼び起こす。何だろう。大切なことを見落としている気がする。そこに気づけば一気に睦月に近づけるような、重大な何かがあるような気がする。

  「苗字……蓮見、睦月……蓮見……」

  「ハスミムツキ？」

  　雅弥のつぶやきを聞いて、声を上げたのは柚雪だった。

  「その名前って、あれ？　昔、学園で……」

  　ハッとして雅弥は顔を上げる。柚雪は歌劇学園の生き字引。柚雪ならひょっとすると、七年前に何らかの理由で学校を辞めた生徒のことを覚えているかもしれない。

  「柚雪先輩は蓮見睦月という名前をご存じですか？　七年前の夏に歌劇学園を中退した生徒なのですが」

  「七年前？　七年前の夏っていうと、たしか……」

  「火事だ！」

  　続いて声を上げたのは杏子だった。

  「そうだ、思い出した！　火事だよ！　睦月ってどこかで聞いた名前だと思ってたのよね！」

  　喉のどのつかえが取れた清すが々すがしさを言葉に込めて、杏子は腹の底から声を張り上げる。

  「七年前、歌劇学園の生徒が火事にあった話はしたわよね。その情報を調べたときに、被害者の名前をネットで見たのよ！」

  「あ、そっか。火事で大おお怪け我がをして学校を辞めた生徒の名前がたしか……」

  　杏子の話で記憶が呼び覚まされたのか、柚雪が頭のリボンを揺らしながら頷うなずく。言葉を失っている雅弥の前で、杏子と柚雪は交互に、情報を補完しあうように語りはじめた。

  「その生徒は帰省中に火事に巻き込まれて、母親と一緒に病院に運ばれたのよ。その母親の苗みよう字じが『蓮見』だった！」

  「この火事でお母さんは亡くなったんだよね。それで本人は離婚していたお父さんに引き取られたんじゃなかったカナ？」

  「煙を大量に吸って一時は危険な状態だったそうだから。一命は取り留めたとしても後遺症が残ったのかも」

  「顔に大おお火傷やけどをしたって噂うわさも流れてたね～。そのあたりが原因で、夏休みが明ける前に学園を辞めちゃったって話だよ」

  　津波のように押し寄せてくる情報を、雅弥は飲み込んで、咀そ嚼しやくして、分解して、頭の中で再構築する。このとき雅弥は、睦月の母親が火事で亡くなったことを初めて知った。火事の後、睦月が父親に引き取られたことを初めて知った。

  　――父親に引き取られた睦月は、今は「蓮見」ではなく、父方の姓を名乗っているはず。

  　心に引っかかっていた靄もやがはっきりと形を成して、雅弥は懸命に記憶を手た繰ぐる。思い出せ。睦月の父方の苗字について、どこかで聞いたことがあるはずだ。

  　どうして睦月の今の苗字にこれほどこだわるのか。その意味を雅弥本人は理解していない。ただ、何かがずっと頭の隅に引っかかっていた。睦月の今の苗字を思い出せれば、見落としている大事なことに手が届く気がした。

  　睦月の苗字を思い出せば、事態は大きく進展する。

  　睦月の苗字を思い出せば、一気に睦月へと近づくことができる。

  　そんな気がして、雅弥は懸命に記憶の糸を手繰り寄せる。

  　どこで睦月の苗字を聞いたのか。あれは何と言う苗字だったのか。

  　睦月の苗字さえ思い出せれば……。

  

  　会議が終わると、雅弥は進路指導室を飛び出して生徒会室へと向かった。

  （インターネットで調べれば、当時の記事が見つかるかもしれない）

  　廊下を早足で進む雅弥は、生徒会室のパソコンを使って七年前の火事について調べようと考えていた。当時の新聞記事に睦月の苗字が記されているかもしれないから。

  　雅弥は焦っていた。諦あきらめかけていた睦月との再会が、これをきっかけに叶かなう気がして焦っていた。睦月との距離が一気に縮んで、しかしどうしてもあと一歩が届かなくて焦っていた。

  　――どうしても睦月の苗字が思い出せない。

  　喉のどまで出かかっているのに、焦れば焦るほど記憶が曖あい昧まいになっていく。

  　はやる心に突き動かされたまま生徒会室に駆け込む雅弥。室内には夕暮れの頼りない残光が差し込んでいて、飾り気のない部屋を黄たそ昏がれ色いろに照らし出していた。

  　晩秋の儚はかない陽光に包まれながら、雅弥は部屋を横切り、一目散にパソコンデスクへと回り込む。そのまま椅い子すに腰を下ろした雅弥は、パソコンの電源を入れようと手を伸ばしかけて……不意に既視感デジヤビユに襲われた。

  （つい最近も、俺は日没前の生徒会室で、睦月についてパソコンで調べていた気がする）

  　思い出したのは、一週間ほど前に見た光景。

  　日暮れ時の生徒会室で、学校のデータベースにアクセスして睦月の情報を調べていた雅弥は、浴衣ゆかた姿の玉緒にどっきりを仕掛けられてまんまと醜態を晒さらしてしまった。一週間前の出来事を昨日のことのように思い出して、雅弥は何気なく視線を上げる。

  　無意識に部屋の入り口を見ていた雅弥は、扉を開けて入室してくる浴衣姿の玉緒と、彼女と交わした幾つかの会話を自然と思い出し……。

  『どうですか。この浴衣、似合いますか』

  『下駄の鼻緒が切れかかっています』

  　玉緒と交わしたやり取り。……下駄。鼻緒。そして浴衣。

  　パソコンの電源を入れようとしていた雅弥の手が、何かに引っかかってピタリと止まった。雅弥の手を止めたのは物理的な障害ではない。雅弥の意識に引っかかった小さな綻ほころびが、彼の動きを止めていた。

  　――浴衣。

  　その短いキーワードを中心に、バラバラだった記憶の断片がジグソーパズルのように組み合わさっていく。完成したパズルに描かれていた絵は……睦月と初めて出会った縁日の風景。

  　あの日、睦月が着ていた浴衣を見て、雅弥はたしかにこう言った。

  『タチバナか』

  　それが着物の柄の名前だと知らなくて、睦月はたしかにこう答えた。

  『いきなり橘って言うから、私の名前を知ってるのかと思って驚いちゃったよ』

  　あのとき睦月は「親が離婚して自分の名前が蓮見に変わった」と説明した。

  　橘。それが、睦月の父親の苗みよう字じ。

  　だとすると、火事の後、父親に引き取られた睦月の今の名前は。

  「橘、睦月」

  　口に出してみて、雅弥ははっきりと自覚する。自分がどうして彼女の名前にこだわっていたのか。なぜ苗字を思い出すことが手がかりになると思ったのか。

  　橘睦月と橘九月。二人の名前が似ているのは、果たしてただの偶然なのか。

  　思い返せば、睦月の居場所を調べはじめてから、九月の態度がどことなくおかしくなっていた。睦月捜しに露骨に反対したり、用もないのに生徒会室を覗のぞきに来たり。

  「九月は睦月のことを知っていた？　二人は親戚か何かなのか？」

  　思い出されるのは、雅弥宛あてに届けられた消印のない手紙。九月ならば雅弥の住所を知っていてもおかしくはない。雅弥に手紙を届けたのはひょっとすると九月なのか。

  「ならば、九月に聞けば睦月の居場所がわかるかも――」

  　そこまで考えて、雅弥はすぐさま携帯電話を取り出した。慣れた手つきでアドレスを検索して、九月の電話番号を表示する。

  　今度こそ、睦月の居場所がわかるかもしれない。

  　はやる気持ちを抑えながら、雅弥は携帯の通話ボタンを押す。受話器を耳に当てると、若干の間を置いて呼び出しの電子音が聞こえてきた。

  　一回、二回、三回……。五回目のコールが終わったところで、何の前触れもなく、唐突に生徒会室の扉が開かれた。

  「こんばんは～。あれ、雅弥一人だけ？」

  　明るい挨あい拶さつとともに登場したのは、雅弥の親友であり、九月の恋人でもある会澤拓海だった。六回目のコールを聞いて、雅弥はおもむろに携帯電話を耳から離す。

  「拓海か。いいところに来た。少し聞きたいことがある」

  　携帯電話の回線を切りながら、雅弥が大おお股またで歩み寄る。雅弥の歩く姿に異様な迫力を感じ取って、小心者の拓海は無意識にたじろいでしまった。

  「拓海、教えてくれ。九月は今どこにいる」

  「九月なら今日は早退……」

  　思わず素直に答えかけて、拓海の表情がふっと消える。それは普段の雅弥にも似た無機質なポーカーフェイス。

  「雅弥？　そんなに興奮してどうしたの？　そもそも、どうして僕にそんなこと聞くの？　僕が九月なんかの居場所をいちいち把握してるわけないだろ」

  　ぶっきらぼうに言われて雅弥は驚きに眉まゆ根ねを寄せる。冷たい物言いが拓海らしくないのはもちろんだが、それよりも彼が「九月なんか」と口にしたことが信じられなかった。

  「どうしてだと？　お前と九月は恋人同士だ。恋人がどこにいるか把握していても、おかしいことはないだろう」

  「恋人同士、か」

  　雅弥の言葉を受けて、拓海が意味深にため息をつく。沈ちん鬱うつな表情。吐き捨てるような言い草。拓海らしからぬ言動のすべてが、雅弥には不気味に思えてならない。

  『あの二人、別れたらしいよ』

  　雅弥の脳裏に、ついさっき聞いたばかりの杏子の声が甦よみがえる。

  　思い出したが最後、その一言が雅弥の中でぐるぐると渦を巻く。不快な響きがどうしても頭から離れなくて……どうしても耐えられなくて、雅弥は思い切って拓海に尋ねた。

  「九月と別れたのか？」

  　単刀直入に尋ねられて、拓海は苦笑いを浮かべる。

  「雅弥の性格だからしょうがないけど、できればもっと遠まわしに、オブラートで包むような聞き方をしてほしかったな」

  「このところめっきり寒くなったな。秋雨のシーズンも終わり、最近は夕焼けに映える紅葉がそこかしこで見られるようになった。このまま冬に向かって寒くなる一方かと思うと心寂しい気もするが、これも自然の摂理だから仕方がない。俺たちにできることは、せいぜい移り変わる季節を楽しみ、今しか見られない彩りに満ちた景色を目に焼きつけて、この儚はかなくも貴とうとい時間をいつまでも忘れないようにすることだけだ。ところで九月と別れたのか？」

  「ごめん。僕が悪かったよ」

  　なぜか謝る拓海だった。

  　そのまま拓海は目を逸そらすと、テーブルの木目を数え、天井のシミを見上げ、電源の入り損ねたパソコンを眺めてから……まっすぐに雅弥の顔を見た。

  「別れたよ」

  　驚くほどあっさりと、拓海は認める。

  「正確には、僕が九月にふられたんだけどね」

  「なぜだ。なぜお前たちが別れなければならない」

  　二人が別れたのは、やはり悪趣味などっきり企画が原因なのか。自分たちのせいで拓海と九月の関係に亀裂が生じたのか。不安に駆られる雅弥へ、拓海は彼らしくもない冷めた口調で言い放つ。

  「さあ、どうしてかな。別れる理由について九月は何も教えてくれなかったから。でも、きっと僕が情けなくて頼りない男だから、それで愛想を尽かしたんだと思うよ」

  「何を他人事みたいに言っている！　そんな訳のわからない別れ方で、お前は納得できるのか！」

  「九月が別れたいって言うんだからしょうがないだろ！」

  　怒鳴られて、雅弥の体が衝撃に震える。雅弥が拓海の怒鳴り声を聞いたのは、一年前に彼の部屋の前に立ったとき以来だった。

  「……ごめん、雅弥。でも、もう終わったことだから。これは僕たちの問題だから。部外者は口を挟まないでほしいんだ」

  　拓海から部外者扱いされて、雅弥の頬ほおが緊張に引きつる。同時に、雅弥は胸にぽっかりと穴が開いたような喪失感にもとらわれた。

  「……ごめん。部外者だなんて。今、僕は酷ひどいことを言ったね。ごめん」

  　黙り込んだ雅弥へ、拓海は小さく頭を下げる。拓海は何も悪くないのに、それでも彼は頭を下げる。会澤拓海とは頭に「バカ」がつくくらい正直で真っすぐな男だった。

  　そんなバカな男だから、雅弥は彼と親友になったのだ。

  「心配してくれるのは嬉うれしいよ。でも、まだ僕のことを友達だと思ってくれるなら、僕らのことは放っておいてくれないか」

  　雅弥との友情を確かめるように、拓海が俯うつむいたまま声を絞り出す。だが拓海のつぶやきを聞いた雅弥は、怒りに任せて彼の制服のネクタイを掴つかみ、強引に引き寄せた。拓海と間近で顔を突き合わせて、雅弥は力を込めて吐き捨てる。

  「まだ友達だと思っているかだと？　ふざけるな。誰だれが何と言おうと、俺は、お前の」

  「あら、お客様ですか？」

  　雅弥が決め台詞ぜりふを口にしようとしたところで、生徒会室の主である玉緒が、入り口からひょっこりと顔を覗のぞかせた。

  「まあ。拓海さんが生徒会室にいらっしゃるなんて珍し……」

  　来客である拓海へにこやかに挨あい拶さつしようとして、玉緒はそこで一旦言葉を切った。穏やかに目を細めたまま、玉緒は二人の後輩をじっと観察する。

  　いつもクールな眼め鏡がね男子の雅弥が、怯おびえる拓海のネクタイを握り締め、力任せに引き寄せて、息がかかりそうなほどの距離に顔を近づけながら、激情の赴おもむくまま自分の正直な気持ちを伝えようとしている。

  　……たっぷり三秒ほど考えて、玉緒は一つの結論を導き出した。

  「ごめんなさい、お二人がそんな仲だとは知らなくて。私はお邪魔ですね。どうぞごゆっくり」

  　気を利かせて部屋を退出しようとする玉緒は、とても気配りのできる生徒会長だった。

  　その後、拓海と雅弥の二人がかりで説得したことで玉緒の誤解はどうにか解消されたが……それはともかくとして。

  「あ、そうだ。今日は会長に用事があって来たんです」

  　一気に疲れてしまった雅弥を尻しり目めに、拓海は生徒会室に来た本来の目的を思い出して、玉緒と真正面から向かい合う。

  「会長は、土曜日はお暇ですか？」

  「土曜日、ですか？」

  「はい。よかったら、僕と一緒に水族館へ行きませんか？」

  　いきなりデートに誘われて、玉緒はきょとんとしながら、何となく雅弥の顔色を窺うかがった。

  　水族館といえば、拓海は九月と行く約束をしていたはずである。

  （九月に振られた拓海が、玉緒に乗り換えようとしている？）

  　そうと気がついて、雅弥はすぐさま二人の間に割って入った。

  「土曜日は、会長はここで俺と一緒に生徒会の仕事をする予定になっている。悪いが、お前の水族館行きに付き合っている余裕はない」

  「あ、そうなんだ……」

  　拓海と玉緒のデートを断固として阻止しようとする雅弥。だが、断られて落ち込む拓海を見て、玉緒は心持ち表情を硬くする。玉緒は昼休みに見た光景を……屋上で拓海が一人きりになった様を思い出していた。

  　あのとき玉緒はたしかに思った。彼のために自分にできることをしてあげたい、と。

  　だから、意を決したように頷うなずいて、玉緒は優しく微ほほ笑えんだ。

  「土曜日は午後からなら空いていますから。私でよければ、是非ご一緒させてください」

  「本当ですか。ありがとうございます！」

  　玉緒のＯＫを貰もらって、嬉うれしそうに頭を下げる拓海。戸惑う雅弥の隣で、玉緒はまるで捨てられた仔こ犬いぬを憐あわれむような、優しくて、愛情に満ちて、それでいてどこか寂しそうな笑顔を見せていた。

  「では、待ち合わせ場所を決めましょうか。ええと、水族館に行くのなら駅前よりも……」

  「会長」

  　雅弥の声がはっきりと聞こえて、しかし玉緒は振り返るどころか、まるで見せつけるように拓海へと身を寄せる。

  「ここは少し騒がしいですね。外でお話ししましょうか」

  「あ、はい。そうですね」

  　親しげに腕を組みながら、玉緒が扉の外へと拓海をエスコートする。正直者の親友と善良な先輩が、親密な雰囲気を漂わせながら去っていく。一人残された雅弥は、訳のわからないまま扉の閉まる音を聞いた。

  　先ほどまでの賑にぎやかさが嘘うそのように静まり返った生徒会室で、一人取り残された雅弥は考える。なぜ拓海は玉緒をデートに誘ったのか。なぜ玉緒は拓海の誘いを受け入れたのか。

  　好き合っているはずなのに、別れてしまった九月と拓海。そんな彼と付き合うことを決めた優しい玉緒。

  　拓海は本気で玉緒に乗り換えたのか？

  　玉緒は本気で拓海と付き合うつもりなのか？

  　考えれば考えるほど無性に腹が立って、雅弥は手近にあったパイプ椅い子すを思い切り蹴けり飛ばす。

  「待て、落ち着け。なぜ俺が怒る必要がある。拓海が誰だれと別れて誰と付き合おうが、それは拓海の勝手。拓海と会長がそれでいいのなら、二人が付き合うことに俺が反対する理由はない」

  　独り言をつぶやきながら、雅弥は気持ちを落ち着けるように部屋の中を歩き回り……。そこでようやく、自分が後生大事に携帯電話を握り締めていることに気がついた。

  　携帯電話の画面には、九月の電話番号が表示されている。

  「そうだ。九月に電話して真意を確かめよう」

  　九月がまだ拓海のことを好きでいるならば、二人の関係をもとに戻せるかもしれない。九月の真意を確かめるため、そしてもう一度拓海と付き合うよう説得するため、雅弥は一いち縷るの望みをかけて携帯の通話ボタンを押した。繰り返される呼び出し音を聞きながら、雅弥は自分がある衝動に突き動かされていると自覚する。

  　――どうしても、拓海と九月を別れさせたくない。

  　なぜ二人が別れることに耐えられないのか。なぜそうまでして二人の恋を応援したいのか。理由がわからないまま、それでも雅弥は己の衝動を素直に受け入れていた。たとえ余計なおせっかいと言われても、雅弥は二人の恋を応援せずにはいられなかった。

  　間もなく単調な呼び出し音が途切れて、電話はつながった。

  『もしもし』

  「九月か？」

  　聞き慣れた声が聞こえて、雅弥は間髪容れずに問いかける。

  「お前、今どこにいる？」

  『……私がどこにいようと雅弥には関係ないでしょ』

  　九月の不機嫌な声が耳に響く。横柄な九月の態度に雅弥は言い返そうとして、すぐに思い留まった。今は不毛な言い争いをしている場合ではない。それよりも大切な用件が、今の雅弥にはあった。

  　手早く雅弥は用件を伝える。

  「拓海と別れたと聞いたが、本当なのか？」

  『……なんだ、その話か』

  　落胆したようにつぶやいて、そのまま九月は吐息交じりの声を漏らす。

  『うん。拓海とは別れたよ』

  「どうして」

  『そんなこと、雅弥に説明する必要ないよね』

  　強引に感情を抑えつけているような、平坦すぎる九月の声。その強い語調が説得の難しさを予感させて、雅弥はどうやって話を切り出すべきかと迷ってしまう。

  　今の九月には生半可な説得では通用しそうにない。九月を納得させるには……九月と拓海の関係を修復するには、どう話を展開させればいいか。悩みに悩んだ末、雅弥は九月の決意を揺るがすべくショック療法に訴えることにした。

  「ついさっき、拓海は会長と……三年の由よし井い玉たま緒お先輩とデートの約束をしていた」

  『え？』

  　受話器から驚きの声が漏れる。動揺している九月の様子を感じ取って、雅弥はここぞとばかりに畳み掛けた。

  「会長もまんざらではない様子だった。二人は土曜日にデートをするそうだ。ひょっとすると、二人はこのまま付き合うかもしれないな」

  『……』

  　九月の息を呑のむ気配が伝わってくる。これできっと、九月は「拓海を取られたくない」と思ったはずだ。「やっぱり私は拓海のことが好きだ」と自覚したはずだ。九月の想いを確かめるべく、雅弥はおもむろに問いかける。

  「拓海と会長が恋人同士になるかもしれないんだぞ。九月はそれでいいのか？」

  『……いいよ』

  　あまりにも呆あつ気けなく答えられて雅弥が言葉を失っていると、九月の声は突然明るく――痛々しいくらいに陽気になって早口に喋しやべりだした。

  『へぇ～、拓海もなかなかやるじゃない。そういえば、会長ってすごくいい人なんだよね？　じゃあきっと、私なんかよりもずっと拓海とお似合いだね』

  「……本気で言ってるのか」
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  　怒りを込めた雅弥の言葉に、電話の声は一瞬黙り込んでから、

  『もちろん本気だよ』

  　軽い口調ではっきりと、そう答えた。

  　雅弥は思い知らされた。九月の決意の固さを。自分たちがどっきりと称して行ったくだらないお遊びの、愚かな顛てん末まつを。

  　九月を説得するのは無理なのか。もはや何を言っても九月を心変わりさせることはできないのか。それでも雅弥は諦あきらめきれず、何か方法はないかと悩み、考えて……。

  　そして、閃ひらめいた。

  「……宝物だ」

  『え？』

  「俺と約束したことを覚えているか。九月が探している宝物を俺が先に見つけたら、お前は何でも言うことを聞くと約束した」

  　それは水曜日の夜の出来事。秘密の宝物を探していた九月は、生徒会室で雅弥と口論になり、売り言葉に買い言葉でそんな約束を交わしてしまった。

  『……覚えてるよ』

  「よし、待ってろ。すぐに見つけてやる。俺が必ず宝物を手に入れてやる。だから、そのときは――」

  　雅弥が言い終わるより早く、九月は震える声で「うん」とだけつぶやいた。その小さなつぶやきが意味するものに気づかないまま、雅弥は力強く宣言する。

  「見つけたらまた連絡する」

  　九月の了承を得て、雅弥は電話を切ろうと通話ボタンに親指をかけた。僅わずかに力を込めるだけで通話が切れる状態になって、雅弥の指が動きを止める。

  　……切りかけた携帯電話を、雅弥はゆっくりと耳に当てる。

  「九月」

  『なに？』

  　雅弥は大きく息を吸い込み、吐き出し、たっぷりの間を置いて腹の奥底から声を絞り出した。

  　深く、静かに、雅弥は問う。

  「お前、蓮見睦月を知っているな？」

  　しばしの静寂。そして、九月の答えは――。
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  「睦月！」

  　階段を駆け上った少年が、駅のホームで叫んでいる。ここまで全速力で走ってきたのだろう。額には玉の汗が滲にじみ、半はん袖そでのシャツは雨にでも降られたかのようにべっとりと肌に張りついていた。

  「どこだ、睦月！」

  　呼吸も荒く叫びながら、少年はホームを駆け回る。彼らしくもない切羽詰まった雰囲気で、少年は出発寸前の列車に駆け寄り、窓に張りついて車内を確認する。

  「雅弥！　こっち！」

  　すでに列車に乗り込んでいたポニーテールの少女が、乗降口から顔を出した。目的の少女を発見して、雅弥と呼ばれた少年は息も絶え絶えに乗降口へと走り寄る。

  　安心して気が抜けた汗だくの少年へ、睦月と呼ばれたポニーテールの少女は上から目線で声をかけた。

  「遅い！　見送りに来てくれないかと思ったじゃない！　この薄情者！」

  「お前は本当に自分勝手なやつだな」

  　いきなり怒鳴られて、表情を引き締めた雅弥は普段の仏頂面で言い返した。もとはといえばギリギリまで引っ越しのことを雅弥に教えなかった睦月が悪いのだが、そんな理屈は彼女には通用しないらしい。

  「これ」

  　列車の外に立っている雅弥が、肩を上下に揺らしながらぶっきらぼうに右手を突き出す。列車の中にいる睦月は、突き出された手にささやかなプレゼントが握られているのを発見した。

  　それは、紫色の花びらが風にそよぐ一輪の花。

  「餞せん別べつだ」

  　雅弥が真っすぐに相手の目を見据える。花を受け取った睦月は、このときになってようやく彼のズボンが泥だらけになっていることに気がついた。

  　ひょっとして、時期外れのこの花を探していて見送りに遅れそうになったのだろうか。

  「……私、前に言ったよね」

  　雅弥と見つめ合いながら、睦月は愛情たっぷりに微ほほ笑えみかける。

  「君から花なんてもらったら、どんな女の子だって胸キュンしちゃうって」

  「胸キュンしたか？」

  「したした。もうキュンキュンしまくりだよ」

  「そうか。それはよかった」

  　雅弥の表情がふっと緩んで、それから急に恥ずかしくなったのか、あからさまに目を逸そらした。そのちぐはぐな態度が可お笑かしくて、睦月は声を上げて笑ってしまった。

  　所在なげに視線をさまよわせていた雅弥は、何気なくホームの時計を見て、列車の出発時刻まで間もないことに気がついた。時間に追い立てられた雅弥は、呼吸を整える暇もなく睦月に告白をする。

  「睦月」

  　花の匂いを嗅かいでいた睦月が、雅弥に呼ばれて顔を上げる。睦月と向かい合って、雅弥は自分でも驚くほどすんなりと言葉を口にしていた。

  「聞いてくれ。俺にも夢ができた」

  　自分には夢がないと語っていた雅弥が、己の夢を口にする。興味を惹ひかれた睦月が先を促すと、雅弥は力強く頷うなずいて、生まれたての夢を声高に語りはじめた。

  「俺は役者になりたい」

  　睦月の目を見ながら、雅弥は告げる。

  「俺は役者になって、そして将来、睦月が書いた脚本の主役を演じたい。それが俺の夢だ」

  「私が書いた脚本って……。私が脚本家になれるかどうか、まだわからないよ？」

  「睦月なら絶対になれる。俺が保証する」

  「……責任重大だね」

  　囁ささやいて、睦月は紫色の花を力いっぱい握り締めた。

  「わかった！　約束する。私は絶対に脚本家になる。だから雅弥も役者になって、それでいつか必ず再会しよう」

  「ああ。いつか必ず、再会しよう」

  　どちらからともなく右手を差し出して、二人は互いの小指を小指に絡めた。

  　重なり合った二つの指は、夢を叶かなえる誓いの証。

  　発車のベルが鳴り響く。小指を解いた睦月は、紫色の花を胸に抱きながら、発車のベルに負けない大きな声で雅弥に叫ぶ。

  「雅弥！　私の部屋の天井裏に宝物が隠してあるから！　それ全部、雅弥にあげる！」

  　雅弥が頷く。睦月が頷く。列車のドアが二人を分かつ。

  　列車がゆっくりと動き出す。ドアに映る睦月を追って、雅弥が列車を追いかける。徐々に二人の距離は離れていき、それでも雅弥は追い続けて……。

  　息を弾ませながら、雅弥はホームの端に立って、小さくなっていく列車の影を見送った。

  

  　家主を失った部屋は、やけに広く感じられた。

  　駅を後にした雅弥は、その足で二階建ての古い木造アパートを訪ねていた。鍵かぎのかかっていない扉を開けると、彼を迎え入れたのはがらんどうの２ＤＫ。そこは睦月が昨日まで、母親と二人暮らしをしていた場所だった。主のいない部屋に勝手に上がり込みながら、雅弥はかつて睦月から聞いた家庭の事情を思い出す。

  　両親の離婚をきっかけに、睦月は母親と二人で雅弥のいる町へと引っ越してきた。ところが離婚した両親がよりを戻したことで、今度は母親とともに父親のもとへと戻ることになった。親の勝手に翻ほん弄ろうされながら、それでも睦月は「お父さんとお母さんが仲良くするのは嬉うれしいことだから」と引っ越しを喜んでいた。

  　いつか、睦月の苗みよう字じが変わる日が来るのだろうか。母親とともに父親の籍に入る日が来るのだろうか。たぶん家族揃そろって父親の苗字になることが、睦月のささやかな望みだから。

  　いつか睦月の望みが叶かなうように願いながら、雅弥はがらんどうの室内を歩き回る。

  　――天井裏に宝物が隠してあるから。

  　睦月の言葉を思い返して、雅弥は押し入れを覗のぞき込む。天井を見ると押し入れの天板が外れていて、そこから天井裏に入れるようになっていた。押し入れに入り、天板を手際よくずらして天井裏に顔を出すと、すぐ目の前にビニール袋に包まった何かが置いてあった。

  「宝物をゴミ袋に入れるとは、いかにも睦月らしい」

  　天井裏で見つけたのは半透明のゴミ袋で、手に取ると中身がうっすらと透けて見えた。雅弥はビニール袋を小こ脇わきに抱えると、一目散に押し入れから飛び出した。

  　部屋の真ん中に座り込み、雅弥は袋をひっくり返して中身を床に撒まき散らす。

  　袋から出てきたのは無数の写真。

  　初めて二人が出会った夜の、浴衣ゆかたを着た睦月の写真。

  　土手で腰を屈かがめている雅弥の写真。

  　満面の笑顔をした睦月が、仏頂面の雅弥の肩を抱き寄せているプリクラ写真。

  　何十枚もの思い出が、袋には収められていた。

  「あいつ、俺が見送りに行かなかったらどうするつもりだったんだ？」

  　駅のホームで聞かされるまで、雅弥は宝物の存在など知りもしなかった。一歩間違えばいつまでも天井裏で埃ほこりをかぶっていたかもしれない宝物を見て、睦月の無計画さに呆あきれかけて……それから雅弥は思い直す。

  「いや。必ず俺が見送りに来ると信じていたのか」

  　床に落ちた写真を一枚一枚拾いながら、雅弥は彼女と過ごした日々を思い返す。騒がしいばかりで、人の話を全然聞かないやつで、なのになぜか一緒にいると楽しくて、幸せで……。

  「ん？」

  　床に散らばった思い出を拾っていると、写真に混ざっていた細長い厚紙を発見した。なんだろう。そう思いながら雅弥は落ちていた厚紙を拾い上げる。

  「……なるほど。考えることは同じか」

  　雅弥が拾った宝物。それは、押し花で作られた栞しおりだった。

  　雅弥が最後に手渡したのと同じ花。誰だれもいない部屋で、無数の思い出に囲まれながら、雅弥は彼女から託された一輪の花――勿忘わすれな草ぐさの花言葉を思い出す。

  

  　私を、忘れないで。
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  　夜の病院で、ショートカットの少女がパタパタとスニーカーの靴音を響かせる。

  　スポーツバッグを肩に担いだ少女は、肩を上下に揺らしながら消毒薬の臭い漂う廊下を全力疾走していた。廊下の奥まった場所にある部屋の前に到着して、少女は呼吸を整えながら、壁に貼はられたプレートを見上げる。プレートには白地に黒い文字で「橘睦月」と記されていた。

  　汗で頬ほおに張りついた髪を指で払い、短髪の少女は深呼吸をしながら扉に手をかける。

  「お姉ちゃん？」

  　扉の隙すき間まから声をかけると、部屋にいた白衣の男性とナース服の女性数名が一斉に入り口を振り返った。ナース服の間から点滴を受けている女性の姿が垣かい間ま見みえて、少女は吸い寄せられるように部屋へと足を踏み入れる。

  「九月！」

  　短髪の少女を見つけて、部屋の隅に立っていたスーツ姿の中年男性が、すぐさま駆け寄ってきた。

  「お父さん、お姉ちゃんの容態は？」

  「とにかく今、先生が診てくれているから」

  　お父さんと呼ばれた男が、少女の問いかけに曖あい昧まいな答えを返す。父親のはっきりとしない返事に、少女は湧わき上がる不安を隠し切れない。

  　医師が指示を飛ばす様を間近で見ているからか。蛍光灯の白い光が、その場にいた人の顔から血の気を失わせて見えたからか。横たわる女性の鼻と喉のどにチューブがつけられて、大仰な機械に繋つながれている光景を目の当たりしているからか。

  　少女の頭から、最悪の想像が張りついて離れない。

  「それよりもいいのか。お前、撮影があるんじゃなかったのか」

  　娘のスポーツバッグを受け取りながら、父親が気弱に尋ねてくる。少女は父親を心配させまいとして力強く言い切った。

  「こんなときに何言ってるの。撮影よりも家族が大事に決まってるでしょ」

  「そうか、そうだな。お前は家族のために自分の夢を諦あきらめたんだものな。お前にばかり苦労をかけて、本当にすまないと思ってる」

  　娘に負い目を感じているのか、父親がしきりに頭を下げる。少女が久しぶりに見た父の頭は、随分と白髪が増えていた。

  「そんなことより、今はお姉ちゃんだよ」

  　自分の苦労を「そんなこと」の一言で片付けて、少女はベッドに歩み寄る。

  　身み動じろぎ一つしない姉の――橘睦月の痩やせ細った体が目に入った。顔はまるで髑どく髏ろのようで、頬ほおはこけ、目は落ち窪くぼみ、肌は乾燥でひび割れていて、首から肩にかけても目に付くのは骨と皮ばかり。幼い頃ころは似たもの姉妹などと呼ばれていたが、たった一度の火事を境にして、姉妹の容姿には天と地ほどの差が生まれていた。

  　火災に遭った後、姉が身につけるようになった白いマスク。それが処置の邪魔になるからと、今は外されている。

  　マスクで隠されていた顔の下半分は、皮膚が焼け爛ただれて赤黒く変色していた。唇の端は片方が頬まで裂けていて、もう片方は不自然な角度に歪んでいる。手術をすれば火傷のあとがある程度は消せるはずなのに、睦月は最後まで皮膚移植を拒み続けた。入院費用だけで多額の金が必要なのに、このうえ、手術代まで妹に頼るわけにはいかないからと、そう言って。

  　マスクで隠した醜い顔は、姉としての最後の意地だった。

  　睦月のあるがままの姿を少女は目に焼きつける。そのとき、部屋の隅に立って様子を眺めていた父親が、かすかな振動を体に感じた。

  　ブーン、ブーン、と振動音が聞こえて、父親は音の発生源である娘のスポーツバッグを持ち上げる。バッグのポケットを探ると、そこからマナーモードに設定された携帯電話が出てきた。

  　携帯の画面に表示された「加か賀が雅弥」という名前を見て、父親はすぐに娘へと声をかける。

  「九月。お前に電話……」

  「お姉ちゃん！」

  　そのとき。今まで身動ぎ一つしなかった睦月が、緩慢な動きで左手を持ち上げた。邪魔な看護師を押しのけて、少女は姉の干からびた手を握る。

  「お姉ちゃん、わかる？　私だよ。九月だよ」

  　少女の問いかけに、睦月は弱々しく頷うなずいた。

  　振動する携帯電話を握り締めたまま、父は娘に言葉をかけることができなくなった。

  　やがて、携帯電話は六回目のコールを終えて動きを止める。父親は無言のまま、鳴り止んだ携帯電話を自分のポケットへと押し込んだ。

  　携帯電話が鳴っていたことにも気づかないまま、少女は姉を元気づけようと枯れ木のような手を握り締める。

  「ごめんね、お姉ちゃん。お姉ちゃんの宝物は必ず見つけだすから。きっともうすぐ見つかるから。だから宝物が見つかるまでもう少しだけ待っててね」

  　だが、妹の声が届いているのか、睦月は目を細めたまま何の反応も示さなかった。

  　睦月が残した宝物を、少女は絶対に見つけだすつもりでいた。見つけだして、睦月に見せてあげるつもりでいた。睦月の宝物を見つけたくて、なのにどうしても見つけられずにいて……。

  「……お姉ちゃん？」

  　睦月の顔をじっと見つめていた少女は、彼女の目が自分ではない何かを見ていることに気がついた。姉の虚うつろな視線を辿たどっていくと、そこにあったのは一台のノートパソコン。

  「あのパソコンがどうかしたの？」

  　ぎゅっと、睦月が少女の手を握る。

  「あのパソコンに何か入ってるの？」

  　ぎゅっと、睦月が少女の手を握る。

  　少女は姉から手を離すと、すぐさま棚へと駆け寄った。棚からノートパソコンを取り出すと、大急ぎで姉のもとへ引き返そうとして……。

  「九月」

  　呼び止められて、少女はその場で足を止める。振り返ると、父親が手に持った携帯電話を少女に見えるように翳かざしていた。

  　マナーモードに設定された携帯電話が、小刻みに振動を繰り返している。少女の目は液晶画面に表示された「加賀雅弥」という名前に釘付けとなった。

  　――ひょっとして、私とお姉ちゃんの関係がばれた？

  　少女はベッドを振り返ると、横たわる睦月の苦しそうな姿を目に焼きつけて、

  「……ちょっと待っててね。お姉ちゃん」

  　そのまま父親に歩み寄り、携帯電話を受け取った。慣れた手つきで折り畳み式の携帯を開いて耳に当てる。このとき、少女は無意識に考えていた。

  　――今、お姉ちゃんのことを尋ねられたら、きっと私は誤魔化すことができない。これ以上黙っていられなくて、きっと雅弥に何もかも話してしまう。

  　……でも、それでも構わないと、少女は思った。

  　ひょっとしたら、これが、二人が再会する最初で最後のチャンスかもしれない。そう思うと少女は黙っていられなかった。

  　――尋ねられたら、正直に答えよう。

  「自分のことは雅弥に秘密にしておきたい」という姉の願いを、少女はこの一時だけ、裏切る覚悟を決めた。

  「……もしもし」

  『九月か？　お前、今どこにいる？』

  　尋ねられて、少女はちらりとベッドに横たわる姉を見る。

  「私がどこにいようと雅弥には関係ないでしょ」

  　感情を押し殺した声で少女が答える。そのままきつく目を閉じて、少女は待った。雅弥の次の言葉を。雅弥が睦月について尋ねるのを。

  　そして、雅弥は少女に問うた。

  『拓海と別れたと聞いたが、本当なのか？』

  　受話器を耳に押し当てて、目を閉じたまま、少女は深く息を吐き出す。気を緩めた途端にカチカチと歯が鳴って、自分が極度に緊張していたのだとようやく気づく。

  「……なんだ、その話か」

  　雅弥が何の用件で電話をかけてきたかを理解して、少女はしゃんと背筋を伸ばし、顔を上げ、閉じていた目をしっかりと開いた。

  　一瞬で、少女は女優の顔になった。

  「うん。拓海とは別れたよ」

  『どうして』

  「そんなこと、雅弥に説明する必要ないよね」

  　感情を押し殺した声で、間を置かずに答える。事情を語るわけにはいかないから――「金が欲しくて拓海と別れた」などと正直に答えるわけにはいかないから、少女の声は余計に冷たいものになる。

  『ついさっき、拓海は会長と……三年の由井玉緒先輩とデートの約束をしていた』

  　思いがけない雅弥の言葉に、少女は刹那、素に戻る。反射的に、大好きな彼と美人の生徒会長が並んで立っている姿をイメージしてしまう。

  　突然胸が苦しくなって、少女は膝ひざから力が抜けたようにしゃがみこんでしまった。

  　姉のノートパソコンを抱えながら、少女は耳元で喋しゃべり続ける雅弥の声を聞き流す。

  　拓海に別れ話を切り出したときから、いつかこういう噂うわさが耳に入ることは覚悟していた。だけど想像と現実ではあまりにも衝撃の度合いが違いすぎて、少女は息をするのも忘れるほどに動転してしまった。

  『拓海と会長が恋人同士になるかもしれないんだぞ。九月はそれでいいのか？』

  　雅弥が語気を荒げる。しゃがみこんだ少女はノートパソコンで胸を押さえたまま、迷いながら、それでもはっきりと答えを口にした。

  「……いいよ」

  　弱々しくつぶやいて、これが現実なのだと理解して、少女は顔を上げる。

  　少女が女優の顔になる。

  「へぇ～、拓海もなかなかやるじゃない。そういえば、会長ってすごくいい人なんだよね？　じゃあきっと、私なんかよりもずっと拓海とお似合いだね」

  　不自然なほど陽気に、少女は答えていた。

  　声に合わせて少女は明るい笑顔を浮かべていたのに、なぜか瞳ひとみからは涙が溢あふれていた。

  　――お姉ちゃんが生死の境をさまよっていて、すべての仕事を投げ出して病院に駆けつけて、そこで大好きな人がほかの女性と付き合ってるって聞かされて、どうして私は笑わなきゃいけないの？

  　泣きながら、嗚お咽えつを堪こらえながら、それでも少女は演技をやめようとしない。それが彼女の選択だから。それが彼女の選んだ道だから。

  　今さら後戻りなんて、できない。

  『……宝物だ』

  　受話器の向こうから雅弥の声が聞こえてきた。意味がわからずにいる少女へ、雅弥は語調を強めて語りだす。

  『俺との約束を覚えているか。俺が先に宝物を見つけたら、お前は何でも言うことを聞く約束だ』

  　それは水曜日の夜の出来事。秘密の宝物を探していた少女は、生徒会室で雅弥と口論になって、売り言葉に買い言葉でそんな約束を交わしてしまった。

  「……覚えてるよ」

  『よし、待ってろ。すぐに見つけてやる。俺が必ず宝物を手に入れてやる。だから、そのときは――』

  　諦あきらめかけていたお姉ちゃんの宝物が手に入るかもしれない。ひょっとしたら、まだ間に合うかもしれない。

  　気がつくと、少女は泣きながら「うん」と頷うなずいていた。本当ならそんな約束はしてはいけないはずなのに、どうしても少女は頷かずにはいられなかった。

  『見つけたらまた連絡する』

  　そこで雅弥の声は一旦途絶えた。少女は話が終わったのだと思い、携帯電話を耳から離す。

  　結局、雅弥は最後まで睦月のことを聞かなかった。あれだけ熱心に捜していたのに、彼は自分のことよりも友人のことを優先したのだ。それはとても雅弥らしいと、少女は思った。

  「バカだね。お姉ちゃんのことを聞かれたら、教えてあげたのに」

  　携帯電話を口元から離したまま、少女がぽつりとつぶやく。そんな彼女の耳に、雅弥の声が聞こえてきた。

  『九月』

  「なに？」

  　少女が慌てて携帯を耳に当てる。しばしの沈黙があって、やがて通話口から雅弥の声が聞こえてきた。

  『お前――』

  　そのとき、床にしゃがみこんでいた少女は背後から何者かに肩を叩たたかれた。飛び上がるほどに驚いて慌てて振り返ると、そこには白いナース服を着た看護師が立っていた。

  「な、なんですか？」

  　携帯を胸に押しつけて、少女が看護師を見上げる。看護師は申し訳なさそうに、しかし断固とした口調で彼女に警告した。

  「医療用の機器に影響が出ますので、病院内での携帯電話の使用は……」

  「あ、はい、すみません」

  　ごしごしと服の袖そでで涙に濡ぬれた目をこすると、少女は看護師を見て、それから機械に繋つながれた姉を見て、慌てて携帯電話を耳に当てた。

  「ごめん。電話切るね」

  　一方的に言い放って、そのまま即座に携帯の電源を落とす。最後に雅弥が何か言っていたようだが、それを気にする余裕などなかった。ただ、睦月の治療の邪魔にだけはなりたくなくて、少女は電源の落ちた携帯電話を父親に押しつけた。

  　通話を終えて一息ついた九月は、自分が姉のノートパソコンを胸に抱いていることを思い出す。少女はすぐさま立ち上がると、両目を赤くしたまま姉の側へと駆け寄った。

  「お姉ちゃん、持ってきたよ。このパソコンがどうかしたの？」

  　少女の声は、しかし姉には届いていなかった。

  　虚うつろな目で天井を見つめる睦月。歪ゆがんだ唇が僅わずかに動き、焦点の定まらない瞳ひとみから一粒の雫しずくが零こぼれ落ちる。

  「なに？　聞こえないよ、お姉ちゃん」

  　少女がベッドにしがみついて、姉の唇の動きを読み取ろうとする。最愛の妹に見守られながら、睦月は不自由な唇を懸命に動かして、声にならない声を上げた。

  　睦月の唇は、少女には、こう言っているように見えた。

  

  　――ま、さ、や。



  


  第六幕　夜

  

  　寒空に月が昇る頃ころ。加か賀が雅まさ弥やは一人、廃はい墟きよと化した旧校舎の中を徘はい徊かいしていた。

  「九く月がつが言っていた宝物は、きっとここにある」

  　九月から一方的に電話を切られた雅弥は、怒りの感情そのままに旧校舎へと乗り込んでいた。

  　宝物を見つけて、九月と拓たく海みの仲を元通りにしてやる。

  　宝物を見つけて、睦む月つきの居場所を白状させてやる。

  　いつも理詰めで行動する雅弥が、今日だけは自らの感情に従って行動していた。

  「さて、いったいどこに隠してあるのか」

  　埃ほこりだらけの廊下を見回しながら、雅弥は人ひと気けのない旧校舎で独り言をつぶやく。

  　宝の隠し場所として、雅弥が旧校舎に目星をつけたことには根拠がある。昨日、玉たま緒おと二人で旧校舎に忍び込んだとき、雅弥はこの場所で九月たちとばったり出くわした。あのとき九月たちは、おそらく旧校舎へ宝物を探しに来ていたのだ。

  　――少なくとも九月たちは、この場所に宝物があると信じている。

  「九月も拓海も抜けたところがあるからな。きっとどこかに見落としがあるに違いない」

  　友人二人を抜け作呼ばわりしながら、雅弥は旧校舎の秘宝を求めて一階から手当たり次第に調べ回っていた。

  　ギシ、ギシ。

  　一階の教室を調べていた雅弥の耳に、どこからか床の軋きしむ音が聞こえてきた。耳を澄ませば、どうやら足音は廊下をこちらへ向かって歩いているようだ。

  （こんな時間に旧校舎へ忍び込むとは、怪しいやつだ）

  　自分のことは棚に上げて、雅弥は宝探しを邪魔されないように不法侵入者を追い払おうと考える。幸いここは幽霊屋敷。少し驚かせれば怖がって逃げてくれるだろう。雅弥は教室の戸口に身を潜めると、気配を殺して足音の接近を待ち構えた。

  　……三、二、一、タイミングを見計らい、雅弥は世にも恐ろしい掛け声とともに不審者の前へと身を晒さらす！

  「ぶるあ～！」

  「うわあああああ……って、雅弥？」

  　冷静に幽霊の正体を指摘したのは、懐中電灯を片手に持った、へっぴり腰の拓海だった。思いがけない親友の登場に、侵入者を驚かせようと諸もろ手てを挙げて飛び出していた雅弥は、何事もなかったように背中に手を回して、キリリと表情を引き締める。

  「なんだ、拓海か。こんなところで何をしている」

  「それはこっちの台詞せりふだよ。雅弥こそ旧校舎で何を？　もう初恋の人捜しは諦あきらめたんじゃなかったの？」

  「今回は別件だ。今は九月の宝――」

  　言いかけて、雅弥はふと考える。

  　なぜ拓海がこんな時間に旧校舎にいるのか。ひょっとして拓海も雅弥と同様に、九月の宝物を探しに来たのか。宝物を見つけだせば、九月が言うことを聞いてくれると思って。

  　宝物を見つけだせば、彼女とヨリを戻せると思って……。

  「一つ聞くが、拓海は九月の宝物を探しに来たのか？」

  「は、え、あ、いや、そう、とも言うかも、しれないような」

  　図星か。

  　会あい澤ざわ拓海という男は、台本通りの演技をさせたら天下一品のくせに、アドリブはてんでダメなのが弱点だった。

  　――拓海は、九月に内緒で宝物を探しに来たらしい。そうと見透かして、雅弥は内心でほくそ笑む。拓海が九月のために行動する……それは彼がまだ、九月のことを好きでいるという証拠だから。

  「ならばちょうどいい。俺たち二人で宝物を見つけだすとしよう。拓海が宝物を見つけたとなれば、九月も感謝するだろう」

  「は？　あれ、ひょっとして雅弥も九月の宝物を探しに？」

  　心なしか拓海の顔色が青くなった気がして、雅弥は眉み間けんに皺しわを寄せて考え込む。

  （拓海は不安を感じているのか？　宝物を見つけても九月ともとの関係に戻れるかわからないから。そんな不確かなことに友人を巻き込むのを申し訳ないと思っているのか？　だとしたら……。ふっ、水くさいやつだ）

  　クールな見かけに反してかなりのポジティブシンキングである雅弥は、青ざめる親友を勇気づけるよう大おお袈げ裟さに頷うなずいて見せた。

  「安心しろ、拓海。俺が必ず九月との仲をもとどおりにしてみせる」

  「はい？　それって、どういう意味……」

  「誤魔化すな。俺にはお前の考えなどすべてお見通しだ。いいから俺にすべて任せておけ」

  「あ、え、うん、よろしく……」

  　雅弥の訳のわからない迫力に気け圧おされて、曖あい昧まいに頷いてしまう拓海だった。

  　友情の押し売りに成功して、雅弥は力強く親友の肩に手を乗せる。

  「九月の宝物を探し出すぞ。大丈夫、俺たちが手を組めば不可能なことなど何もない」

  「どうしたの、雅弥。今日はなんだかやけに口調が熱いよ？」

  「まずは情報を共有しよう。この旧校舎に宝物があるのは間違いないのだな？」

  　いつになく興奮気味の雅弥が強引に情報開示を求める。訳のわからない迫力に負けた拓海は、素直に頷いて肯定の意を示してしまった。

  「それで宝物とはどういった物だ？　形は？　大きさは？」

  「あ……ごめん。それはちょっと言えないんだ」

  「言えない？　なぜだ」

  「雅弥には秘密にするって、九月と約束したから」

  　言ってしまってから、「あっ」と叫んで自分の口を押さえる正直者の拓海。

  　別れた彼女との約束を律儀に守ろうとする振る舞いは、いかにも真面目な彼らしい。だが、この期に及んでそんな理由で拒絶されても、ヤル気に満ち溢あふれた雅弥が納得できるはずもなかった。

  「悠長なことを言っている場合か。お前は九月と復縁したいのだろう？　ならば大人おとなしく俺に協力しろ」

  「別に復縁したいだなんて僕は一言も……」

  「そんな弱気でどうする。いいから俺に任せろ。悪いようにはしない」

  「どうしたの、雅弥。さっきから少し変だよ。どうして僕と九月のことでそんなにムキになってるの？」

  「どうしてだと？」

  　答えようとして口を半開きにしたまま、雅弥の動きがピタリと止まった。

  （なぜ俺は、拓海と九月が別れるのをこれほど必死になって阻止しようとしているのか）

  　納得できる解答を探して、雅弥の中で言葉がぐるぐると渦を巻く。

  「……拓海と九月は俺の大切な友人だ。友が泣くところなど誰だれも見たくはないだろう」

  　もっともらしい台詞せりふを口にしながら、雅弥は自分の言葉に強烈な違和感を覚えていた。

  　雅弥の中にいる冷静な人格が、「それは詭き弁べんだ」と告げている。二人が別れるのを認められない、もっと単純な理由があるはずだと伝えている。

  　なぜ二人が別れることに耐えられないのか。なぜいつも、二人が結ばれるよう尽力してしまうのか。考えれば考えるほど、興奮していた雅弥の頭がクールダウンしていく。

  「……とにかく今は宝物を探すのが先決だ。ここからは手分けして探そう。俺は二階を調べる。拓海は一階を調べてくれ」

  　冷静に指示を出す雅弥の声のトーンがいつもの平坦なものに戻ったと気がついて、拓海は安あん堵どとも寂しさともつかない中途半端な表情で、「了解」とだけつぶやいた。

  　廊下の真ん中で二人は分かれ、雅弥は階段へ、拓海は一階の奥へと歩き出す。さっきまでの賑にぎやかさが嘘うそのように、二人は沈黙を保ったまま一歩の重みで床を軋きしませる。

  「雅弥」

  　名前を呼ばれた雅弥が肩越しに振り返ると、拓海は廊下の真ん中で、背を向けたまま胸元を強く握り締めていた。暗あん鬱うつとした廃屋に、吐息交じりの声がこだまする。

  「……ごめん」

  　拓海が何に謝っているのか、雅弥にはさっぱりわからない。わからないけれど、それでも雅弥は答えないわけにはいかなかった。なぜなら彼は、拓海の親友だから。

  　クールに、冷ややかに、親友らしく雅弥は告げる。

  「気にするな」

  　軽く片手を上げて、雅弥は階段に足をかける。

  　拓海のポケットで携帯電話の着信音が鳴り響いたのは、その直後のことだった。

  

  　二階の個室を片っ端から調べて回った雅弥だが、宝物らしき品は何一つ見つけられなかった。最後の部屋で押し入れに頭を突っ込んでいた雅弥は、蜘く蛛もの巣がかかった壁を見て思わず愚痴を零こぼしてしまう。

  「考えてみれば、二階は昨日、会長と家捜ししたばかりだ。あれだけ探して何も見つからなかったのに、これ以上どこを探せばいいのか」

  　不平を口にしながら、雅弥は押し入れを出ようと蜘蛛の巣が張られた天井を見上げて……。

  『天井裏に宝物が隠してあるから』

  　……耳の奥で、懐かしい声が聞こえた気がした。

  　まさかな。そんな半信半疑の思いで、雅弥は蜘く蛛もの巣だらけの押し入れに上がり込み、天井へと拳を押しつける。

  「……考えることは皆同じか」

  　雅弥の手に押されて板が浮き上がり、天井にぽっかりと穴が空いた。躊ちゆう躇ちよなく穴に頭を差し込んだ雅弥は、天井裏をぐるりと見渡して、そこに隠された何かがあるのを発見した。

  　天井裏で眠っていた埃ほこりまみれの物体を掴つかむと、雅弥はすぐさま押し入れを飛び出した。窓から差し込む月明かりに、雅弥は手に入れた宝物を翳かざして見る。

  　宝物。それは、一冊のアルバムだった。

  「雅弥」

  　アルバムの埃を払い落としていた雅弥が、名前を呼ばれて部屋の入り口を振り返る。そこには俯うつむき加減で立っている拓海の姿があった。

  「拓海か。ちょうどいいところに来た。宝物が――」

  「今、九月と電話で話してたんだ」

  　雅弥の言葉を遮さえぎるように、拓海が下を向いたままぶっきらぼうに声を発する。別れたはずの二人が電話をしていた事実に、雅弥は「ここは喜ぶところか？」と一瞬悩んでしまった。

  「急用ができて、土日は撮影に出られなくなったって」

  　なんだ。ただの事務的な連絡か。

  　ヨリが戻ったのではないとわかって、雅弥は落胆すると同時に納得もしてしまう。

  　拓海と九月は「きぐるみん」というドラマで現在共演中である。二人が本当に別れたのなら、たとえ仕事とはいえ仲のいい友人役を演じるのはつらいものがあるだろう。プロとしては失格かもしれないが、九月が撮影を休みたいと願う気持ちはわからなくもない。

  「それで、その、雅弥に伝えるべきか、どうしようか考えたんだけど」

  　もごもごと口ごもりながら何かを言いかける拓海。言うべきか言わざるべきか迷っている彼を見て、何かを気取ったのか雅弥はわざとらしくアルバムを持ち上げて見せた。

  「……それは？」

  　埃だらけのアルバムに気がついて、拓海が気の抜けた声を上げる。雅弥は押し入れを手で示しながら、アルバムを拓海に翳して見せた。

  「そこの天井裏に隠してあった。おそらくこれが例の宝物だ」

  「天井裏に？　よくそんなところにあるのがわかったね」

  「……なんとなくだ」

  　曖あい昧まいにつぶやいて、雅弥は突っ立っている拓海へと歩み寄り、アルバムを押しつける。宝物を押しつけられた拓海は、驚いた表情で無愛想な友人の顔を見つめた。

  「雅弥は中を見ないの？」

  「他人のアルバムを覗のぞき見するほど俺は悪趣味じゃない」

  　雅弥が躊ちゆう躇ちよなく答える。それを聞いた拓海がほっと胸を撫なで下ろしたことに、このときの雅弥は気がつかなかった。

  「その宝物をどう使うかは拓海に任せる。俺としては、九月ともう一度やり直すきっかけにしてほしいが」

  「雅弥。それは……」

  　拓海が弱々しい声で何かを訴えようとしたので、雅弥は気弱な友人に背を向けることで「聞きたくない」と無言のアピールをした。

  　拓海と九月がカップルでいることが、雅弥の望み。しかし当人がそれを望んでいないのであれば、雅弥は自分のわがままを押しつける気はなかった。……いや、本当はわがままを押しつけたい気持ちでいっぱいだったが、友を思って感情を抑えつけていた。

  　入り口近くに立つ拓海に背を向けた雅弥は、自然と部屋の窓に目を向ける格好となった。

  　木枯らしが吹き、開け放たれていた窓からイチョウの葉が一枚、ひらひらと雅弥の足元に舞い落ちる。落ち葉の動きを目で追いながら、雅弥はふと考えた。

  　なぜ、この部屋の窓は開けっ放しになっているのだろう。

  　なぜ、こんなにもイチョウの木が窓の近くに見えるのだろう。

  　風に揺れる黄金色の枝葉を眺めながら、雅弥は漠然と考える。闇やみ雲くもに宝物を探していた彼は、宝が隠されていたこの部屋の真実に、まだ気づいてない。……宝物が隠されていたここが誰だれの部屋だったのか。その事実に、彼はまだ気づいていない。

  　雅弥の背後では、宝物を受け取った拓海が、アルバムのページの間に何かが挟まっていることに気がついていた。

  　いったい何が挟まっているのか。気になった拓海は、深く考えずにアルバムを開く。

  　アルバムの隙すき間まから、ひらひらと、紫色の花びらが舞い落ちた。

  「……雅弥」

  　名前を呼ばれて、黄金色の景色を眺めていた雅弥が振り返る。拓海はアルバムを開いたまま、雅弥の顔を見もせずにつぶやいた。

  「僕たちは友達だよね？」

  「友達？　何を言っている」

  　どこまでもクールに、冷ややかに、雅弥ははっきりと言い放つ。

  「俺たちは親友だ」

  　パタンと音を立てて、拓海は持っていたアルバムを閉じた。先ほどとは逆の立場になって、拓海は強引に埃ほこりだらけのアルバムを雅弥に押しつける。

  「見て」

  　親友の胸にアルバムを押し当てて、拓海はただそれだけを口にする。

  　雅弥もまた、それ以上深く追究はせずに、言われるがまま渡されたアルバムを開いた。

  　最初のページ。そこには風呂につかっている全裸の九月が写っていた。写真の下には丸みのある文字で、短く一言、こう書かれている。

  『九月、０歳。初めてのお風呂』

  　それは生後間もない赤ちゃんが、父親らしき男の腕に支えられて入浴している写真。

  　この赤ちゃんが九月の幼い頃ころの姿だと知って、「九月にも赤ん坊の頃があったのか」と雅弥は当たり前のことに驚き、なんとなく微ほほ笑えましい気分になった。

  　衝撃的なオールヌードの隣には、小学校低学年ぐらいの女の子が、幼い九月を抱っこしている写真が貼はられていた。

  『九月と私』

  　写真の下に書かれた丸い文字を見て、雅弥は九月を抱えている女の子が、このアルバムの持ち主だと推測した。

  　ページをめくる雅弥を見ながら、拓海が淡々と言葉を紡ぐ。

  「ずっと九月に言われていたんだ。この宝物は、絶対に雅弥に見せちゃいけないって」

  「俺も随ずい分ぶんと嫌われたものだ」

  　微笑ましい感情が表に出ないよう、雅弥は平坦な口調を保ったまま拓海に応じる。クールな二枚目を一年半も続けてきた雅弥は、感情を抑えるのが得意になっていた。

  「もっとも、こんな恥ずかしい写真を他人に見られたくないと願う九月の心理もわからなくはないが」

  「そうじゃないよ」

  　ページをめくる雅弥を見ながら、拓海はかすかに語気を強める。

  　ページをめくるたびに写真の女の子は年齢を重ねていった。七五三。小学校の入学式。学芸会の舞台劇。運動会のリレー走者。活発な彼女は、どの写真でも子供たちの輪の中心で笑っていた。

  「僕たちは雅弥のことが好きだから。だから、見せちゃいけないと思ったんだ」

  　拓海の声を遠くに聞きながら、雅弥はアルバムのページをめくる。

  　きっと、その写真は彼女にとって特別だったのだろう。アルバムの一ページがまるまる一枚の写真のためだけに使われていた。

  　ページのど真ん中に貼られた写真。それは、橘たちばな柄の浴衣ゆかたを着た少女が、眼め鏡がねをかけた無愛想な男の子の肩を抱き寄せて笑っている写真だった。

  　写真の下に、丸い文字で書かれた言葉。

  『雅弥と私』

  　写真を見て立ち尽くす雅弥の耳に、どこからか、拓海の声が聞こえてくる。

  「そのアルバムは、九月のお姉さんの宝物なんだ」

  　拓海の言葉にも答えず、雅弥はさらにページをめくった。

  　少し前までは九月と一緒の写真ばかりだったのが、このあたりから少女一人で写っている写真が急激に多くなる。夏祭りの夜、彼女が両親の離婚について語ったことを雅弥は思い出す。父親と、そして妹と別れて、少女は雅弥のいる町へと引っ越してきた。

  　それを境にして、黒縁眼め鏡がねの無愛想な少年の写真が一気に増えていく。彼はいつも不機嫌そうな顔をしていて、なのに隣にいる彼女はいつだって楽しそうに笑っていた。

  「なぜだ」

  　雅弥が開いたのは最後の見開き。そこにはずっと何かが挟まっていたのか、中央に微妙な凹凸があった。

  　左側のページには、何の変哲もないプリクラのシールが貼られていた。

  『大好きな雅弥と』

  　右側のページには、歌劇学園の前で撮った、萌もえ黄ぎ色いろの制服を着た少女の写真が貼はられていた。

  『私の夢』

  　微ほほ笑えむ少女の瞳ひとみは、未来への希望に溢あふれていた。

  　写真の下に記された、丸くて力のこもった文字を見て、本を持つ雅弥の手が小刻みに震え出す。

  「なぜ、教えてくれなかった」

  　写真の中の笑顔を凝視したまま、雅弥が声を絞り出す。答える拓海の声もまた、震えていた。

  「九月のお姉さんは、雅弥に会いたくないものだと思ってたから。だから、僕たちは黙っていようと……」

  「そんなはずがあるか！」

  　雅弥が怒鳴る。それは拓海が初めて見た、感情を爆発させる友の姿。

  「俺たちは約束したんだ。必ず再会すると誓ったんだ。その睦月が、俺に会いたくないなんて言うはずがない！」

  「九月のお姉さんは、顔に酷ひどい火傷やけどを負っていたから」

  　激げつ昂こうする雅弥とは対照的に、拓海はあくまで冷静に訴え続ける。粛しゆく々しゆくと、訥とつ々とつと、感情の欠けた声で冷たく語りかける。――それが、今の拓海にできる精一杯の優しさ。

  「火事にあって、煙をたくさん吸い込んで、九月のお姉さんは満足に歩けない体になった。父親の給料だけじゃ治療費をまかないきれなくて、九月はお金を工面するために、好きだった陸上を諦あきらめて歌劇学園に入学した。それを知っていたから、お姉さんは治療費以外の、顔の火傷を治すお金を九月から受け取ろうとしなかった。顔の火傷のせいで、大切な人に二度と会えなくなるのも覚悟の上で……」

  「二度と会えないだと！　体が不自由とか、顔の火傷とか、そんな理由でか！」

  「『そんな理由』なんて言っちゃだめだよ。お姉さんにとっては、とても大事なことだったんだ」

  　アルバムを強く握り締めながら、雅弥は食い入るように写真の中の笑顔を見つめる。

  　――いや、まだだ。まだ間に合う。今から睦月に会いに行けばいい。今すぐ約束を果たしに行けばいい。顔の火傷やけどなんて気にしないと、直接会って伝えればいい！

  「拓海。睦月は今どこにいる」

  　雅弥の質問に、拓海は目を伏せて……床に落ちている一輪の花に目を留めた。

  　アルバムを凝視している雅弥の前で、拓海はそっと足元の花を拾い上げる。

  　押し花にされて、今日までずっと色を保ち続けてきた花びらを見て、拓海は胸の奥から声を絞り出す。

  「さっき、九月から土日の撮影は休むって連絡があったんだ」

  「その話は聞いた。それと何の関係が……」

  「九月はこれから、お葬式の準備を、しなきゃいけないから」

  　ひらひらと、イチョウの葉が舞い落ちる。

  　ざわめく黄色を背景に、雅弥はアルバムを持つ手をだらりと下げた。

  「そうか……」

  　親友の手に握られた勿忘わすれな草ぐさ。その鮮やかな紫を見つめながら、雅弥の唇が僅わずかに動いた。

  「……睦月は、死んだのか」



  


  第七幕　土曜日

  

  　歌劇学園は週休二日制である。

  　したがって、土曜日にわざわざ登校するような奇特な人間は限られている。部活に張り切る者か、渋々補習を受ける生徒か、撮影に意気込むドラマ出演者か、あるいは溜たまった仕事をイヤイヤながら片付ける生徒会役員か……。

  　だから、どっきり企画や睦む月つき捜しですっかり生徒会の仕事が手付かずになっていた雅まさ弥やが、休日出勤で仕事を片付けることになったのは自然な成り行きだった。

  「今は忙しいのがありがたい。仕事に集中している間は嫌なことも忘れられる」

  　そんなふうに思いながら、雅弥は誰だれもいない生徒会室へと足を踏み入れる。平素ならば雅弥よりも先に玉たま緒おが生徒会室に来ているのだが、今日に限って彼女の姿はどこにも見当たらなかった。

  「そういえば、会長は拓たく海みと水族館へデートに行くと言っていたな」

  　拓海は本当に九く月がつと別れるつもりなのか。玉緒は本当に拓海と付き合うつもりなのか。憂ゆう鬱うつな気分になりながら、雅弥は持っていた鞄かばんを机の上に置いた。

  「ん？」

  　鞄を置いた雅弥は、机の上に大判の封筒が置かれていることに気がついた。見覚えのない白い封筒に、雅弥は首を捻ひねる。

  　誰だれかの忘れ物か？　そう考えるが、昨日最後に生徒会室を出たのは雅弥本人であり、そのときは間違いなくこんな封筒など置かれていなかった。

  「俺が下校した後に、誰かがわざわざ生徒会室に忍び込んで置いていった？」

  　だが何のために？

  　雅弥は考える。もしもその人物が、雅弥が土曜日も登校することを知っていたら。雅弥に見せるため、わざと目に付くところに置いたのか……。いや、それならば直接雅弥に会って渡せばいいだけの話だ。知り合いならばわざわざ正体を隠す真ま似ねをする必要はない。

  　それに、雅弥が土曜日も登校すると口にしたのは、昨日、拓海に土曜の予定を聞かれたときだけ。拓海と玉緒以外に、雅弥の休日出勤を知る人間はいないはずだった。

  「考えても埒らちがあかないか。俺宛あてのメッセージなら、中を見れば差出人がわかるはずだ」

  　覚悟を決めた雅弥は、封筒を手に取り、逆さまにひっくり返す。大判の封筒からストンと音を立てて落ちたのは、Ａ４用紙を束ねて作られた一塊の書類だった。その表紙には、大きな文字でこう印刷されていた。

  『彼と私の物語』

  「……なんだ、これは」

  　紙束を拾い上げた雅弥が、ぱらぱらとページをめくって内容を確認する。

  「これはドラマの台本か？」

  　改めて『彼と私の物語』と題された表紙を見てから、雅弥は無言のまま物語を読み進めていった。

  

  　物語の主人公は、睦月という名の活発な女の子。

  　ある日、彼女は火事に巻き込まれて命を落としてしまう。幽霊になった彼女は、再会の約束をしていた幼おさな馴染なじみの「雅弥」に会いに行くが、彼は睦月の存在にまったく気づかなかった。

  　自分が幽霊になったと自覚した睦月は、遠くから雅弥を見守ることにした。高校生になった彼が親友と呼べる仲間と出会い、騒がしくも楽しい学園生活を送る姿を、睦月はずっと見守り続けた。

  　ストーリーの合間に、幼い睦月と雅弥が出会う場面、二人が将来の夢を語り合う場面、駅のホームで再会の約束を交わす場面等を織り交ぜて、いよいよ物語はクライマックスへとなだれ込む。

  　幽霊となった睦月は、彼女を迎えに来た死神と取引をする。ほんの数分間でいいから雅弥と会いたい。会って話をしたい。消えてなくなる前に、彼との約束を果たしたい。

  　死神は彼女の願いを聞き入れた。

  　ラストシーンの直前。雅弥の携帯に一通のメールが届く。文面は、ただ一言。

  『屋上で待ってる』

  　学校の屋上へ向かった雅弥が、そこで見たものは……。

  

  「これは、睦月の脚本か」

  　台本を最後まで読み終えた雅弥が、本を閉じて、表紙を睨にらみつける。

  　彼と私の物語。

  　睦月はどんな思いでこの脚本を書いたのか。彼女との再会を果たせなかった雅弥には、睦月の思いを想像することしかできない。

  「睦月……」

  　両手で台本を握り締め、雅弥が喉のどの奥から震える声を絞り出した、その瞬間。まるで雅弥が台本を読み終わるのを待っていたかのように、彼の鞄かばんから携帯の着信音が鳴り響いた。

  　慌てて鞄を掴つかみ、中から携帯電話を取り出す雅弥。

  　彼の携帯は、一通のメールを受信していた。

  「まさか」

  　震える指で携帯を開いた雅弥が、メールの内容を確認する。メールには、ただ一言。

  『屋上で待ってる』

  　携帯を握り締めたまま、雅弥は窓辺に駆け寄った。生徒会室の窓からは屋上がよく見える。

  「まさか」

  　……屋上には、紺色の浴衣ゆかたを着たポニーテールの女性が立っていた。

  　雅弥は携帯電話を握り締めたまま、生徒会室を飛び出した。

  

  　屋上の金属扉が、錆さびついた音とともに開かれる。

  　大きな音に反応して、フェンス際で佇たたずんでいた細身の影が驚いた様子で振り返った。

  「睦月」

  　ここまで全速力で走ってきたのだろう。乱れた呼吸を懸命に整えながら、屋上に飛び出した雅弥は彼女の待つフェンス際へと歩み寄る。

  「雅弥」

  　彼女もまた、屋上に現れた黒縁眼め鏡がねの男子生徒を見て、ゆっくりと歩きはじめる。

  　互いに歩み寄り、手を伸ばせば届くほどの距離まで近づいて、二人はどちらからともなく足を止めた。背の高い雅弥の顔を見上げながら、ポニーテールの女性は嬉うれしそうに目を細めた。

  「ずっと、会いたかったよ」

  「俺もだ」

  　彼女の微ほほ笑えみに、雅弥は大好きだった女の子の面影を重ねる。

  　気の強そうな瞳ひとみ。健康的な血色のいい肌。美少女と呼ぶに差し支つかえない整った顔立ち。あの頃ころと同じポニーテールがよく似合う、明朗な雰囲気の女の子。

  　今ここにいる女性は間違いなく睦月の成長した姿だと、雅弥は確信していた。

  「来てくれてありがとう」

  　浴衣ゆかたを着た女が、正面に立ったままそっと雅弥の手を握る。両手で雅弥の指を包み込み、潤んだ瞳で彼を見上げる。

  「……でも、ごめんね。私、もう雅弥とは会えないの」

  「ああ、知ってる」

  　彼らしい冷淡な物言いで……しかし、ほんの少しだけ声を震わせて、雅弥が頷うなずく。

  　何でもお見通しな幼おさな馴染なじみに、女は優しく微笑んだ。

  「だから、最後に一言だけ伝えに来たの」

  　女の視界が涙で滲にじむ。ほろりと一粒、頬ほおを伝い、温かな雫しずくが流れ落ちた。

  　雅弥の目を見つめながら、彼女の綺き麗れいな唇が、静かに動く。

  「私、ずっと雅弥のことが好きだった」
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  「俺も、ずっと睦月のことが好きだった」

  　雅弥が答えて、二人はどちらからともなく寄り添い、抱き合った。

  　彼女の体を離すまいと、雅弥は両腕に力を込める。雅弥の力強さを背中に感じて、女は喜びと幸せの涙を流しながら、彼の胸に額を押しつけた。

  　秋風にポニーテールが揺れている。

  「雅弥。私からの最後の言葉を伝えるよ」

  　彼の腕に抱かれたまま、女は泣きながら笑って、別れの言葉を口にする。

  「今までありがとう。いっぱい勉強して、いっぱい恋をして――」

  　雅弥の腕の中で、女が顔を上げる。

  「――私の分まで幸せになってね」

  　雅弥が最後に見た光景は、大好きな大好きな、睦月の笑顔だった。

  

  　歌劇学園の屋上で、紺色の浴衣ゆかたを着た少女が、ポニーテールのカツラを手に持って所在なげに佇たたずんでいる。

  「さすが歌劇学園だね。頼んだら、すぐにカツラと衣装を用意してもらえたよ」

  　気さくにそう言って、少女は手に持ったポニーテールを雅弥に見せる。いつもの冷徹さを取り戻した雅弥が、フェンスに背中を預けながら冷めた眼まな差ざしを彼女に向けた。

  「こんなところにいていいのか？　葬式の準備で撮影を休んだと聞いているが」

  「お通夜は夜からだから。それまでに戻れば大丈夫」

  　カツラを胸に抱いて、少女は笑顔で、しかしどこか儚はかなげに言葉を漏らす。

  「それに、こうすることがお姉ちゃんの供養にもなるからね」

  　浴衣の少女――橘たちばな九月は、姉である睦月の脚本に従って、「睦月」になりきって雅弥の相手役を演じていた。そうやって姉の気持ちを雅弥に伝えることが、睦月の供養になると信じていたから。

  「雅弥も台本通りに演じてくれてありがとう。いい芝居だったよ。きっとお姉ちゃんも天国で喜んでると思う」

  「睦月の脚本を演じるのは俺の夢だったからな。ここで最高の演技をしなければ、脚本を残してくれた睦月に申し訳が立たない」

  　そっけない態度で雅弥が答える。それでも普段より幾分饒じよう舌ぜつになっているのは、雅弥なりの照れ隠しなのかもしれない。

  　生徒会室でメールを受け取ったとき、雅弥はメールが学校にいないはずの……実家で葬式の準備をしているはずの九月からだと気がついて、違和感を覚えた。

  　台本を読み終わった直後にメールを着信したことから、雅弥は自分が監視されていると考えて、真っ先に窓際へと駆け寄った。九月と一緒に屋上で昼食を食べたとき、彼女は屋上から生徒会室を覗のぞけることに気づいていたようだから。

  　屋上に佇たたずむ紺色の浴衣ゆかたを見つけて、雅弥はつい最近同じような格好の女性に騙だまされたことを思い出した、だからすぐに、九月の格好が歌劇学園の用意した衣装だと見破った。

  　――九月が睦月を演じている。

  　そう気づいたとき、雅弥はすぐに自分が何をすべきか理解した。

  　そして雅弥は演じた。迷いはなかった。睦月の脚本を演じるのは、彼の夢でもあったから。

  「ごめんね、雅弥」

  　小声でつぶやきながら、九月が神妙な顔で下を向く。

  「今までお姉ちゃんのことを秘密にしていてごめんね。私、ずっとお姉ちゃんは雅弥に会いたくないものだと思ってたから」

  　顔に酷ひどい火傷やけどを負ってから、睦月は人目を避けるように生きていた。そんな彼女をそばで見続けてきたから、九月は雅弥宛あての手紙を預かったとき、それを読んで「お姉ちゃんは二度と雅弥と会わないつもりで手紙を書いたんだ」と思い込んでしまった。

  「なのに、死ぬ間際にこんな脚本を書き残すなんて、本心ではお姉ちゃんも雅弥と再会したかったんだね。それを私は気づいてあげられなかった」

  　死んだ姉を抱き締めるかのように、九月は風に揺れるポニーテールを胸に押しつける。

  「ごめんね、雅弥。ごめん、ごめんね……。二人が会えなかったのは、私のせい……。こんなことなら、もっと早くに二人を会わせてあげればよかった……」

  「会えたさ」

  　喉のどを震わせる九月へ、雅弥は落ち着いた声を響かせる。無表情のまま、しかし秘めた想いを感じさせる力強い声で、雅弥は泣き虫な友人に囁ささやいた。

  「安心しろ。ついさっきまで、睦月はたしかにここにいた。俺はここで睦月と再会して、彼女の最後の言葉を聞いた」

  　無表情を貫いたまま、どこまでもクールに、雅弥は九月を見つめる。

  「ありがとう、九月。俺と睦月を会わせてくれて。……ありがとう」

  　九月は目頭が熱くなるのを感じて、雅弥から慌てて目を逸そらした。カツラで口元を押さえ、小刻みに肩を震わせる九月を見て、雅弥は彼女を一人にしてやろうと思い、屋上から立ち去ろうと歩き出す。

  　が。

  「……あ」

  　間の抜けた声を上げて、格好よく立ち去ろうとしていた雅弥が回れ右をして引き返す。「ふえ？」と鼻声を上げながら、涙目の九月が近づいてくる背の高い級友を見上げた。

  「ところで九月。俺との約束を覚えているか？」

  「やく、しょく？」

  　九月が鼻声で鸚おう鵡む返がえしするのを見て、雅弥はどう説明すべきが暫しばし逡しゆん巡じゆんしてから……。結局、単刀直入に話を切り出した。

  「宝物を見つけたら俺の言うことを聞くと約束しただろう」

  「あ……うん。覚えてるよ。そういえば拓海から聞いたよ。お姉ちゃんの宝物って、雅弥が見つけてくれたんだよね。ありがと」

  「別れたのに拓海とまだ連絡を取り合っているのか」

  「あー、えっと、うん。まあね」

  「……まあいい。とにかく九月には約束通り、俺の命令に従ってもらおう」

  　いったい何を命令されるのか、涙目のまま上目遣いで身構える九月。こんな前フリをされなくても、今ならば雅弥の頼み事は大抵のことなら聞き入れるつもりだが……一応、頼み事にも限度はあるので緊張はしてしまう。

  　そして、おもむろに雅弥が口にした頼み事は、九月の限度を超えたものだった。

  「九月に命令する。もう一度、拓海の恋人になれ」

  「ぐすっ……無理」

  　鼻を啜すすりながら九月が即答する。

  　断固とした拒絶を受けて、雅弥は表向き冷静に、しかし瞳ひとみの奥に怒りの炎をメラメラと燃え上がらせながら、大おお股またで九月へと詰め寄った。

  「なぜだ。九月は拓海のことが嫌いになったのか？」

  「私が拓海を嫌いになるわけない」

  「だったら何も問題はないはずだ。九月は睦月の治療費を稼ぐ必要があったから、破格の契約金と引き換えに拓海と別れた。違うか？」

  「よく知ってるね。契約金の話、どこで聞いたの？」

  「そんなことはどうでもいい。ともかく睦月がこうなって、お前は治療費を稼ぐ必要がなくなった。だから焦って契約金を手に入れる必要もない。お前が拓海と別れる理由はなくなったんだ。拓海のことが好きなら、芸能プロの誘いを断って拓海ともう一度やり直せ」

  「もう一度拓海と付き合うなんて、そんなの無理だよ」

  「なぜだ！」

  「だって、私と拓海は最初から別れてないから」

  　…………。

  　ついさっきまで語気を荒げていた雅弥が、能面のような表情で黙り込む。微動だにしなくなった雅弥を見上げて、九月は悪いた戯ずらが成功した子供のように無邪気な笑みを浮かべた。

  「雅弥がここまで信じ込むなんて、私たちの演技も捨てたもんじゃないわね」

  「演……技……だと？　では、二人が別れたのはすべて演技だったというのか？」

  「そうだよ」

  　陽気な鼻声で、九月が種明かしする。

  　姉の治療費として、九月は二千万円が喉のどから手が出るほど欲しかった。そこで人ひと気けのない屋上に拓海を呼び出して、二人で相談したのだ。どうすれば拓海と別れずに、二千万を手に入れられるか。

  「そこで私は閃ひらめいたの。表向きは拓海と別れたことにして、裏ではこっそり拓海と連絡を取り合い、隠れてこっそり交際を続ければいいんだって。何年かたってほとぼりが冷めたら、また堂々と付き合いはじめればいいんだって」

  　最初、正直者の拓海はこの案に猛反対した。だが、九月の説得によりしぶしぶながらも承諾したという。九月と別れたフリをするために――周囲の人たちに別れたと信じ込ませるために、正直者の拓海はさぞや苦心したことだろう。

  「ほとぼりが冷めるまで別れたフリを続けるとは、ずいぶん気の長い話だな」

  　真相を聞き終えた雅弥が、うんざりした表情で頭を抱える。

  「お前たちはいったい何年待つつもりだったんだ。それまでずっと周囲を騙だまし続けられると、本気で信じていたのか？」

  　雅弥に言われて、九月は「拓海と玉緒が付き合いはじめた」と病院で聞いたときの、突き刺さるような胸の痛みを思い出した。あの一瞬の苦しさと切なさを思い出して……それでも九月は力強く笑顔で答える。

  「当然でしょ。いつまででも演じ切ってみせるわよ。私たちを誰だれだと思ってるの？　私と拓海は日本一の芸能学校、歌劇学園の生徒なのよ」

  　それは本心か、それとも強がりか。九月は演技者らしい溌はつ剌らつとした声で言い切った。

  　一度始めた演技は最後までやり遂げる。それが歌劇学園生徒の矜きよう持じ。

  　まんまと二人に騙された雅弥は、呆あきれたように天を仰いだ。

  「歌劇学園にはろくなやつがいない」

  　悪態をついている本人も歌劇学園の生徒なのだが、そこは触れてはいけない。

  「でもさ、さすが雅弥だよね。せっかく私が何でも言うことを聞くって言ってるのに、それを迷わず拓海のために使うなんて。そういう男の友情ってかっこいいと思うよ」

  　拓海との関係を茶化されて、雅弥は無意識に眼め鏡がねを指先で押さえてしまう。

  　――別に拓海のためにやったわけじゃない。

  　咄とつ嗟さにそう答えようとして、ようやく……本当にようやく、雅弥は自分の本心に気がついた。どうしてこんなにも拓海と九月の破局が耐えられなかったのか。どうして二人の関係を元に戻そうと、こんなにも必死になっていたのか。

  　睦月の面影を持った、元気で明るい女の子。

  　自分だけの夢を探す、真面目で不器用な男の子。

  　そんな九月と拓海の二人に、雅弥はかつての自分たちを重ねていたのだ。自分と睦月の初恋を、二人に重ねていたのだ。

  　だから、二人を応援せずにはいられなかった。どうしても、二人に幸せになってほしかった。自分と睦月の分まで、二人に幸せになってほしかった。

  　ただ、そんな恥ずかしいことはとても口に出して言えないので、雅弥は眼め鏡がねを押さえながら無表情に言い放った。

  「当然だ。俺と拓海は親友だからな」

  　そんな雅弥の態度を見て、九月は笑いを堪こらえきれずに吹き出してしまった。

  「まあまあ、そういうわけだから。別れてもいないのにヨリを戻すなんて不可能。でも約束は約束だから、ほかに私にやってほしいことがあったら遠慮なく言ってね」

  　すっかり元気を取り戻した九月を見て、雅弥は片手でこめかみを押さえながら、思い出したようにつぶやいた。

  「そうだな。では、拓海を九月の部屋に入れてやってくれ。『いまだに九月の部屋に入ったことがない』と拓海が嘆いていたからな」

  「は？　えっと、そんなことでいいの？」

  「そんなことだと？　これは拓海にとって極めて重要なことだ」

  「それはそうかもしれないけど。……雅弥って本当に拓海のことが好きなんだね」

  「当然だ。親友だからな」

  　どこまで本気かわからない雅弥の物言いに、九月は苦笑いしながら「私の部屋に拓海を入れる」とつぶやいて……何を想像したのか急に頬ほおが赤くなった。

  「九月？」

  「ひゃい！」

  　いきなり名前を呼ばれて、顔を真っ赤にしながら背筋を伸ばす九月。彼女が何を想像していたのか興味の尽きない雅弥だったが、ここは好奇心よりも友情を選んであえて詮せん索さくしないことにする。

  「俺の願いはそれだけだ。いいな？」

  「う、うん。わかった。ちゃんと約束は守るから」

  　こくこくと何度も頷うなずいて、契約の履行を宣誓する九月。無意味に力の込もった返事を受けて、これで思い残すことはないとばかりに、雅弥は再度九月に背を向けた。顔の赤い同級生を屋上に残して、雅弥はその場を立ち去ろうと出口に向かう。

  　ポケットに手を入れて、冷たい北風に身を竦すくめて歩きながら、雅弥は……。

  　――ねえ、雅弥？

  　不意に、足を止めた。

  　それは北風が建物の間を吹きぬける音だったのか。それとも、色づいた葉が擦こすれ合う音だったのか。どこから聞こえてくるのかわからない風の音に、雅弥は立ち止まり、耳を澄ます。

  　――雅弥の夢を教えて。

  　それは遥はるかな昔、真夏の公園で聞いた初恋の少女の言葉。雅弥が目を閉じると、瞼まぶたの裏に無邪気な少女の笑顔がはっきりと見えた、

  　――雅弥は、将来何になりたいの？

  「俺は……」

  　風に答えようとして、雅弥は不意に口ごもる。彼の夢は、役者になって睦月の脚本を演じること。その夢はついさっき叶かなったばかりだった。

  　長年願い続けていた夢が叶って――それと同時に、雅弥は夢を失った。今の彼には夢と呼べるものが何もなかった。

  「今の俺には夢がない」

  　風に向かって雅弥が囁ささやく。

  「……だから、また新しい夢を探すさ」

  　いつでも無表情を貫いてきた雅弥が、風の音を聞きながら、ほんの少しだけ楽しそうに微ほほ笑えむ。

  「幸か不幸か、歌劇学園は夢と希望にだけは事欠かないからな」

  　微笑みながら、雅弥は思い出していた。夏の日の公園で、夢を持たない彼のために、彼女が言ってくれた言葉を。

  　――夢がないってことは、未来の可能性は無限大なんだよ。

  　どこから運ばれたのか、風に乗って、イチョウの葉が雅弥の足元に舞い降りた。

  　……微笑みながら、雅弥は静かに歩き出す。

  　風の声は、もう聞こえない。

  

  「と、言うわけで、拓海と九月は別れてなどいませんでした」

  　生徒会室に戻った雅弥は、部屋で待っていた玉たま緒おと、なぜか当然のような顔で部屋に居座っていた杏きよう子こを相手に、これまでの経緯を簡単に説明していた。

  「くはー。二人の別れ話が全部嘘うそだったなんて、まんまとしてやられたわ」

  「九月さんを騙だまそうとして、私たちのほうが騙されていたわけですね」

  　椅い子すに座ったまま杏子が天を仰ぎ、くすくすと声を殺して玉緒が笑う。二人とも騙されたのにあまり悔しくなさそうなのは、学園一のカップルが健在だと知って心のどこかで安心したからか。

  「でも、そうすると九月へのどっきりはどうなるんだろ。治療費を稼ぐ必要がなくなったのなら、九月が契約金目当てに拓海と別れるって可能性はまずなくなったわよね？」

  　どっきりが失敗に終わりそうな気配を察して、杏子が真面目な顔で思い悩む。

  「うーん、しょうがないか。このどっきりが面白味のない結末で終わったそのときは、可愛かわいい後輩のために、私がもっと過激かつ衝撃的などっきりを考えてあげるとしよう」

  　ニヤリ。不敵に笑う杏子は、まだまだやる気満々だった。

  　そんな謀はかりごと大好きな先輩に向かって、堂々と悪巧みをそそのかす悪魔が一人。それはほかでもない、九月たちの別れ話を真に受けて右往左往させられた雅弥である。

  「杏子先輩。実は俺に九月を辱はずかしめるいいアイデアがあるのですが」

  「おろ？　どういう心境の変化？　あれだけ二人を騙だますのに反対してたのに」

  「いいえ、たいした理由などありません。ただちょっと九月の嘘うそにまんまと騙されて、ほんの少しプライドを傷つけられて『本気で心配した俺が馬鹿みたいじゃないか』と思って口惜しく苦々しい気分を味わったせいで腹の底から沸々とどす黒い感情が湧わき上がってきたというだけの話です。ところで杏子先輩は、友情を弄もてあそぶ輩やからはそれ相応の報いを受けるべきだと思いませんか？」

  「いいねいいね。そういうノリ大好き」

  　意外と根に持つタイプだった雅弥を、杏子が嬉き々きとして煽あおる。頭脳明めい晰せきな雅弥と悪巧み大好きな杏子。ある意味最悪のタッグチームが誕生した瞬間だった。

  「んで、どんな手を使って九月を騙すの？」

  「はい。拓海に協力してもらおうかと考えています。もっとも、まともに頼んでも拓海は九月を騙す計画に手を貸してはくれないでしょうから、ここはエサを使って……」

  　こうして意外と根に持つタイプの雅弥が考えた作戦は、次回の定例会議の席で提案される運びとなった。その後、雅弥の案は無事に採用されるのだが、このどっきりの顛てん末まつは後日のお楽しみである。

  「ところで、杏子先輩は生徒会室で何をしているのですか？」

  「今さらな質問だね」

  　雅弥に問われて、生徒会室に我が物顔で居座っていた杏子は陽気に両手を広げる。

  「ドラマの収録で、ついさっきまで校内で撮影していたのよ。ようやく休憩時間になったから、暇つぶしに遊びに来たってわけ。九月が週末休むことになったから、その皺しわ寄よせで私や拓海の出番が増えて大変……あっ！」

  　拓海の名前が出たところで、杏子はいきなり立ち上がった。そのまま慌てた様子でスカートのポケットに手を突っ込み、中から折り畳まれた茶封筒を取り出す。

  「すっかり忘れてた。拓海から、玉緒に渡すように頼まれてたのよ」

  「私にですか？」

  　杏子から封筒を受け取った玉緒が、拓海からの贈り物をまじまじと見つめる。手の上で封筒を逆さまにすると、中から出てきたのは二枚の水族館入場チケット。

  「そういえば、午後から拓海さんと水族館へ行く約束をしていましたが……」

  　見覚えのある入場チケットを前にして、玉緒はこれまでの経緯を思い出す。

  　ＢＳカゲキリベンジの企画で拓海を誘惑することになった玉緒は、水族館のチケットを手に入れて、それをエサにして拓海をデートに誘った。

  　ところがあっさりふられてしまって、玉緒は「九月さんと二人で行って来てください」と、雅弥を通して拓海にチケットをプレゼントした。

  　ところがところが拓海は九月と別れたフリをすることになって、偽装工作のためにチケットを持って玉緒を水族館デートに誘った。

  　ところがところがところが拓海と九月は結局ヨリを戻してしまい、彼は杏子に頼んでチケットを玉緒へと送り返した……。

  　自分の手に戻ってきたチケットを見て、玉緒は困惑気味に首を捻ひねる。その仕草を見て、杏子は思い出したように付け加えた。

  「拓海からの伝言ね。『やっぱり会長と水族館には行けません。ごめんなさい』だってさ」

  「ええと。つまり、私は拓海さんにふられてしまったということですか？」

  　九月とヨリが戻ったため、拓海は玉緒と付き合うわけにはいかなくなった。だからデートの約束をなかったことにして、玉緒に入場チケットを送り返した。「何もバカ正直に送り返さなくてもいいだろうに」と雅弥は呆あきれ顔だが、優柔不断な彼に振り回された玉緒はそれでも楽しそうに微ほほ笑えんでいた。

  「これでいいんですよ。だって、デートは好きな人と一緒に行くのが一番ですから」

  　微笑みながら、玉緒は一周して戻ってきた二枚のチケットを眺める。さて、この余った入場券はどうしようか。

  「では、このチケットは雅弥さんに進呈しましょう。どうぞ気になる女性を誘って、デートを楽しんで来てください」

  　天使の微笑を湛たたえながら、玉緒は傍かたわらに立つ雅弥へと入場券を差し出した。手渡しでチケットを受け取った雅弥は、いかにも水族館らしいイルカのイラストを眺めながら無表情に考え込む。

  （デートは好きな人と一緒に行くのが一番、か。そういえば睦月も言っていたな。「いっぱい勉強して、いっぱい恋をしろ」と。恋か……俺の、今の恋は……）

  　ちらりと、雅弥は椅い子すに座っている玉緒を見下ろす。目が合って、玉緒は上目遣いのまま、愛情に満ちた柔らかな笑みを浮かべた。

  　雅弥は二人分のチケットを握り締めると、一つ咳せき払ばらいをしてから、おもむろに玉緒へと向き直り、緊張した面持ちで自身の素直な気持ちを打ち明けた。

  「それでは会長。俺と一緒に、水族館へ行って――」

  「そういえば玉緒ってさ、彼氏とは上う手まくいってるの？」

  「はい、おかげさまで。明日は二人で遊園地デートをする予定なんですよ。今からお弁当の献立を考えるのが楽しみで。やはり食べてくれる相手がいると料理の腕前も上達しますね♥」

  「へぇ～。奥手の玉緒にしては頑張ってるじゃない。あんたらって二人一緒にいても付き合ってるように見えないからさ。これでカップルだと気づいてくれる人が増えるといいね」

  「私と彼の二人さえわかっていれば、他人がどう思おうと関係ありませんよ♥」

  　語尾にハートマークを乗せながら、嬉き々きとしてノロケ話を始める玉緒。彼女の目には、チケットを握り締めたまま凍りついている純な青年の姿など映っていない。

  　玉緒のラブラブトークを聞かされて、雅弥の脳裏を過去の思い出が走馬燈のように駆け抜ける。

  　――そういえば、玉緒と二人で夜の旧校舎に忍び込んだとき、ばったり出会った九月たちから「会長はフリーだから」という話をされて、玉緒は何か言い返そうとしていた。

  　――そういえば、自転車置き場で杏子と会話したとき、杏子は「玉緒ってああ見えて実は……」と言いかけて、その後あからさまに話を逸そらした。

  　キリキリキリと錆さびついた音を立てて雅弥の首が横を向く。そこに見えたのは、そっぽを向いてわざとらしく口笛を吹いている杏子の姿。

  「……杏子先輩」

  「ん～？　なぁに？」

  「……知ってて黙ってましたね？」

  「なんのことぉ？」

  　何でも軽々しく喋しゃべるくせに、肝心なことは隠し通す杏子。自分が楽しむためなら軽い口も重くなる。恐るべし、歩くゴシップ三面記事。

  　睨にらみつける雅弥と、素知らぬ顔の杏子。そんな仲のいい二人を見て、何を思ったのか玉緒は柏かしわ手でを打つように手のひらを合わせた。ぱん。

  「いつも思うのですが、お二人は本当に仲がいいですよね。雅弥さん、せっかくですから杏子さんを水族館に誘ってはいかがですか？」

  　玉緒の提案に、眉まゆ毛げを八の字にしてあからさまに嫌そうな顔をする雅弥。いつもクールな雅弥がここまで嫌悪感を露あらわにするのは非常に珍しい。

  　かたや杏子は挑発するように、「ほれほれ、私を誘いなさい。かもーん」と指を立ててアピールしている。水み無な月づき杏子という人間は、困っている人をさらに困らせるのが大好きだった。

  　冷めきった目で杏子を見た後、雅弥は手元のチケットに視線を落として、それから杏子の顔を見て、もう一度チケットに目を落として……ついに諦あきらめたのか、がっくりと肩を落とした。

  　長い長い葛かつ藤とうを経て、ついに、雅弥は杏子をデートに誘う。

  「杏子先輩。恋人のいない者同士、たまには傷を舐なめあいませんか」

  「もっといい誘い文句はないんかい」

  

  　加か賀が雅弥と水無月杏子。

  　美男美女で知られる二人に恋人ができたという噂うわさは、いまだに聞こえてこない。



  


  エピローグ

  

  「それにしても、拓たく海みがあの生徒会長をデートに誘ったなんてねぇ」

  　騒がしかった一週間がようやく終わり、色づいた街路樹の葉もすっかり地面に落ちきった晩秋の午後。放課後の寒空の下を、一組のカップルが親密な雰囲気を振り撒まきながら歩いていた。

  「しょ、しょうがないだろ。僕だって九く月がつとの別れ話に真実味を持たせようと、いろいろと考えたんだよ」

  　ヤキモチ焼きな彼女にからかわれ、真面目な彼氏が熱心に言い返す。全校生徒が羨うらやむカップル――橘たちばな九月と会あい澤ざわ拓海の二人は、手袋越しに手をつなぎながら、今日も飽きずに痴ち話わ喧げん嘩かを繰り広げていた。

  「僕が会長をデートに誘ったから、雅弥だって僕たちの別れ話を信用したんだよ。ちょっとは僕の努力も認めてよ」

  「それにしたって、生徒会長をダシに使うなんて恐れ多いわよねぇ」

  「そ、それはだって、会長は僕に気があるような素振りだったから……」

  「ふ～ん、会長が拓海にねぇ～。へぇ～」

  「な、なんだよ」

  　九月の意味深な眼まな差ざしを受けて、拓海が不満げに唇を尖とがらせる。そんな自意識過剰な彼氏へ、九月は嫌味を多分に含んだ声で丁寧に解説してあげた。

  「拓海～。会長が女子の間で何て呼ばれてるか知ってる？　男を惑わす『魔性の女』だよ？」

  　――歌劇学園生徒会長、由よし井い玉たま緒お。

  　目が合えば、誰だれにでも愛情たっぷりの笑顔を送る。相談を受けたら、相手が誰でも親身になって話を聞く。スキンシップが大好きで、誰とでも平然と手をつなぐ。困っている人を見かけたら、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて元気づけずにはいられない。

  　そんな無償の愛を持って人々と接する玉緒は、男子から「ひょっとして俺のことが好きなのでは？」と勘違いされることが多々あった。

  　生まれながらの善人で、他人とのコミュニケーションが大好きで、無自覚に愛と勇気とフェロモンを撒まき散らす美人生徒会長。そんな彼女に一割の皮肉と九割の親しみを込めて、友人たちがつけた仇あだ名なが「魔性の女」。

  「会長と話しをした男子は、漏れなく『俺に気があるんじゃないか』って勘違いするんだって。美人に優しくされただけでコロッといっちゃうんだから、男って単純よね～」

  「……」

  　身に覚えがありすぎて、何も反論できない拓海であった。

  「そ、そういえば杏きよう子こ先輩から聞いたんだけど」

  　手をつなぎながら、拓海がコホンと一つ咳せき払ばらいする。あからさまな話の逸そらし方に、九月は苦笑いを隠し切れない。

  「歌劇学園に新しく学生寮を建てる計画があるらしいよ。内装はもちろん、食堂やセキュリティにもすごくお金がかかってるんだって」

  「ふーん。そうなんだ」

  「あれ、あんまり興味ない？　九月のことだから『寮に入れば家賃が安くなる！』って喜ぶかと思ったのに」

  「私はどれだけ金の亡者なのよ」

  　呆あきれ顔で九月が答える。実家に仕送りする必要がなくなった九月は、長い倹約生活からようやく解放されたばかりだった。なのにいまだに金の亡者扱いされて、少々ご不満の様子。

  「寮生活も悪くないけど、何だかんだで今の部屋は結構気に入ってるからね。それに一人暮らしのほうがいろいろと気楽だし」

  「そっか。九月は今の部屋が気に入ってるんだね。どんな部屋か一度見てみたいから、これから遊びに行ってもいい？」

  「…………え？　今から？」

  　思いがけない方向からの攻撃に、九月は声を上うわ擦ずらせてしまう。明らかに動揺している九月を見て、拓海は申し訳なさそうに俯うつむいて、捨てられた仔こ犬いぬのような上目遣いで恋人を見つめた。

  「ダメ、かな？」

  「え、その、ダメじゃないけど……」

  　いつもの強気はどこへやら。紅葉のように顔を真っ赤にして、九月はモゴモゴと口ごもる。常になく積極的な拓海のアプローチに困惑しながらも、九月の脳内ではいつか聞いた雅まさ弥やの台詞せりふがリピート再生されていた。

  　それは、宝物を見つけた雅弥が、九月に望んだたった一つの願い。

  『拓海を九月の部屋に入れてやってくれ』

  　かくして九月は、大きく深呼吸をして、拓海の手をしっかりと握り締めながら、真っ赤な顔で上目遣いに囁ささやいた。

  「じゃあ、私の部屋……来る？」

  　ひょっとすると、このとき九月の頭からは湯気が立ち上っていたかもしれない。

  

  「片付けるから、拓海はここで待ってて」

  　何の変哲もない木造アパートの扉の前で、ドアを開けようとする拓海を九月が両手で押し留めている。

  「部屋の片付けなら僕も手伝うよ」

  「手伝わなくていいから、とにかくここで待ってて」

  「別に部屋が汚くても気にしないのに」

  「私が気にするの！」

  　拓海の厚意を全力で押し返して、九月は素早く鍵かぎを開け、玄関へと滑り込む。ドアに張りついたまま後ろ手に鍵をかけ、最愛の彼氏を外に締め出した九月はひとまずホッと胸を撫なで下ろした。

  　九月の部屋は１ＤＫで玄関を入るとすぐ左手がキッチンになっている。靴を脱いで玄関に上がりこんだ九月は、キッチンに山と詰まれた半透明のゴミ袋を発見してげんなりしてしまった。

  「なんで私はいつもゴミを出し忘れるのよ！」

  　自分にツッコミを入れるが、今さら言ったところで後の祭りである。大量にゴミを溜ため込むのは一人暮らしにありがちな話だが、初めて彼氏を部屋に入れる女性にとっては死活問題に等しい。

  「こうなったら、ゴミは全部押し入れに突っ込むしかない」

  　覚悟を決めて、両手いっぱいにゴミ袋を抱える九月。このままリビング兼寝室へ向かい、押し入れの中にゴミを隠そうと歩き出す。

  「あとは、ベッドの上に脱ぎっぱなしの洗濯物とか、コタツの上を占拠しているコンビニ弁当の空き箱とかも全部隠さないと……。ああああ、しまった！　昨日、杏子先輩に煽あおられて買っちゃったあんな服とかこんな下着とか、袋に入れたまま置きっぱなしだよ！　あんなもの拓海に見られるわけにはいかない！」

  　拓海に見せなくて誰だれに見せるのよ、という杏子の声が聞こえてきそうだが、そんな妄言に構っている余裕は今の九月にはなかった。

  　両手にゴミ袋を抱えたまま居間へと向かった九月は、行儀悪く片足を上げて手を使わずにリビングの扉を開けようと苦心する。だが焦っているときに限って爪つま先さきが扉に引っかからない。

  「あとほかに隠すものは……お姉ちゃんの宝物！　見つかったら絶対アルバム鑑賞会が始まっちゃう！　恥ずかしい！　それからそれから、あと服も着替えなきゃだよね。ええと普段着でいいのかな。ここで気合いの入った服なんて不自然だよね」

  　ようやく扉の隙間に足の指をねじ込んだ九月は、うろたえながらも足の力で思い切り引き戸を開けた。バタンと大きな音を立てリビングの扉は全開となり――。

  「おかえりー！」

  　パン、パンとクラッカーの音が立て続けに鳴り響いて、九月は両手にゴミを抱えたまま「ひええええ」と悲鳴を上げてしまった。

  「やっほ～、お邪魔してるよ～」

  「杏子先輩!?　どうして私の部屋にいるんですか！」

  　後生大事にゴミを抱き締めたまま、九月は我が物顔でコタツに入っている杏子を問い詰める。と、そのとき九月の真横から「にゅっ」とマイクが突き出された。

  「彼氏を初めて部屋に入れる乙おと女めの心境を、一言でお願いしま～す♥」

  「誰この小学生？」

  　ゴミを抱えた九月が、背の低い先輩を指さして叫ぶ。二の腕に「歌劇学園放送部」の腕章をつけていた柚ゆず雪きは、後輩から小学生呼ばわりされてじたばたと両手をばたつかせた。

  「年上に対していきなり小学生はひどいんじゃないカナ～！」

  「はいはい、柚雪さん。落ち着いてください」

  　杏子と一緒にコタツで丸まっていた玉緒が、暴れる柚雪の頭を優しく撫なでる。玉緒に宥なだめられて、柚雪は「む～」と唸うなりながらも暴れるのをやめた。

  　ゴミを抱き締めたまま九月が自分の部屋を見渡すと、コタツでは杏子、玉緒、雅弥の三人が顔をつき合わせて背中を丸めていた。扉の前には小学生にしか見えない女の子が立っていて、部屋の隅には『学園カゲキ！』のロゴが入ったスタッフジャンパーを着た大人が、照明やらマイクやらテレビカメラやらを担いで、九月の唖あ然ぜんとした顔を撮影している。

  「……何？」

  　誰だれに聞けばいいかわからなかったので、とりあえず九月はその場にいた全員に尋ねてみた。いったいこれは、何？

  　そんな九月の唖あ然ぜんとした声に答えたのは、背後から現れた拓海だった。

  「ごめんね。皆がどうしても九月の驚く顔を撮影したいって言うから」

  　聞き慣れた声に九月が振り返ると、そこには部屋の合鍵を持って立っている古こ都と乃のと「どっきり企画ＢＳカゲキリベンジ」と書かれたプラカードを持って苦笑いする拓海の姿があった。

  「……どっきりって、何？」

  　まだ唖然としている九月へ、古都乃は親指を立ててニヤリと笑う。

  「平たく言えば、彼氏を初めて部屋に招き入れる乙おと女めの恥じらいの表情を、ずっと隠し撮りし続けていたということだ。喜べ九月。お前の魅力的な表情は、後日テレビ番組を通じて全国津々浦々に放送されるだろう」

  　ようやく事態を理解して、九月の表情はまたもや紅葉のごとく真っ赤になった。

  　ゴミ袋を放り投げ、あわあわと真っ赤な顔で古都乃にすがりつく九月。そんな狼ろう狽ばいする主役をよそに、立ち直った放送部員・安やす原はら柚雪はさっそく散らかった部屋のレポートを開始する。

  「本邦初公開！　ここが学園カゲキの大人気ヒロイン、橘九月の私室です！　おっと、こんなところに脱ぎ散らかした服が！」

  「うわ―――！」

  　洋服を摘つまみ上げる小柄な先輩へ、飛びつく九月。

  「橘九月さん。あなたはスポーツ特待生なのですから、もっと栄養管理には気をつけたほうがいいですよ」

  「会長！　コンビニ弁当を漁あさらないで！」

  　空の弁当箱を一つ一つチェックする生徒会長へ、飛びつく九月。

  「ところで九月。昨日買ったすごい下着はどこに隠してあるの？」

  「すごいって言うな―――！」

  　勝手にタンスの中身を物色する杏子へ、飛びつく九月。

  　あまりにもカオスな状況に古都乃は腹を抱えて笑い出し、拓海はプラカードを持ったまま苦笑いを浮かべる。そのまま穏和な彼氏は、暴れ回る恋人へと優しく声をかけた。

  「まあまあ九月。こうなったらもう諦あきらめようよ」

  「拓海！　この裏切り者！」

  「酷ひどいなぁ。僕はただ、雅弥に『まだ九月の部屋に入れてもらったことがないのだろう？　俺の言う通りにしたら合法的に九月の部屋に入れるぞ』ってそそのかされただけだよ？」

  「どこが合法的よ！　めちゃめちゃ不法侵入じゃない！」

  「往生際が悪いな。九月がもっと早くに拓海を部屋に招き入れていれば、こんな辱はずかしめは受けずにすんだのだ。自業自得だと思って諦あきらめろ」

  「なんで私が悪いことになってるのよ！」

  　無表情な雅弥に諭されて、九月は口から火を噴きそうな勢いで反論する。しかし悲しいかな小柄な九月の力では「まあまあ」と言いながら羽交い絞め、もとい、背後から優しく抱き締める拓海を振り払うことはできなかった。

  　身の安全を確認して、雅弥は膝ひざに乗せた子豚のぬいぐるみの頭を撫なでながら、ベッドの下へと手を入れる。ベッド下から雅弥が取り出したもの。それは一冊のアルバムだった。

  「では、テレビカメラを交えつつ、九月のアルバム鑑賞会を始めるとしようか」

  「やーめーてー！」

  　じたばたもがく九月を無視して、雅弥はコタツの上でアルバムを広げる。玉緒、杏子、柚雪が覗のぞき込むのを確認して、雅弥はおもむろに最初の写真を指さした。

  「まずはこの写真を見てもらおう」

  「まあ。これは九月さんの一いつ糸し纏まとわぬお姿ですか？」

  「うむうむ。このあられもない姿は、是非、全国のお茶の間にお届けしなければ。カメラさ～ん、この写真アップでお願い」

  「九月ちゃんのオールヌードが、ついに全国放送される日がきたのカナ～！」

  「お前ら出てけ―――！」

  

  　歌劇学園の騒がしい日常は、まだ当分終わりそうにない……。



  


  あとがき

  

  　――イチョウの花言葉は「鎮魂」。

  

  　皆様こんにちは。ガガガ文庫の忘年会で一番心に残った台詞は「ロミオ先生は来ていません！」な山川進です。

  　時が経つのは早いもので、私がガガガ文庫でデビューさせていただいてから間もなく一年が過ぎようとしています。思い起こせば一年前、初めてガガガ文庫の編集部を訪れた私は（以下検閲削除）

  　さて。

  　年月と言えば、『学園カゲキ！』では巻を追うごとに時間が経過しています。一巻は「拓海が一年生の四月～翌三月」、二巻は「二年生の四月～十月」、そして今作は「二年生の十一月第二週」……ようするに「一年間」「約半年」「一週間」の物語となっているわけです。

  　実は、一巻（一年間の話）が世に出たとき、知人からこんなことを言われました。

  「文庫一冊で一年が経過するなんて、時間の流れが早すぎじゃね？」

  　そこで二巻では時間の流れを遅くして、半年間の出来事を描きました。

  「文庫一冊で半年が経過するなんて、時間の流れが早すぎじゃね？」

  　……また言われました。

  　よし！　こうなったらもっと短い期間……一週間の出来事だけで一冊書いてやる！　という負けず嫌いな動機だけで書き始めたのが今作です。私のスタート地点はおかしいですか？

  　時間軸で思い出しましたが、次巻は時間が巻き戻って「拓海が二年生の五月」の物語になる予定です。なぜ今さら過去の話かと言うと、このまま話が進んで拓海が三年生になったら、姫先輩や杏子や玉緒会長が卒業していなくなってしまうからです。三人にはもっと活躍して欲しいのに、今のペースでは出番がないまま消えてしまう。たった二冊で一年半が経過なんて、どうしてこんなに時間の流れが早いんだよ！　いったい誰のせいなんだ、責任者出て来い！

  　……すみません、取り乱しました。

  　丁度良く行数も尽きて参りましたので、この辺りで関係各位の皆様と、何より読者の皆様に心からの感謝を述べて、あとがきを締めさせていただきます。

  　――ありがとう。本当に、ありがとう。

  



  
    二○○八年三月某日　山川進
  


  山川　進

  Susumu Yamakawa

  

  四季の中では断然「秋」が好き。暑いから夏は嫌い。

  スキーで骨折したから冬は嫌い。

  スギ花粉症だから春は嫌い。だから消去法で秋が好き。

  ブタクサが怖い今日この頃。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  学園カゲキ！③
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